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特色２

特色３

光沢を抑えた，書き込みがしやすい紙に変更しました。
※本資料は地図帳と同じ紙を使用しています。

“今”注目の地域に迫る，
現代世界の理解に最適な新しい地図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  p.2

地理歴史科・公民科の学習のベースとなる
地理的認識を高める地図と資料 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  p.8

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”
―「現代社会」の授業が格段に活きてくる― ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  p.16

● ユニバーサルデザイン，アクティブ・ラーニングに対応 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ p.24

●『標準高等地図』の配列構成，授業への万全のサポート ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ p.26

教科書協会「教科書発行者行動規範」
に則っております。

内容解説資料（地図-309） ※とくに記載がない場合，本資料
に示したページは平成29年度
版『標準高等地図』のページを
示しています。

地図帳は，文部科学省検定済教科書です。
地理はもちろん，世界史・日本史・現代社会などの地理歴
史科・公民科科目でご使用いただけます。

地図帳は，科目を問わず
　　　　　　　　ご使用いただけます！

※本資料は弊社のウェブサイトで,
　閲覧・ダウンロードできます。 株式会社

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-29
TEL　03-3262-0831
URL　http://www.teikokushoin.co.jp/

※表のデータは弊社ウェブサイトに掲載しています。

総合的な
特色

その他

表記・表現
および

使用上の便宜

構成・分量

内容

項目 特色

◆世界・日本の諸地域に関する幅広い知識と教養が身につくよう，大判を生かしてダイナミックに編集されている。
●基礎的・基本的な地図に加え，世界の注目が集まる地域の拡大図が豊富に掲載されているため，世界に関する幅広い知識と教養が身につく。
●A4判の大判を生かしたダイナミックな地図で，全世界および日本の各地域が取り上げられている。また，都市図が豊富に掲載されているため，世界と日

本の都市のようすが理解できる。
●日本を含め，世界の地形や気候のようす，民族や宗教の分布などが理解できる資料が掲載されている。
●テーマ資料図では，現代世界が抱える諸課題について，環境，経済，社会，国際，日本についての5つの分野から，今日的で重要なテーマが取り上げられ，地

図や図表が主体にわかりやすく提示されている。
●日本の領土とその広がりが正しく学べる地図・資料が掲載されている。

◆等高段採で統一された美しい地図表現と，重要地名を解説した「ワンポイント解説」で地図が見やすくなるよう配慮されている。
●世界，日本の地図ページは，標高ごとに配色する等高段彩表現で統一されている。地名は過度に盛り込みすぎないように精選され，また，できるだけ大き

な文字が使われ，地図が見やすくなるように配慮されている。
●世界地図ページには位置図が設けられ，当該地図における地球上の位置が確認しやすくなっている。
●それぞれの地域をとらえるうえで，重要な地名・事項が政経，環境，社会，地理，歴史の5つに分類して解説された「ワンポイント解説」が設けられている。
●判別しにくい色彩が隣り合う場合には，一部の凡例に模様（地紋）が入れられるなど，カラーユニバーサルデザインに配慮されている。
●テーマ資料図には，「ねらい」や「ナビ」，「キーワード」などが適宜設けられ，現代世界の諸課題やその現状について，生徒自身が順序立てて考えられるよう

になっている。また，「日本に注目！」のコーナーでは，世界の諸課題が日本にも関係していることが理解できるように配慮されている。

◆地図・資料・統計やテーマ資料図が豊富に掲載され，地理的分野以外の活用にも配慮されている。
●地理歴史科・公民科の学習上必要な地図・資料・統計がバランスよく掲載されている。また，世界地図が充実しており，日本地図，資料図，統計資料の各

ページにおいて，国や地域がバランスよく取り上げられている。
●世界史や日本史の授業で扱われる「史跡・歴史的に重要な地名」が記載されたり，現代社会などの公民科でも扱われる，現代世界が抱える諸課題に関する

テーマ資料図が豊富（全12テーマ）に掲載され，地理的分野以外の活用にも配慮されている。
●巻頭に「現代社会を読み解く基礎データ」が設置され，各テーマ資料図ページと関連づけができるようになっている。
●統計資料ページでは，世界197か国すべての国の正式名称，主要な統計のほか，現代世界が抱える諸課題を考えられる「現代社会を考える統計」が掲載

されている。また，世界の主要な国々とその国旗についての概要が掲載され，国際理解が深められるように配慮されている。

●読み取りやすい地図にするため，通常の印刷で使われる赤・藍・黄・黒のインキだけでなく，特別な4色を加えた計８色が使い分けられている。
●統計資料ページもフルカラーで印刷され，資料が読み取りやすくなっている。
●紙は反射を抑えつつ鮮明に発色し，裏写りしない軽量なものが使用されているため，地図・写真が美しく鮮明に表現されている。
●長期の使用に耐えうるよう，糸かがりしたうえで糊付けされた堅牢な製本になっている。
●環境に配慮された再生紙と植物油インキが使用されている。

◆A4判の大判かつ美しい等高段彩表現の地図で全世界および日本の各地域が取り上げられ，地理歴史科・公民科の学習上必要な地図・資料・統計がバラ
ンスよく掲載されている。

◆現代社会などの公民科でも扱われる，現代世界が抱える諸課題に関するテーマ資料図が豊富に掲載されるなど，地理的分野以外の活用にも配慮されている。

特色一覧

澁澤　文隆 （帝京大学 教授）
◆地理教育

高橋　宏 （東京国際大学 教授）
◆国際経済学，経済開発

寺西　俊一 （一橋大学 名誉教授）
◆環境経済学，環境政策

池上　彰 （名城大学 教授）
◆現代史，コミュニケーション論

田中　明彦 （東京大学 教授）
◆国際政治学

宮崎　猛 （創価大学 教授）
◆社会科教育

別記著作者
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※本資料の掲載ページには編集中のものも含まれます。
◎



“今”注目の地域に迫る，現代世界の理解に最適な新しい地図

混迷が深まる中東情勢に迫る
特色

1
NEWp.27-28 ①中東要部（原寸大）

2 3

原寸大

　ISIL（いわゆる「イスラム国」）問題で注目が集まるシリアやイラク
から，イスラームの聖地であるメッカまでをのぞめる拡大図を掲載し
ました。パイプラインや主要航路を掲載しているので，原油の産地と
その輸出の経路がわかるなど，エネルギー学習にも役立ちます。
　また，クルド人居住地域や大きなテロが
あった地域などがわかる特別な凡例を設
けるなど，地理歴史科だけでなく，公民科
での学習にも活用できます。

クルド人居住地域など，
民族問題・地域紛争の学習に役立つ

クルド人居住地域

アメリカ同時多発テロ以降
大きなテロがあった地域

アジアハイウェイ

おもなイスラームの聖地メッカ
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“今”注目の地域に迫る，現代世界の理解に最適な新しい地図

EUの政治，経済，文化の中心に迫る
特色

1
「ワンポイント解説」で学習に役立つ地名がわかる

　政経，環境，社会，地理，歴史の5つの視点から主要
な地名・事項を解説しました。地図中の番号と対応し
ているので，位置確認と地域理解が同時にできます。

p.37-38 ①EU要部（原寸大）

原寸大

　ライン川流域圏，パリ盆地周辺，ロンドン周辺などに形成さ
れるEUの中核となっている地域が狭い範囲に集中しているこ
とや，各都市を結ぶ交通網を確認できます。
　ブリュッセルにある欧州委員会など，EUのおもな機関の位
置を確認できるほか，シェンゲンなどの地名も充実しました。

ズームアップした地図で，EUの主要機関が確認できる

4 5

NEW

ヨーロッパ連合（EU）の主要機関の所在地

欧州委員会

欧州司法裁判所

欧州理事会

欧州議会

欧州会計監査院

欧州中央銀行

ブリュッセル

フランクフルト

ストラスブール

ルクセンブルク

1 ブリュッセル C2

地図中の番号 さくいん記号
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“今”注目の地域に迫る，現代世界の理解に最適な新しい地図
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“今”注目の地域に迫る，現代世界の理解に最適な新しい地図

南西諸島と沖縄を取り巻く状況がわかる
特色

1

原寸大

　これまでの地図帳から1ページ増やし，計4ページを使ってダイナミックに
日本列島全体を扱いました。p.73-74では，南西諸島が東西・南北に長いこと，
福岡から大陸までの距離が近いことなどを確認できます。

日本列島の地図を大幅改訂

大きくなった
沖縄島の地図

　60万分の1から50万
分の1の縮尺の地図に
改訂し,大きく,見やすく
なりました。アメリカ軍
用地の範囲やキャンプ
シュワブなどの基地名
を掲載することで,軍用
地の占める割合が高い
沖縄の現状が読み取
れます。
　また,尖閣諸島の拡
大図も新たに掲載しま
した。

p.73-74 ①日本列島（2）（原寸大）

NEW

6 7
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“今”注目の地域に迫る，現代世界の理解に最適な新しい地図

南西諸島と沖縄を取り巻く状況がわかる
特色

1

原寸大

　これまでの地図帳から1ページ増やし，計4ページを使ってダイナミックに
日本列島全体を扱いました。p.73-74では，南西諸島が東西・南北に長いこと，
福岡から大陸までの距離が近いことなどを確認できます。

日本列島の地図を大幅改訂

大きくなった
沖縄島の地図

　60万分の1から50万
分の1の縮尺の地図に
改訂し,大きく,見やすく
なりました。アメリカ軍
用地の範囲やキャンプ
シュワブなどの基地名
を掲載することで,軍用
地の占める割合が高い
沖縄の現状が読み取
れます。
　また,尖閣諸島の拡
大図も新たに掲載しま
した。

p.73-74 ①日本列島（2）（原寸大）

NEW

6 7

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
図



地理歴史科・公民科の学習のベースとなる地理的認識を高める地図と資料

アメリカ合衆国の拡大図を大幅刷新
特色

2

↑ p.55-56①アメリカ合衆国東部・南部（約65％に縮小）

↑ p.57-58①アメリカ合衆国西部（約40％に縮小）

　「アメリカ合衆国東部・南部」と同様に，「アメリカ合衆国
西部」も大幅に改訂しました。ロッキー山脈や，近年，エレクト
ロニクス産業や半導体関連産業の進出が多いデンヴァーまで
見渡せます。

「アメリカ合衆国西部」も大幅改訂

　これまでの地図帳から2ページ増やし，計4ページ
を使ってダイナミックにアメリカ合衆国を扱いまし
た。メキシコ湾岸油田を背景に石油化学工業がさか
んなヒューストンまで見渡せます。

「アメリカ合衆国東部・南部」の
拡大図を大幅改訂

　キャンベラのほか，
人口が集中するシド
ニー，メルボルン，ブ
リズベンなどを詳し
い地図で確認でき
ます。

「オーストラリア
東海岸」の
拡大図も新設

NEW

縮尺を統一しているので，地図の重ね
合わせも可能です。

都市図は関連する
ページ内に掲載

　ニューヨークの都市図を「ア
メリカ合衆国東部・南部」の
ページに掲載しました。拡大図
と都市図を効率よく活用でき
ます。世界の都市図一覧は，本
資料p.15をご覧ください。

拡張範囲

拡張範囲

NEW

← p.69①オーストラリア東海岸
　（約30％に縮小）

NEW

8 9
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地理歴史科・公民科の学習のベースとなる地理的認識を高める地図と資料

アメリカ合衆国の拡大図を大幅刷新
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↑ p.57-58①アメリカ合衆国西部（約40％に縮小）
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地理歴史科・公民科の学習のベースとなる地理的認識を高める地図と資料

多様な地図表現で理解が深まる
特色

2

10 11

↑ p.29-30

 ↑p.63

　都市のようすをつかみやすいように，鳥瞰表現を用いた地図にするなど，取り上げる地域に応じて適切な地
図表現を用いました。写真資料も適宜掲載しているので，具体的にイメージできます。

イメージをつかみやすい鳥瞰表現を用いた地図や写真資料
　世界各地の都市図を多数
掲載しました。都市機能の確
認などに役立ちます。

世界の都市図が充実

世界の都市図一覧
（鳥瞰表現を含む）

p.14 ペキン
p.14 ペキン中心部
p.14 ターリエン
p.14 シャンハイ
p.14 シャンハイ中心部
p.14 ホンコン・マカオ
p.18 パンムンジョム
　　 （板門店）周辺
p.18 ソウル
p.19 シンガポール
p.23 デリー
p.29 エルサレム市
p.29 エルサレム旧市街
p.30 イスタンブール
p.30 カイロ周辺
p.30 ドバイの開発
p.37 ロンドン中心部
p.37 パリ中心部
p.37 ベルリン中心部
p.39 ローマ
p.54 ワシントン D.C.
p.56 ニューヨーク周辺
p.56 ニューヨーク中心部
p.58 サンフランシスコ周辺
p.58 ロサンゼルス
p.59 メキシコシティ
p.61 ブラジリア
p.64 リオデジャネイロ
p.67 キャンベラ
p.67 シドニー

　キリスト教，イスラーム，ユダヤ教のそれぞれの聖地となっているエルサレム旧市街地が，各教徒地区に
分かれ，さまざまな宗教施設が密集していることが読み取れます。

　アマゾンの開発，
アンデス山脈での

高度による作物の変化
などが読み取れます。
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地理歴史科・公民科の学習のベースとなる地理的認識を高める地図と資料

多様な地図表現で理解が深まる
特色

2

10 11

↑ p.29-30

 ↑p.63

　都市のようすをつかみやすいように，鳥瞰表現を用いた地図にするなど，取り上げる地域に応じて適切な地
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認などに役立ちます。

世界の都市図が充実

世界の都市図一覧
（鳥瞰表現を含む）
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地理歴史科・公民科の学習のベースとなる地理的認識を高める地図と資料

日本の都市図が充実
特色

2 p.95-96 ①東京（原寸大）

12 13

　世界だけでなく，日本の都市図も充実しています。行政機関や交
通機関を確認できます。高等学校や大学の位置確認や，修学旅行
の事前学習にも活用できます。

修学旅行でも活用できる日本の都市図が充実
原寸大

　東京の都市図では，政治・
経済の重要な施設を確認でき
るほか，「2020東京オリンピッ
ク・パラリンピックのおもな会
場予定地」も掲載しました。授
業だけでなく，日々の生活の
中でも活用できます。

東京オリンピックの会場予定地も確認できる

p.75 福岡市中心部
p.77 広島市中心部
p.79 神戸市中心部
p.82 奈良盆地
p.83 大阪市

p.84 京都市
p.88 名古屋市
p.93 横浜市・川崎市
p.94 さいたま市
p.94 千葉市

p.95-96 東京
p.97 仙台市中心部
p.99 札幌市

日本の都市図一覧

商 業・業 務 地

ビ　　ル　　街

住　　宅　　地

公　園・緑　地

その他の地域

工　　　　　場

その他の建物

モノレールと駅

永田町

内閣府

国技館

政治・経済の
中心部
政治・経済の
重要な施設
2020東京オリンピック・
パラリンピックのおもな
会場予定地
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135135 136136
アフガニスタン・イスラム共和国
概要　西アジアの内陸国。長く内戦が続

き，経済は停滞。2001年暫定政権が発足。
2004年新憲法公布。

国旗の説明 　アフガニスタン暫定行政機構の国旗として，新た

に制定された。

アラブ首長国連邦
概要　アブダビ,ドバイなど7首長

国からなる。産油国。ドバイは中
継貿易もさかん。

国旗の説明 　緑は豊かな国土，白は清浄な生活，黒は過酷な戦争，
赤は血生臭い過去を表す。

イスラエル国
概要　迫害を受けてきたユダヤ人が1948

年に建国。パレスチナ問題を抱える。ダイ
ヤモンド研磨技術は高い。

国旗の説明 　星は「ダビデの星」で，ユダヤの伝統的なシンボル。

青は空，白は清浄を表す。

イラク共和国
概要　中央部をティグリス川・ユーフラ

テス川が流れる。イラク戦争により独裁
政権崩壊｡ 治安は不安定｡

国旗の説明 　赤は勇気，白は寛大さ，黒はイスラームの伝統，

アラビア文字は「神は偉大なり」を表す。

イラン・イスラム共和国
概要　ペルシア湾北岸に面する産油

国。核開発問題を抱え，欧米諸国と対
立している。

国旗の説明 　緑と赤の帯のアラビア文字は「神は偉大なり」を

22回繰り返している。

インド
概要　人口は世界第２位。多様な民族，

宗教，言語からなる。豊富な資源をもち，
近年経済成長は著しい｡

国旗の説明 　オレンジはヒンドゥー教，緑はイスラーム，白は両

者の融合を表す。中央の紋章はチャクラ（法輪）で仏教のシンボル。

インドネシア共和国
概要　東南アジア南東部の島

とう

嶼
しょ

国。農業

がさかんだが，石油・天然ガスなど豊富
な資源ももつ。

国旗の説明 　赤は自由と勇気を，白は正義と純潔を表す。また，

同時に赤と白は太陽と月を表す。

カザフスタン共和国
概要　旧ソ連の構成国｡ 石油，鉄，

銅など豊富な資源をもつ｡カスピ海
周辺で油田開発が進む。

国旗の説明 　左端の文様は民族の伝統装飾。太陽と鷲は希望と

自由を表す。

カンボジア王国
概要　1970年代からの内戦の後，国連暫

定統治機構の下，新憲法を制定。経済も
徐々に回復している。

国旗の説明 　青は王室の色，赤は国民の色，中央の建物はアン

コール=ワットである。

キプロス共和国
概要　地中海東部の島国。南部のギリ

シャ系，北部のトルコ系の両住民が対
立｡ 観光と金融が主要産業。

国旗の説明 　黄金の国の形は銅資源を示し，オリーブの枝は，

ギリシャ系とトルコ系住民の融和を表す。

サウジアラビア王国
概要　 原 油 な ど 石 油 関 連 で 輸 出 の 約

85％を占める。しかし,石油以外への産
業多角化は進んでいない。

国旗の説明 　文字はコーランの一節で，剣は聖地メッカ（マッカ）

の守護を表す。緑はイスラームの色。

シンガポール共和国
概要　マレー半島南端に接する都市国家。

東南アジアのほぼ中心にあり，貿易と金
融，観光が中心産業。

国旗の説明 　赤は平等を，白は純粋性，5つの星と月は自由・

平和・進歩・平等・公正への歩みを表す。

スリランカ民主社会主義共和国
概要　茶やココナッツなど農業から，

衣類を主に工業化が進んだ。少数派
タミル人との内戦は2009年終結。

国旗の説明 　剣を持つライオンは，シンハラ人のシンボル。四
よ

隅
すみ

の葉は

菩
ぼ

提
だい

樹
じゅ

の葉で仏教，緑はイスラーム，オレンジ色はヒンドゥー教を表す。
タイ王国
概要　1980年代から経済が急成長した

が，1997年のバーツ暴落がアジア通貨危
機を招いた。2006年以降内政が不安定。

国旗の説明 　青はタイ王室の色を，赤は国家を表し，白は純潔

を表す。

大韓民国
概要　朝鮮半島の北緯38度以南が1948

年に独立。1960年代以降経済は著しく成
長。1996年，OECD加盟。

国旗の説明 　中央の巴
ともえ

は太
たい

極
きょく

といって宇宙を表し，四隅の卦
け

は，

天，地，水，火を表す。

中華人民共和国
概要　1949年成立。社会主義国だが，1970

年代末，市場経済を導入する ｢改革開放政
策｣をとる。近年の経済成長は著しい。

国旗の説明 　大きい星は中国共産党を表し，小さい星は，労働者，

農民，知識階級，愛国的資本家を表す。

朝鮮民主主義人民共和国
概要　朝鮮半島の北緯38度以北が

1948年に独立。社会主義国｡ 核開
発問題を抱える。

国旗の説明 　赤と青は朝鮮の伝統的な色。赤い星は社会主義の

シンボルである。

トルコ共和国
概要　アジアとヨーロッパの結節点に位

置する。ムスリムが大半だが，政教分離
の国。EU加盟をめざす。

国旗の説明 　三日月と星はこの国の故事に由来し，進歩・独立

などの意味が含まれている。

日　本　国
概要　アジア東端の島嶼国。世界を代表す

る工業国。環境技術などの高い技術力が今
後の経済成長の原動力として期待される。

国旗の説明 　「日の丸」,「日章旗」ともいわれ，太陽を象徴した

もの。民間では明治のはじめから使用。
ネパール連邦民主共和国
概要　ヒマラヤ山脈の南に位置する。農業が主要

産業。2006年に王制が廃止され，政治的に混乱が
続いている。

国旗の説明 　三角形を重ねた珍しい旗。月と太陽はヒンドゥー

教を，そして国の永遠の発展を表す。

パキスタン・イスラム共和国
概要　英領インドのうち，ムスリム住民

の多い地域が1947年独立。カシミールを
めぐりインドと対立する。

国旗の説明 　緑はイスラーム，白い三日月と星は平和・知識・

進歩・発展などを表す。

バングラデシュ人民共和国
概要　東パキスタンが1971年独立。

ガンジス川下流にあるため，頻繁に水
害にあう。農業が中心産業。

国旗の説明 　緑は農業とイスラームを，赤丸は独立時で流され

た人々の血を表す。

東ティモール民主共和国
概要　1974年まではポルトガル植

民地。2002年に独立｡ コーヒーな
どを生産｡

国旗の説明 　黒は植民地時代，黄は独立への戦い，赤は民衆が

流した血，星は未来への希望を表す。

フィリピン共和国
概要　最大のルソン島をはじめ大

小約7,100の島からなる島嶼国。
農林水産業が主。

国旗の説明 　白三角は解放運動，太陽は自由を，3つの星は主

要な島を，赤は勇気，青は平和を表す。

ベトナム社会主義共和国
概要　1986年以来社会主義型市場経済を

めざす「ドイモイ（刷新）」政策を推進。経
済成長をとげた。

国旗の説明 　赤は独立のために流した血，黄色の星の5つの頂

点は労働者，農民，兵士，青年，知識人を表す。

マレーシア
概要　マレー系優遇政策で格差是

正をはかった。1980年代以降経済
が成長した。

国旗の説明 　14本の赤と白の線は州の数を，月と星はこの国が

イスラーム国であることを示す。

ミャンマー連邦共和国
概要　独立後，軍事独裁政権による

支配が長く続いたが，2007年以降，
民主化が進みつつある。

国旗の説明 　2010年に変更された。黄は団結，緑は平和，赤は

勇気，中央の白い星は国家の永続性を表す。

モンゴル国
概要　かつて社会主義を掲げたが，

1992年に放棄。畜産業と鉱業が主
要産業。

国旗の説明 　左側の紋様は，伝統的なソヨンボ（蓮台）で，炎，

太陽と月，槍と矢じり，２匹の魚を表す。

ラオス人民民主共和国
概要　内陸国。1975年，社会主義政権成

立。1980年代に市場経済導入。農業が主
要産業。木材などのほか，電力も輸出する。

国旗の説明 　1975年制定。上下の赤はラオス人民が流した血を，

青は国土の繁栄とメコン川を，白い円は平和と仏教を表す。

レバノン共和国
概要　内戦や周辺諸国の軍事介入などを

うけ経済は疲
ひ

弊
へい

した。経済復興を行って
いるが，累積債務は膨

ぼう

大
だい

。
国旗の説明 　赤は勇気・犠牲，白は平和を表し，中央は国の象

徴であるレバノン杉。

アジアのおもな国の国旗と概要

国
番
号

正　式　国　名
人口

（万人）
2014年

首都名 首都人口
（万人）

面積
（千km2）
2014年

人口密度
（人/km2）
2014年

人口増加率（％）
2010-
2015年
の平均

産業別人口の割合（％）
2012年

老年人口率
65歳以上
（％）

2014年

■非識字率（％）
2015年
男 / 女

二酸化炭素
排出量

（t/人）
2013年

国土に占める
森林割合（％）
2013年

１人あたりの
国民総所得
（ドル）
2014年

海外直接投資額
（対外，残高）

（億ドル）
2014年第１次 第２次 第３次

1 ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン 共 和 国 952 バ ク ー 15） 220 87 110 1.4 37.7 14.3 48.0 5.6 0.1 / 0.3 3.1 13.1 7,590 112 
2 ア フ ガ ニ ス タ ン・ イ ス ラ ム 共 和 国 2,655 カ ブ ー ル 15） 367 653 41 3.0 － － － 2.4 48.0 / 75.8 0.7 2.1 670 －
3 ア ラ ブ 首 長 国 連 邦 10） 826 ア ブ ダ ビ 14） 114 84 99 1.9 08） 4.2 24.3 71.5 1.0 6.9 / 4.2 17.9 3.8 45,200 663 
4 ア ル メ ニ ア 共 和 国 13） 302 エ レ バ ン 15） 107 30 102 0.4 37.3 17.7 45.0 10.6 0.2 / 0.3 1.8 11.6 3,780 2 
5 イ エ メ ン 共 和 国 2,595 サ ヌ ア 09） 197 528 49 2.5 99） 54.1 11.1 34.8 2.7 14.9 / 45.0 0.9 1.0 13） 1,300 8 
6 イ ス ラ エ ル 国 821 エ ル サ レ ム 14） 84 22 372 1.7 1.5 17.4 81.1 11.0 － 8.5 7.4 34,990 780 
7 イ ラ ク 共 和 国 3,569 バ グ ダ ッ ド 11） 615 435 82 3.3 08） 23.4 18.2 58.4 3.1 14.3 / 26.3 4.1 1.9 6,320 20 
8 イ ラ ン・ イ ス ラ ム 共 和 国 7,785 テ ヘ ラ ン 11） 815 1,629 48 1.3 10） 19.2 32.2 48.6 5.0 8.8 / 17.5 6.8 6.6 13） 6,840 41 
9 イ ン ド 12）121,337 デ リ ー 11） 1,103 3,287 369 1.3 － － － 5.5 19.1 / 37.2 1.5 23.7 1,570 1,296 
10 イ ン ド ネ シ ア 共 和 国 25,216 ジ ャ カ ル タ 10） 960 1,911 132 1.3 10） 38.3 19.3 42.4 5.1 3.7 / 8.5 1.7 51.0 3,630 241 
11 ウ ズ ベ キ ス タ ン 共 和 国 3,049 タ シ ケ ン ト 09） 222 447 68 1.5 99） 38.5 19.4 42.1 4.6 0.3 / 0.5 3.2 7.6 2,090 －
12 オ マ ー ン 国 399 マ ス カ ッ ト 14） 14 310 13 8.4 10） 5.2 36.9 57.9 2.5 3.1 / 10.0 15.9 0.01 13）16,870 75 
13 カ ザ フ ス タ ン 共 和 国 1,716 ア ス タ ナ 13） 81 2,725 6 1.5 10） 28.3 18.7 53.0 6.7 0.2 / 0.2 14.4 1.2 11,670 272 
14 カ タ ー ル 国 221 ド ー ハ 10） 52 12 191 4.7 1.4 51.8 46.8 1.2 2.1 / 2.7 33.4 0.0 94,410 352 
15 カ ン ボ ジ ア 王 国 1,518 プ ノ ン ペ ン 08） 124 181 84 1.6 10） 54.1 16.2 29.7 4.0 15.5 / 29.5 0.3 55.0 1,020 5 
16 キ プ ロ ス 共 和 国 85 ニ コ シ ア 11） 5 9 93 1.1 2.9 20.2 76.9 12.6 0.5 / 1.3 6.5 18.7 26,370 419 
17 キ ル ギ ス 共 和 国 583 ビ シ ュ ケ ク 16） 94 200 29 1.7 30.1 21.7 48.2 4.2 0.4 / 0.6 1.6 3.4 1,250 4 
18 ク ウ ェ ー ト 国 13） 344 ク ウ ェ ー ト 15） 5 18 194 4.8 05） 2.7 20.6 76.7 1.9 3.1 / 5.0 25.0 0.4 13）52,000 365 
19 サ ウ ジ ア ラ ビ ア 王 国 13） 2,999 リ ヤ ド 10） 518 2,207 14 2.3 09） 4.1 20.4 75.5 2.8 3.0 / 8.9 16.4 0.5 13）25,140 447 
20 ジ ョ ー ジ ア 449 ト ビ リ シ 14） 114 70 64 -1.2 07） 53.4 10.4 36.2 14.1 0.2 / 0.3 1.5 40.6 3,720 15 
21 シ リ ア・ ア ラ ブ 共 和 国 11） 2,112 ダ マ ス カ ス 11） 178 185 114 -2.3 07） 19.1 29.1 51.8 3.9 8.3 / 19.0 1.5 2.7 07） 1,860 4 
22 シ ン ガ ポ ー ル 共 和 国 15） 553 シ ン ガ ポ ー ル 15） 553 0.7 7,709 2.0 0.0 19.2 80.8 11.1 1.3 / 4.9 8.6 23.1 55,150 5,764 
23 ス リ ラ ン カ 民 主 社 会 主 義 共 和 国 2,067 スリジャヤワルダナプラコッテ 12） 10 66 315 0.5 31.0 26.1 42.9 8.9 6.4 / 8.3 0.7 33.2 3,400 6 
24 タ イ 王 国 6,861 バ ン コ ク 15） 569 513 134 0.4 42.1 19.8 38.1 10.1 3.4 / 3.3 3.7 32.0 5,370 658 
25 大 韓 民 国 5,042 ソ ウ ル 16） 1,014 100 503 0.5 6.2 24.5 69.3 12.7 － 11.4 63.6 27,090 2,586 
26 タ ジ キ ス タ ン 共 和 国 820 ド ゥ シ ャ ン ベ 15） 78 143 58 2.2 09） 52.9 15.6 31.5 3.1 0.2 / 0.3 0.4 2.9 1,080 －
27 中 華 人 民 共 和 国 ①139,556ペ キ ン 12） 1,012 ①9,598 ①145 0.5 33.6 30.3 36.1 9.2 1.8 / 5.5 6.6 21.9 7,380 7,296 
28 朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国 10） 2,450 ピ ョ ン ヤ ン 08） 258 121 203 0.5 － － － 9.6 0.0 / 0.0 1.9 43.9 － －
29 ト ル ク メ ニ ス タ ン 10） 504 ア シ ガ バ ッ ト 12） 70 488 10 1.3 － － － 4.1 0.2 / 0.4 12.6 8.8 8,020 －
30 ト ル コ 共 和 国 7,690 ア ン カ ラ 13） 472 784 98 1.7 23.6 26.0 50.4 7.4 1.6 / 8.2 3.7 15.0 10,840 401 
31 日 本 国 12,713 東 京 16） 920 378 336 -0.1 3.8 25.9 70.3 25.7� － 9.7 68.5 42,000 11,931 
32 ネ パ ー ル 連 邦 民 主 共 和 国 2,764 カ ト マ ン ズ 11） 100 147 188 1.2 01） 65.7 13.4 20.9 5.4 24.4 / 44.9 0.2 25.4 730 －
33 パ キ ス タ ン・ イ ス ラ ム 共 和 国 13）18,435 イ ス ラ マ バ ー ド 12） 116 796 232 2.1 08） 44.7 20.1 35.2 4.5 28.5 / 54.7 0.7 2.0 1,410 17 
34 バ ー レ ー ン 王 国 131 マ ナ ー マ 06） 17 0.8 1,705 1.8 10） 1.1 35.3 63.6 2.4 3.1 / 6.5 21.2 0.7 13）21,050 107 
35 バ ン グ ラ デ シ ュ 人 民 共 和 国 15,688 ダ ッ カ 11） 703 148 1,063 1.2 10） 47.3 17.6 35.1 5.0 35.4 / 41.5 0.4 11.0 1,080 1 
36 東 テ ィ モ ー ル 民 主 共 和 国 10） 106 デ ィ リ 15） 22 15 71 2.3 － － － 5.5 28.5 / 36.6 0.4 47.6 3,120 1 
37 フ ィ リ ピ ン 共 和 国 9,988 マ ニ ラ 10） 165 300 333 1.5 11） 33.0 14.9 52.1 4.5 4.2 / 3.2 0.9 25.4 3,470 356 
38 ブ ー タ ン 王 国 74 テ ィ ン プ ー 05） 7 38 19 1.5 62.2 8.6 29.2 5.0 26.9 / 45.0 1.2 71.8 2,390 －
39 ブ ル ネ イ・ ダ ル サ ラ ー ム 国 11） 39 バンダルスリブガワン 01） 2 6 68 1.5 01） 1.4 21.4 77.2 4.2 2.3 / 4.9 16.4 72.1 12）37,320 1 
40 ベ ト ナ ム 社 会 主 義 共 和 国 9,072 ハ ノ イ 09） 231 331 274 1.1 04） 57.9 17.4 24.7 6.6 3.7 / 7.2 1.4 46.8 1,890 75 
41 マ レ ー シ ア 3,026 クアラルンプール 14） 169 330 92 1.5 12.6 28.4 59.0 5.6 3.8 / 6.8 7.0 67.5 10,760 1,357 
42 ミ ャ ン マ ー 連 邦 共 和 国 5,148 ネ ー ピ ー ド ー 14） 37 677 76 0.8 98） 62.7 12.0 25.3 5.2 4.8 / 8.8 0.3 46.1 1,270 －
43 モ ル デ ィ ブ 共 和 国 34 マ レ 14） 15 0.3 1,138 1.8 10） 14.6 15.7 69.7 4.7 0.2 / 1.2 1.9 3.3 7,170 －
44 モ ン ゴ ル 国 296 ウ ラ ン バ ー ト ル 14） 136 1,564 2 1.7 35.0 18.2 46.8 4.0 1.8 / 1.4 6.6 8.2 4,280 4 
45 ヨ ル ダ ン・ ハ シェミット 王 国 667 ア ン マ ン 12） 129 89 75 3.1 04） 4.1 25.7 70.2 3.8 1.9 / 4.8 3.5 1.1 5,160 6 
46 ラ オ ス 人 民 民 主 共 和 国 680 ビ エ ン チ ャ ン 14） 82 237 29 1.7 － － － 3.8 12.9 / 27.2 0.3 79.6 1,650 -0.3 
47 レ バ ノ ン 共 和 国 11） 377 ベ イ ル ー ト 13） 41 10 362 6.0 09） 6.3 21.0 72.7 8.1 4.0 / 8.2 4.6 13.4 9,800 126 

アジア（47か国）合計 434,956 － 31,915 136 － － － － － 13）10.8 / 20.6 － 19.1 － －
人口・面積・人口密度の合計には，その他の地域を含む。　 13）西暦下 2 けたの年次を表す。　※都市的地域の人口。　 15 歳以上の人口に対する割合。　①ホンコン，マカオ，台湾を含む。

アジアの国別統計 国名の色分けは
次の加盟国を示す。（ 東南アジア諸国連合

（ASEAN）
ヨーロッパ連合

（EU） ） 赤太字は世界 1位，赤字は 2位から 5位までの国を示す。人口・首都人口・面積・人口密
度・人口増加率の青字は下位 5か国を示す。面積・人口密度は居住不能な極地・島を除く。（ ）

貿易額（百万ドル）
2014年 おもな輸出品目 日本のおもな輸入品目 通貨単位 独立年月と

旧宗主国 おもな民族 おもな宗教 おもな言語
国
番
号輸出 輸入

21,752 9,179 原油，石油製品，天然ガス 漢方薬品，化学薬品，アルミニウム アゼルバイジャン・マナト 1.05 1991.8 － アゼルバイジャン人91％ イスラーム87% アゼルバイジャン語 1
11） 376 11） 6,390 干しぶどう，じゅうたん，植物性原材料 漢方用の植物，美術・骨董品，繊維製品 アフガニー 57.79－ イギリス パシュトゥン人42％，タジク系27％イスラーム99% ダリー語，パシュトゥー語 2
11）252,556 11）210,945 原油，金，ダイヤモンド 原油，液化天然ガス，液化石油ガス UAEディルハム 3.67 1971.12 イギリス アラブ人48％，南アジア系36％ イスラーム62%，ヒンドゥー教21%アラビア語 3

1,490 4,160 銅鉱石，蒸留酒，ダイヤモンド 衣類，アルミニウム・同合金，たばこ ドラム 476.42 1991.9 － アルメニア人98％ アルメニア教会73% アルメニア語 4
13） 7,130 13）13,273 原油，液化天然ガス，石油製品 液化天然ガス，原油，揮発油 イエメン・リアル 214.89 1990.5 トルコ・イギリスアラブ人93％ イスラーム100% アラビア語 5
68,965 72,332 ダイヤモンド，機械類，医薬品 半導体等電子部品，一般機械，科学光学機器 シェケル 3.86 1948.5 イギリス ユダヤ人76％，アラブ人 ユダヤ教76%，イスラーム18% ヘブライ語，アラビア語 6

09） 41,929 02） 9,817 原油，炭化水素 原油 イラク・ディナール 1166.00－ イギリス アラブ人65％，クルド人23％イスラーム96% アラビア語，クルド語 7
11）130,544 11）68,319 原油，有機化合物，液化石油ガス 原油，敷物類，果実 イラン・リアル 28241.00－ イギリス ペルシア人35％，アゼルバイジャン系16％ イスラーム98% ペルシア語 8
317,545 459,370 石油製品，ダイヤモンド，機械類 揮発油，有機化合物，ダイヤモンド インド・ルピー 63.58 1947.8 イギリス インド・アーリヤ系72％，ドラヴィダ系25％ヒンドゥー教72%，イスラーム12%ヒンディー語，英語 9
176,036 178,179 石炭，パーム油，機械類 液化天然ガス，原油，石炭 ルピア 12937.00 1945.8 オランダ ジャワ人36％，スンダ人14％ イスラーム77%，キリスト教13% インドネシア語 10
13,320 12,500 天然ガス，原油，綿花 金，アルミニウム・同合金，綿花 スム 2512.73 1991.8 － ウズベク人78％ イスラーム76% ウズベク語 11
50,718 29,303 原油，液化天然ガス，石油製品 液化天然ガス，原油，有機化合物 オマーン・リアル 0.38－ ポルトガル オマーン系アラブ人48％，インド・パキスタン系32％ イスラーム89% アラビア語 12
78,237 41,213 原油，鉄鋼，石油製品 フェロアロイ，原油，放射性元素 テンゲ 185.80 1991.12 － カザフ人57％，ロシア系27％イスラーム43%，キリスト教17%ロシア語，カザフ語 13
131,592 30,448 液化天然ガス，原油，石油製品 原油，液化天然ガス，液化石油ガス カタール・リヤル 3.64 1971.9 イギリス アラブ人40％，インド系18％イスラーム83%，キリスト教10% アラビア語 14

13） 9,248 13） 9,227 衣類，切手類，自動車 衣類，履物，電気機械 リエル 4014.00 1953.11フランス クメール人85％ 仏教85% カンボジア語 15
1,921 6,813 医薬品，石油製品，機械類 有機化合物，衣類，アルミニウムくず ユーロ 0.89 1960.8 イギリス ギリシャ系80％，トルコ系11％ギリシャ正教78%，イスラーム18%ギリシャ語，トルコ語 16

13） 1,773 13） 5,983 金，石油製品，野菜 アンチモニー，動物性原材料，玩具・遊戯用具 ソム 60.07 1991.8 － キルギス人69％，ウズベク系15％イスラーム61%，キリスト教10%キルギス語，ロシア語 17
101,132 31,489 原油，石油製品，液化石油ガス 原油，揮発油，液化石油ガス クウェート・ディナール 0.30 1961.6 イギリス アラブ人80％ イスラーム74%，キリスト教13% アラビア語 18

13）375,397 13）163,713 原油，石油製品，プラスチック類 原油，揮発油，液化石油ガス サウジ・リヤル 3.75－ イギリス サウジ系アラブ人74％ イスラーム94% アラビア語 19
2,861 8,596 自動車，鉄鋼，アルコール飲料 衣類，アルミニウム・同合金，塗料類 ラリ 2.31 1991.4 － ジョージア人84％ ジョージア正教55%，イスラーム20%ジョージア語 20

10） 11,353 10）17,562 原油，石油製品，繊維品 エッセンシャルオイル・化粧品類 シリア・ポンド 250.49 1946.4 フランス シリア・アラブ人75％ イスラーム88% アラビア語 21
409,769 366,247 機械類，石油製品，有機化合物 医薬品，半導体等電子部品，事務用機械 シンガポール・ドル 1.32 1965.8 イギリス 中国系75％，マレー系14％ 仏教・道教51%，イスラーム15% マレー語，中国語，タミル語，英語 22
11,296 19,245 衣類，茶，ゴム製品 衣類，紅茶，えび スリランカ・ルピー 132.90 1948.2 イギリス シンハラ人72％，タミル人18％ 仏教70%，ヒンドゥー教15%シンハラ語，タミル語 23
227,573 227,932 機械類，自動車，プラスチック類 電気機械，一般機械，肉類・同加工品 バーツ 32.86－ － タイ人81％，中国系11％ 仏教83%，イスラーム9% タイ語 24
573,075 525,557 機械類，自動車，石油製品 電気機械，石油製品，鉄鋼 韓国ウォン 1068.10 1948.8 日本 朝鮮民族（韓民族）98％ キリスト教43%，伝統的信仰15% 韓国語 25
655 4,348 アルミニウム，電力，綿花 漢方薬品，貴石・半貴石，電気機械 ソモニ 5.80 1991.9 － タジク人80％，ウズベク系15％イスラーム84% タジク語 26

2,342,343�1,958,021 機械類，衣類，繊維品 電気機械，衣類，事務用機械 元 6.11－ － 漢民族92％ 道教，仏教，キリスト教，イスラーム 標準中国語（北京中心），中国語7地域方言 27
13） 3,834 13） 4,647 鉱産物，冶金製品，繊維品 － 北朝鮮ウォン 109.99 1948.9 日本 朝鮮民族 99.8％ 仏教，キリスト教 朝鮮語 28
00） 2,506 00） 1,786 天然ガス，石油製品，原油 綿花，衣類，集積回路 トルクメン・マナト 3.50 1991.10 － トルクメン人85％ イスラーム87% トルクメン語 29
157,715 242,224 機械類，自動車，衣類 衣類，たばこ，まぐろ リラ 2.61－ － トルコ人65％，クルド人19％イスラーム98% トルコ語，クルド語 30
694,270 817,103 機械類，自動車，鉄鋼 － 円 118.51－ － 日本人 98.5% 神道，仏教，キリスト教など日本語 31

13） 863 13） 6,452 繊維品，鉄鋼，衣類 衣類，ハンドバッグ類，パルプ ネパール・ルピー 101.11－ － ネパール人56％，マイシリ人11％ヒンドゥー教81%，仏教11%ネパーリー語 32
24,722 47,545 繊維品，衣類，米 繊維製品，エタノール，銅・同合金 パキスタン・ルピー 101.75 1947.8 イギリス パンジャブ人45％，パシュトゥン人15％イスラーム96% ウルドゥー語，英語 33
18,031 20,074 石油製品，アルミニウム，機械類 揮発油，アルミニウム・同合金，かに バーレーン・ディナール 0.38 1971.8 イギリス アラブ人64％，インド・パキスタン系15％イスラーム82%，キリスト教11% アラビア語 34

11） 24,314 11）41,222 衣類，繊維品，冷凍えび 衣類，履物，電気機械 タカ 77.80 1971.12 パキスタン ベンガル人98％ イスラーム88%，ヒンドゥー教11% ベンガリー語 35
13） 53 13） 514 古着，コーヒー，機械類 液化石油ガス，コーヒー 米ドル 1.00 2002.5 － 東ティモール人80％，インドネシア系2％カトリック98％，イスラーム1％ポルトガル語，テトゥン語 36
61,810 67,719 機械類，木製品，精密機械 電気機械，一般機械，バナナ フィリピン・ペソ 44.25 1946.7 アメリカ合衆国 タガログ人28％，セブアノ人13％ カトリック65%，独立派キリスト教18% フィリピノ語，英語 37

12） 531 12） 992 鉄鋼，電力，無機化合物 フェロアロイ，野菜 ヌルタム 63.58－ － ブータン人（チベット系）50％，ネパール系35％ チベット仏教74%，ヒンドゥー教25%ゾンカ語 38
10,509 3,599 液化天然ガス，原油，医薬品 液化天然ガス，原油，メタノール ブルネイ・ドル 1.32 1984.1 イギリス マレー系66％，中国系11％ イスラーム67%，仏教13% マレー語 39

13）132,033 13）132,033 機械類，衣類，履物 衣類，電気機械，原油 ドン 21246.00 1945.9 フランス ベトナム人（キン人）86％ 仏教48%，新興宗教11% ベトナム語 40
234,135 208,823 機械類，液化天然ガス，石油製品 液化天然ガス，電気機械，重油 リンギット 3.57 1957.8 イギリス マレー系61％，中国系24％ イスラーム60%，仏教19% マレー語 41

10） 7,625 10） 4,164 天然ガス，宝石類，まめ類 衣類，履物，えび チャット 1033.00 1948.1 イギリス ビルマ人68％ 仏教74% ミャンマー語 42
145 1,993 魚介類・同加工品 まぐろ，かつお節，衣類 ルフィア 15.37 1965.7 イギリス モルディブ人99％ イスラーム100% ディヴェヒ語 43
5,774 5,132 銅鉱石，石炭，原油 ほたる石，半導体等電子部品，衣類 トゥグルグ 1984.69－ 中国 モンゴル人82％ 精霊信仰32%，チベット仏教（ラマ教）23% モンゴル語 44
8,385 22,740 衣類，化学肥料，医薬品 カリ肥料，りん鉱石，有機化合物 ヨルダン・ディナール 0.71 1946.5 イギリス アラブ人98％ イスラーム95% アラビア語 45
2,791 4,074 木製品，コーヒー豆，電力 衣類，コーヒー豆，履物 キープ 8097.77 1953.10フランス ラオ人55％，クムー人11％ 伝統的信仰49%，仏教43%ラオ語 46

13） 3,937 13）21,234 金，機械類，石油製品 銅くず，美術・骨董品，ワイン レバノン・ポンド 1507.50 1943.11フランス アラブ人85％ イスラーム62%，キリスト教38% アラビア語 47
－ － －
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地理歴史科・公民科の学習のベースとなる地理的認識を高める地図と資料

地理だけでなく公民科でも活用できる統計資料
特色

2

　地形のページでは,写真や地形図,模式図など,さまざまな資料を掲載
しました。また,気候のページでは,A4判の誌面をいっぱいに使って,気候
区分図を大きく読み取りやすくしました。地理学習の基礎的な資料も掲
載しています。

地形,気候などの基礎資料も完備

14 15

　統計資料では,世界197か国すべての国の正
式名称,主要な統計を掲載しました。また,世界
の主要な国を取り上げ,それぞれの国とその国
旗についての概要を紹介しました。統計資料
と各国の概要と国旗の説明を活用することで,
国際理解がより深まります。

各国の概要がわかる！
国際理解が深まる統計資料

基礎資料図（地形，気候など）一覧

p.101-102 世界の地形
p.103-104 地形（１）
p.105-106 地形（２）／集落
p.107-108 気候（１）

p.109-110 気候（２）
p.147 地図投影法
p.148 地図の歴史 地球の歴史
p.158 交通・通信

※そのほかテーマ資料図ページで各種資料を扱っています。

↑ p.135-136

　平均寿命や合計特殊出生率，
貧困率，対外債務額など，現代世
界の諸課題に関わるテーマの統
計をランキング形式で掲載しま
した。日本編と世界編，それぞれ
16テーマずつ掲載しました。

「現代社会を考える
統計」を掲載

↑ p.103-104

143143 144144

山　　　　名 所在地 高さ
（ ） 山　　　　名 所在地 高さ

（ ） 河川名 流域面積
（百km2）

流域面積
（km2）

長さ
（km） 河川名 長さ

（km）

面積
（km2）

最大水深
（m）湖　沼　名 面積

（km2）
最大水深
（m）湖　沼　名

（３）世界のおもな山（▲は火山）（４）日本のおもな山 （５）世界のおもな川

（7）世界のおもな湖沼 （8）日本のおもな湖沼

（６）日本のおもな川（▲は火山）

アジア
エ ヴ ェレ スト 山
K２（ゴッドウィンオースティン 山 ）
カン チ ェン ジ ュン ガ 山
マ ナ ス ル 山
ナンガパ ル バット山
アン ナ プ ル ナ 山
ハ ン テ ン グリ 山

▲ ダ マ ヴ ァンド 山
ヨーロッパ
▲ エ ルブ ル ース 山

モ ン ブ ラ ン 山
モン テ ロ ー ザ 山
マッターホルン 山
ユ ン グ フ ラ ウ 山
ア ネ ト 山

▲ エ ト ナ 山
▲ヴ ェズ ヴ ィオ 山
アフリカ
▲ キリマンジャロ 山
▲ キリニャガ（ ケ ニ ア ）山

ル ウ ェン ゾ リ 山
北アメリカ

マ ッキ ン リ ー 山
▲ オ リ サ バ 山
▲ ポ ポカテ ペトル 山
南アメリカ

ア コン カグ ア 山
▲ コ ト パ ク シ 山
オセアニア

ジ ャ ヤ 峰
アオラキ（クック）山

▲タラナキ（エグモント）山
南極大陸

ヴィンソンマッシーフ
▲ エ レ バ ス 山

北海道
▲大　雪　山（旭岳）
東北
▲燧 ケ 岳
▲鳥 海 山
▲岩 手 山
▲吾 妻 山（西吾妻）
▲月 山
▲磐 梯 山
関東
▲白 根 山
▲浅 間 山
▲男 体 山
中部
▲富 士 山 （剣ケ峯）
　北　　岳（白根山）
　穂 高 岳（奥穂高）
　槍 　 　 ケ 　 　 岳
▲御 嶽 山
▲乗 鞍 岳
　立　　山（大汝山）
　剱　　　　　　岳
　駒 ケ 岳（甲斐駒）
　駒 ケ 岳（木曽駒）
　白 　 　 馬 　 　 岳
▲八 ケ 岳（赤 岳）
▲白　　　　　　山
近畿
　八剣山（八経ヶ岳）
中国・四国
　石   山（天狗岳）
▲大 山
九州
　宮 　 之 　 浦 　 岳
▲霧 島 山（韓国岳）
▲阿　蘇　山（高岳）

北 海 道

福 島
秋 田・山 形
岩 手
福 島・山 形
山 形
福 島

栃 木・群 馬
群 馬・長 野
栃 木

山 梨・静 岡
山 梨
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
富 山
富 山
長 野・山 梨
長 野
長 野・富 山
長 野・山 梨
石 川・岐 阜
 
奈 良

愛 媛
鳥 取

鹿 児 島（ 屋 久 島 ）
宮 崎・鹿 児 島
熊 本

２，２９１

２，３５６
２，２３６
２，０３８
２，０３５
１，９８４
１，８１6

２，５７８
２，５６８
２，４86

３，７７６
３，１９３
３，１９０
３，１８０
３，０６７
３，０２６
３，０１５
２，９９９
２，９６７
２，９５６
２，９３２
２，８９９
２，７０２

１，９１５

１，９８２
１，７２９

１，９３６
１，７００
１，５９２

ヒマラヤ 山 脈
カラコル ム 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
テンシャン 山 脈
エルブールズ 山 脈

カフカス 山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
ピレネー 山 脈
シ チ リ ア 島
イタリア 半 島

タ ン ザ ニ ア
ケ ニ ア
ウガンダ ，コンゴ民 主 共 和 国

アラスカ山 脈
メ キ シ コ
メ キ シ コ

アンデス山 脈
エ ク ア ド ル

ニューギ ニ ア 島
ニュージーランド南 島
ニュージーランド北 島

８，８４８
８，６１１
８，５８６
８，１６３
８，１２6
８，０９１
６，９９５
５，６７0

５，６42
４，８10
４，６３４
４，478
４，１５８
３，４０４
３，３３0
１，２８１

　　　　　
５，８９５
５，１９９
５，１１０

６，１９４
５，675
５，４26

６，９59
５，911

５，０３０
３，７５４
２，５１８

４，８９７
３，７９４

＊カ ス ピ 海
ス ペ リ オ ル 湖
ヴ ィ クト リ ア 湖
ヒ ュ ー ロ ン 湖
ミ シ ガ ン 湖
タ ン ガ ニ ー カ 湖
バ イ カ ル 湖

＊ア ラ ル 海
マ ラ カ イ ボ 湖
チ チ カ カ 湖

琵 　 琶 　 湖〔 滋 賀 〕
霞 　 ケ 　 浦〔 茨 城 〕
サ ロ マ 湖〔 北 海 道 〕
猪 苗 代 湖〔 福 島 〕
中 　 海〔 島 根・鳥 取 〕
屈 斜 路 湖〔 北 海 道 〕
宍 　 道 　 湖〔 島 根 〕
支 笏 湖〔 北 海 道 〕
十 和 田 湖〔 青 森・秋 田 〕
田 　 沢 　 湖〔 秋 田 〕

１０４
１２
２０
９４
１７

１１８
６

３６０
３２７
４２３

６７０
１６８
１５２
１０３
８６
８０
７９
７８
６１
２６

３７４，０００
８２，３６７
６８，８００
５９，５７０
５８，０１６
３２，０００
３１，５００
16，6００
１３，０１０
８，３７２

１，０２５
４０６
８４

２２８
２８１

１，４７１
１，７４１

9
６０

２８１

＊印は塩 湖

アジア
オ ビ 川
エ ニ セ イ 川
レ ナ 川
長 江（ 揚 子 江 ）
ア ム ー ル 川
ガンジス（ガンガ ）川
ブラマプトラ川
黄 河
メ コ ン 川
ユーフラテス川

ヨーロッパ
ヴ ォ ル ガ 川
ド ナ ウ 川
ド ン 川
ラ イ ン 川
セ ー ヌ 川
テ ム ズ 川
アフリカ

コ ン ゴ 川
ナ イ ル 川
ニジェール 川
ザ ン ベ ジ 川
北アメリカ

ミシシッピ 川
セントローレンス川
ユ ー コ ン 川
コ ロ ラ ド 川
リオグランデ 川
南アメリカ

ア マ ゾ ン 川
ラ プ ラ タ 川
オ リ ノ コ 川
オセアニア

マ リ ー 川

北海道
石 狩 川
十 勝 川
東北
北 上 川
最 上 川
阿 武 隈 川
雄 物 川
関東
利 根 川
荒 川
多 摩 川
中部
信 濃 川
木 曽 川
阿 賀 野 川
天 竜 川
富 士 川
九 頭 竜 川
大 井 川
近畿
淀 川
熊 野 川
紀 ノ 川
中 国 ・ 四 国
江 の 川
吉 野 川
高 梁 川
四 万 十 川
旭 川
太 田 川
仁 淀 川
九州
筑 後 川
大 淀 川
球 磨 川

１４，３３０
９，０１０

１０，１５０
７，０４０
５，４００
４，７１０

１６，８４2
２，９４０
１，２４０

１１，９００
９，１００
７，７１０
５，０９０
３，９９０
２，９３０
１，２８０

８，２４０
２，３６０
１，７５０

３，９００
３，７５０
２，６７０
２，２７０
１，８１０
１，７１０
１，５６０

２，８６３
２，２３０
１，８８０

２６８
１５６

２４９
２２９
２３９
１３３

３２２
１７３
１３８

３６７
２２９
２１０
２１３
１２８
１１６
１６８

７５
１８３
１３６

１９４
１９４
１１１
１９６
１４２
１０３
１２４

１４３
１０７
１１５

２9，9００
２5，8００
２４，9００
１9，59０
１８，55０

１6，21０

９，８００
８，１００
７，６５０

１３，８００
８，１５０
４，３００
２，２４０

７７８
１３６

３７，０００
３３，４９０
１8，9００
１３，３００

３２，５００
１4，630
８，５５０
５，９００
５，７００

７０，５００
３１，０００
９，４５０

10，58０

５，５68１）

５，５５０
４，４００
６，３８０
４，４１６
２，５１０
２，８４０
５，４６４
４，４２５
２，８００

３，６８８
２，８５０
１，８７０
１，23０
   ７８０
   ３６５

４，６６７
６，６９５２）

４，184
２，736

5,969３）

３，０５８
３，１８５
２，３３３
３，０57

６，５１６
４，５００４）

２，５００

３，6725）

１）イルティシ川源流から　２）カゲラ川源流から　３）ミズーリ
川源流から　４）パラナ川源流から　5）ダーリング川源流から

面積
（km2）島　名 所　属 面積

（km2）島　名 所　属

（9）世界のおもな島 （10）日本のおもな島

グリーンランド

ニューギニア
カリマンタン

（ボルネオ）
マダガスカル
バッフィン
スマトラ
グレートブリテン
スラウェシ
南島
ジャワ
キューバ
北島

本 州
北 海 道
九 州
四 国
択 捉 島
国 後 島
沖 縄 島
佐 渡 島
大島（奄美大島）
対 馬
淡 路 島
屋 久 島
種 子 島

２２７，９76
７７，９８４
３６，７53
１８，301
３，１８３
１，４９９
１，２０８

８５５
７１3
６９7
５９２
５０５
４４５

北 海 道
北 海 道
沖
新 潟
鹿 児 島
長 崎
兵 庫
鹿 児 島
鹿 児 島

２，１７５，６００

７７１，９００

７３６，６００
５９０，３００
５１２，２００
４３３，８００
２１７，８００
１７９，４００
１５０，５００
１２６，１００
１１４，５００
１１４，３００

デンマーク
インドネシア
パプアニューギニア
インドネシア，マレーシア
ブルネイ
マダガスカル
カナダ
インドネシア
イギリス
インドネシア
ニュージーランド
インドネシア
キューバ
ニュージーランド

（１）地球の大きさ
子午線の全周40,007.864km

赤道の全周
40,074.912km

極半径
6,356.752km

赤道半径
6,378.137km

経度1度分の赤道の弧の長さ
111.319km

（赤道付近で）110.574ｋｍ
（極付近で）111.694ｋｍ

緯度1度分の子午線の
弧の長さ

（注）世界測地系による
地球の質量………………………５.９７2×１０２４kg
自転周期…………………………２３時間５６分４秒
公転周期  ……………………………３６５.２４２２日
地球の表面積…………………510，066，０００km２

地球の陸地の面積……………１４7，244，０００km２

地球の海の面積………………362，822，０００km２

地球の体積……………１，０８3，847，550，０００km3

北回帰線・南回帰線の緯度………２３°２６′21.４06″
（赤道面と軌道面の傾き）

（２）地球に関する極値 〔理科年表　平成26年,　ほか〕

 最　高　点 ８，８４８m エヴェレスト山（ヒマラヤ山脈）
 最　深　点 －１０，９２０m チャレンジャー海淵（太平洋，マリアナ海溝）
 最深の湖 －１，７４１m バイカル湖（ロシア）
 陸上の最低点 －４００m 死海の湖面（イスラエル，ヨルダン）
 最高気温 ５6.7℃ デスヴァレー（アメリカ合衆国）
 最低気温 －67.8℃ ヴェルホヤンスク（ロシア），
   オイミャコン（ロシア）（北半球）
  －89.２℃ ヴォストーク基地（南極）（南半球）
 最多年降水量 ２６，４６7mm チェラプンジ（インド）
 最少年平均降水量 ０.76mm アリーカ（チリ）

合計特殊出生率
2012年

世界平均　2.47
　上位
①ニジェール 7.57
②マリ 6.85
③ソマリア 6.67
④チャド 6.38
⑤ブルンジ 6.12
　下位
①サンマリノ 1.26
②ボスニア・ヘルツェゴビナ 1.27
③ポルトガル 1.28
④シンガポール 1.29
⑤韓国 1.30
　日本 1.41

対内直接投資額
（ネット， 億ドル）
2012年

①中国 2,535
②アメリカ合衆国 2,038
③ブラジル 761
④シンガポール 567
⑤オーストラリア 566
⑥イギリス 561
⑦ロシア 507
⑧カナダ 431
⑨アイルランド 410
⑩スペイン 362
　日本 25

ODA実績（DAC諸国）
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 307
②イギリス 139
③ドイツ 129
④フランス 120
⑤日本 106
⑥カナダ 57
⑦オランダ 55
⑧オーストラリア 54
⑨スウェーデン 52
⑩ノルウェー 48

ODA受取額
（億ドル）
2012年

①アフガニスタン 67
②ベトナム 41
③エチオピア 33
④トルコ 30
⑤コンゴ民主共和国 29
⑥タンザニア 28
⑦ケニア 27
⑧コートジボワール 26
⑨バングラデシュ 22
⑩モザンビーク 21

男性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　69

　上位
①アイスランド 80.7
②スイス 80.5
②サンマリノ 80.5
④イタリア 80.1
⑤イスラエル 79.9
⑤スウェーデン 79.9
　下位
①シエラレオネ 45.0
②中央アフリカ 47.0
③ボツワナ 47.3
④コンゴ民主共和国 47.6
⑤レソト 48.0
　日本 79.4

女性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　73

　上位
①サンマリノ 86.3
②日本 85.9
③フランス 85.7
④スペイン 85.6
⑤イタリア 85.3
　下位
①シエラレオネ 45.3
②ボツワナ 46.0
③スワジランド 48.2
④レソト 48.5
⑤モザンビーク 50.5

対外債務額
（億ドル）
2012年

①中国 7,540
②ブラジル 4,405
③インド 3,791
④メキシコ 3,549
⑤トルコ 3,375
⑥インドネシア 2,549
⑦ハンガリー 2,038
⑧南アフリカ共和国 1,375
⑨カザフスタン 1,370
⑩ウクライナ 1,351 

受入旅行者数
（百万人）
2012年

①フランス 83.0
②アメリカ合衆国 67.0
③中国 57.7
④スペイン 57.7
⑤イタリア 46.4
⑥トルコ 35.7
⑦ドイツ 30.4
⑧イギリス 29.3
⑨ロシア 28.2
⑩マレーシア 25.0

　日本 8.4

国際観光収入
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 2,001
②フランス 635
③スペイン 632
④中国 549
⑤ドイツ 516
⑥イギリス 460
⑦イタリア 430
⑧タイ 377
⑨オーストラリア 344
⑩トルコ 322

　日本 162

インターネット利用者率
（％）
2013年

①アイスランド 96.5
②ノルウェー 95.1
③スウェーデン 94.8
④デンマーク 94.6
⑤アンドラ 94.0
⑤オランダ 94.0
⑦リヒテンシュタイン 93.8
⑦ルクセンブルク 93.8
⑨フィンランド 91.5
⑩モナコ 90.7

　日本 86.3

貧困率＊
＊1日1.25ドル未満でくらす人の割合
2003～11年（％）

①コンゴ民主共和国 87.7
②リベリア 83.8
③ブルンジ 81.3
③マダガスカル 81.3
⑤ザンビア 74.5
⑥ナイジェリア 68.0
⑦タンザニア 67.9
⑧ルワンダ 63.2
⑨中央アフリカ 62.8
⑩チャド 61.9
数値が公表されている国による順位
調査年次は国により異なる

在外邦人数
（人）
2013年

①アメリカ合衆国 412,639
②中国 135,078
③オーストラリア 81,981
④イギリス 67,148
⑤カナダ 62,349
⑥タイ 59,270
⑦ブラジル 56,217
⑧ドイツ 37,393
⑨韓国 36,719
⑩フランス 32,579

穀物自給率
（％）
2009年

①パラグアイ 264
②アルゼンチン 252
③オーストラリア  241
④ウルグアイ 238
⑤ウクライナ 204
⑥リトアニア 187
⑦ラトビア 182
⑧カナダ 180
⑨カザフスタン 176
⑨ハンガリー  176

　日本 26

1人あたりエネルギー消費量
2010年（石油換算，㎏）
世界平均　1,512

①カタール 19,588
②トリニダード・トバゴ 17,587
③クウェート 11,998
④ブルネイ 9,393
⑤アラブ首長国連邦 9,151
⑥ルクセンブルク 8,556
⑦バーレーン 8,369
⑧オマーン 8,132
⑨アイスランド 7,238
⑩カナダ 6,519

　日本 3,177

原油の生産量
2013年（万ｔ）

世界合計　413,290
①サウジアラビア 54,230
②ロシア 53,140
③アメリカ合衆国 44,620
④中国 20,810
⑤カナダ 19,300
⑥イラン 16,610
⑦アラブ首長国連邦 16,570
⑧イラク 15,320
⑨クウェート 15,130
⑩メキシコ 14,180

　日本 58

日本の地方自治体との
姉妹都市数（件）

2014年

①アメリカ合衆国  440
②中国  355
③韓国 154
④オーストラリア  108
⑤カナダ  70
⑥ブラジル  57
⑦ドイツ  54
⑧フランス  49
⑨ロシア 43
⑩ニュージーランド  41

（11）現代社会を考える統計（世界）〔World Bank資料，ほか〕

地球, 世界, 日本の統計　 現代社会を考える統計（世界） 現代社会を考える統計（日本）　 都道府県別統計

↑ p.143 ↑ p.144

143143 144144

山　　　　名 所在地 高さ
（ ） 山　　　　名 所在地 高さ

（ ） 河川名 流域面積
（百km2）

流域面積
（km2）

長さ
（km） 河川名 長さ

（km）

面積
（km2）

最大水深
（m）湖　沼　名 面積

（km2）
最大水深
（m）湖　沼　名

（３）世界のおもな山（▲は火山）（４）日本のおもな山 （５）世界のおもな川

（7）世界のおもな湖沼 （8）日本のおもな湖沼

（６）日本のおもな川（▲は火山）

アジア
エ ヴ ェレ スト 山
K２（ゴッドウィンオースティン 山 ）
カン チ ェン ジ ュン ガ 山
マ ナ ス ル 山
ナンガパ ル バット山
アン ナ プ ル ナ 山
ハ ン テ ン グリ 山

▲ ダ マ ヴ ァンド 山
ヨーロッパ
▲ エ ルブ ル ース 山

モ ン ブ ラ ン 山
モン テ ロ ー ザ 山
マッターホルン 山
ユ ン グ フ ラ ウ 山
ア ネ ト 山

▲ エ ト ナ 山
▲ヴ ェズ ヴ ィオ 山
アフリカ
▲ キリマンジャロ 山
▲ キリニャガ（ ケ ニ ア ）山

ル ウ ェン ゾ リ 山
北アメリカ

マ ッキ ン リ ー 山
▲ オ リ サ バ 山
▲ ポ ポカテ ペトル 山
南アメリカ

ア コン カグ ア 山
▲ コ ト パ ク シ 山
オセアニア

ジ ャ ヤ 峰
アオラキ（クック）山

▲タラナキ（エグモント）山
南極大陸

ヴィンソンマッシーフ
▲ エ レ バ ス 山

北海道
▲大　雪　山（旭岳）
東北
▲燧 ケ 岳
▲鳥 海 山
▲岩 手 山
▲吾 妻 山（西吾妻）
▲月 山
▲磐 梯 山
関東
▲白 根 山
▲浅 間 山
▲男 体 山
中部
▲富 士 山 （剣ケ峯）
　北　　岳（白根山）
　穂 高 岳（奥穂高）
　槍 　 　 ケ 　 　 岳
▲御 嶽 山
▲乗 鞍 岳
　立　　山（大汝山）
　剱　　　　　　岳
　駒 ケ 岳（甲斐駒）
　駒 ケ 岳（木曽駒）
　白 　 　 馬 　 　 岳
▲八 ケ 岳（赤 岳）
▲白　　　　　　山
近畿
　八剣山（八経ヶ岳）
中国・四国
　石   山（天狗岳）
▲大 山
九州
　宮 　 之 　 浦 　 岳
▲霧 島 山（韓国岳）
▲阿　蘇　山（高岳）

北 海 道

福 島
秋 田・山 形
岩 手
福 島・山 形
山 形
福 島

栃 木・群 馬
群 馬・長 野
栃 木

山 梨・静 岡
山 梨
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
富 山
富 山
長 野・山 梨
長 野
長 野・富 山
長 野・山 梨
石 川・岐 阜
 
奈 良

愛 媛
鳥 取

鹿 児 島（ 屋 久 島 ）
宮 崎・鹿 児 島
熊 本

２，２９１

２，３５６
２，２３６
２，０３８
２，０３５
１，９８４
１，８１6

２，５７８
２，５６８
２，４86

３，７７６
３，１９３
３，１９０
３，１８０
３，０６７
３，０２６
３，０１５
２，９９９
２，９６７
２，９５６
２，９３２
２，８９９
２，７０２

１，９１５

１，９８２
１，７２９

１，９３６
１，７００
１，５９２

ヒマラヤ 山 脈
カラコル ム 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
テンシャン 山 脈
エルブールズ 山 脈

カフカス 山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
ピレネー 山 脈
シ チ リ ア 島
イタリア 半 島

タ ン ザ ニ ア
ケ ニ ア
ウガンダ ，コンゴ民 主 共 和 国

アラスカ山 脈
メ キ シ コ
メ キ シ コ

アンデス山 脈
エ ク ア ド ル

ニューギ ニ ア 島
ニュージーランド南 島
ニュージーランド北 島

８，８４８
８，６１１
８，５８６
８，１６３
８，１２6
８，０９１
６，９９５
５，６７0

５，６42
４，８10
４，６３４
４，478
４，１５８
３，４０４
３，３３0
１，２８１

　　　　　
５，８９５
５，１９９
５，１１０

６，１９４
５，675
５，４26

６，９59
５，911

５，０３０
３，７５４
２，５１８

４，８９７
３，７９４

＊カ ス ピ 海
ス ペ リ オ ル 湖
ヴ ィ クト リ ア 湖
ヒ ュ ー ロ ン 湖
ミ シ ガ ン 湖
タ ン ガ ニ ー カ 湖
バ イ カ ル 湖

＊ア ラ ル 海
マ ラ カ イ ボ 湖
チ チ カ カ 湖

琵 　 琶 　 湖〔 滋 賀 〕
霞 　 ケ 　 浦〔 茨 城 〕
サ ロ マ 湖〔 北 海 道 〕
猪 苗 代 湖〔 福 島 〕
中 　 海〔 島 根・鳥 取 〕
屈 斜 路 湖〔 北 海 道 〕
宍 　 道 　 湖〔 島 根 〕
支 笏 湖〔 北 海 道 〕
十 和 田 湖〔 青 森・秋 田 〕
田 　 沢 　 湖〔 秋 田 〕

１０４
１２
２０
９４
１７

１１８
６

３６０
３２７
４２３

６７０
１６８
１５２
１０３
８６
８０
７９
７８
６１
２６

３７４，０００
８２，３６７
６８，８００
５９，５７０
５８，０１６
３２，０００
３１，５００
16，6００
１３，０１０
８，３７２

１，０２５
４０６
８４

２２８
２８１

１，４７１
１，７４１

9
６０

２８１

＊印は塩 湖

アジア
オ ビ 川
エ ニ セ イ 川
レ ナ 川
長 江（ 揚 子 江 ）
ア ム ー ル 川
ガンジス（ガンガ ）川
ブラマプトラ川
黄 河
メ コ ン 川
ユーフラテス川

ヨーロッパ
ヴ ォ ル ガ 川
ド ナ ウ 川
ド ン 川
ラ イ ン 川
セ ー ヌ 川
テ ム ズ 川
アフリカ

コ ン ゴ 川
ナ イ ル 川
ニジェール 川
ザ ン ベ ジ 川
北アメリカ

ミシシッピ 川
セントローレンス川
ユ ー コ ン 川
コ ロ ラ ド 川
リオグランデ 川
南アメリカ

ア マ ゾ ン 川
ラ プ ラ タ 川
オ リ ノ コ 川
オセアニア

マ リ ー 川

北海道
石 狩 川
十 勝 川
東北
北 上 川
最 上 川
阿 武 隈 川
雄 物 川
関東
利 根 川
荒 川
多 摩 川
中部
信 濃 川
木 曽 川
阿 賀 野 川
天 竜 川
富 士 川
九 頭 竜 川
大 井 川
近畿
淀 川
熊 野 川
紀 ノ 川
中 国 ・ 四 国
江 の 川
吉 野 川
高 梁 川
四 万 十 川
旭 川
太 田 川
仁 淀 川
九州
筑 後 川
大 淀 川
球 磨 川

１４，３３０
９，０１０

１０，１５０
７，０４０
５，４００
４，７１０

１６，８４2
２，９４０
１，２４０

１１，９００
９，１００
７，７１０
５，０９０
３，９９０
２，９３０
１，２８０

８，２４０
２，３６０
１，７５０

３，９００
３，７５０
２，６７０
２，２７０
１，８１０
１，７１０
１，５６０

２，８６３
２，２３０
１，８８０

２６８
１５６

２４９
２２９
２３９
１３３

３２２
１７３
１３８

３６７
２２９
２１０
２１３
１２８
１１６
１６８

７５
１８３
１３６

１９４
１９４
１１１
１９６
１４２
１０３
１２４

１４３
１０７
１１５

２9，9００
２5，8００
２４，9００
１9，59０
１８，55０

１6，21０

９，８００
８，１００
７，６５０

１３，８００
８，１５０
４，３００
２，２４０

７７８
１３６

３７，０００
３３，４９０
１8，9００
１３，３００

３２，５００
１4，630
８，５５０
５，９００
５，７００

７０，５００
３１，０００
９，４５０

10，58０

５，５68１）

５，５５０
４，４００
６，３８０
４，４１６
２，５１０
２，８４０
５，４６４
４，４２５
２，８００

３，６８８
２，８５０
１，８７０
１，23０
   ７８０
   ３６５

４，６６７
６，６９５２）

４，184
２，736

5,969３）

３，０５８
３，１８５
２，３３３
３，０57

６，５１６
４，５００４）

２，５００

３，6725）

１）イルティシ川源流から　２）カゲラ川源流から　３）ミズーリ
川源流から　４）パラナ川源流から　5）ダーリング川源流から

面積
（km2）島　名 所　属 面積

（km2）島　名 所　属

（9）世界のおもな島 （10）日本のおもな島

グリーンランド

ニューギニア
カリマンタン

（ボルネオ）
マダガスカル
バッフィン
スマトラ
グレートブリテン
スラウェシ
南島
ジャワ
キューバ
北島

本 州
北 海 道
九 州
四 国
択 捉 島
国 後 島
沖 縄 島
佐 渡 島
大島（奄美大島）
対 馬
淡 路 島
屋 久 島
種 子 島

２２７，９76
７７，９８４
３６，７53
１８，301
３，１８３
１，４９９
１，２０８

８５５
７１3
６９7
５９２
５０５
４４５

北 海 道
北 海 道
沖
新 潟
鹿 児 島
長 崎
兵 庫
鹿 児 島
鹿 児 島

２，１７５，６００

７７１，９００

７３６，６００
５９０，３００
５１２，２００
４３３，８００
２１７，８００
１７９，４００
１５０，５００
１２６，１００
１１４，５００
１１４，３００

デンマーク
インドネシア
パプアニューギニア
インドネシア，マレーシア
ブルネイ
マダガスカル
カナダ
インドネシア
イギリス
インドネシア
ニュージーランド
インドネシア
キューバ
ニュージーランド

（１）地球の大きさ
子午線の全周40,007.864km

赤道の全周
40,074.912km

極半径
6,356.752km

赤道半径
6,378.137km

経度1度分の赤道の弧の長さ
111.319km

（赤道付近で）110.574ｋｍ
（極付近で）111.694ｋｍ

緯度1度分の子午線の
弧の長さ

（注）世界測地系による
地球の質量………………………５.９７2×１０２４kg
自転周期…………………………２３時間５６分４秒
公転周期  ……………………………３６５.２４２２日
地球の表面積…………………510，066，０００km２

地球の陸地の面積……………１４7，244，０００km２

地球の海の面積………………362，822，０００km２

地球の体積……………１，０８3，847，550，０００km3

北回帰線・南回帰線の緯度………２３°２６′21.４06″
（赤道面と軌道面の傾き）

（２）地球に関する極値 〔理科年表　平成26年,　ほか〕

 最　高　点 ８，８４８m エヴェレスト山（ヒマラヤ山脈）
 最　深　点 －１０，９２０m チャレンジャー海淵（太平洋，マリアナ海溝）
 最深の湖 －１，７４１m バイカル湖（ロシア）
 陸上の最低点 －４００m 死海の湖面（イスラエル，ヨルダン）
 最高気温 ５6.7℃ デスヴァレー（アメリカ合衆国）
 最低気温 －67.8℃ ヴェルホヤンスク（ロシア），
   オイミャコン（ロシア）（北半球）
  －89.２℃ ヴォストーク基地（南極）（南半球）
 最多年降水量 ２６，４６7mm チェラプンジ（インド）
 最少年平均降水量 ０.76mm アリーカ（チリ）

合計特殊出生率
2012年

世界平均　2.47
　上位
①ニジェール 7.57
②マリ 6.85
③ソマリア 6.67
④チャド 6.38
⑤ブルンジ 6.12
　下位
①サンマリノ 1.26
②ボスニア・ヘルツェゴビナ 1.27
③ポルトガル 1.28
④シンガポール 1.29
⑤韓国 1.30
　日本 1.41

対内直接投資額
（ネット， 億ドル）
2012年

①中国 2,535
②アメリカ合衆国 2,038
③ブラジル 761
④シンガポール 567
⑤オーストラリア 566
⑥イギリス 561
⑦ロシア 507
⑧カナダ 431
⑨アイルランド 410
⑩スペイン 362
　日本 25

ODA実績（DAC諸国）
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 307
②イギリス 139
③ドイツ 129
④フランス 120
⑤日本 106
⑥カナダ 57
⑦オランダ 55
⑧オーストラリア 54
⑨スウェーデン 52
⑩ノルウェー 48

ODA受取額
（億ドル）
2012年

①アフガニスタン 67
②ベトナム 41
③エチオピア 33
④トルコ 30
⑤コンゴ民主共和国 29
⑥タンザニア 28
⑦ケニア 27
⑧コートジボワール 26
⑨バングラデシュ 22
⑩モザンビーク 21

男性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　69

　上位
①アイスランド 80.7
②スイス 80.5
②サンマリノ 80.5
④イタリア 80.1
⑤イスラエル 79.9
⑤スウェーデン 79.9
　下位
①シエラレオネ 45.0
②中央アフリカ 47.0
③ボツワナ 47.3
④コンゴ民主共和国 47.6
⑤レソト 48.0
　日本 79.4

女性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　73

　上位
①サンマリノ 86.3
②日本 85.9
③フランス 85.7
④スペイン 85.6
⑤イタリア 85.3
　下位
①シエラレオネ 45.3
②ボツワナ 46.0
③スワジランド 48.2
④レソト 48.5
⑤モザンビーク 50.5

対外債務額
（億ドル）
2012年

①中国 7,540
②ブラジル 4,405
③インド 3,791
④メキシコ 3,549
⑤トルコ 3,375
⑥インドネシア 2,549
⑦ハンガリー 2,038
⑧南アフリカ共和国 1,375
⑨カザフスタン 1,370
⑩ウクライナ 1,351 

受入旅行者数
（百万人）
2012年

①フランス 83.0
②アメリカ合衆国 67.0
③中国 57.7
④スペイン 57.7
⑤イタリア 46.4
⑥トルコ 35.7
⑦ドイツ 30.4
⑧イギリス 29.3
⑨ロシア 28.2
⑩マレーシア 25.0

　日本 8.4

国際観光収入
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 2,001
②フランス 635
③スペイン 632
④中国 549
⑤ドイツ 516
⑥イギリス 460
⑦イタリア 430
⑧タイ 377
⑨オーストラリア 344
⑩トルコ 322

　日本 162

インターネット利用者率
（％）
2013年

①アイスランド 96.5
②ノルウェー 95.1
③スウェーデン 94.8
④デンマーク 94.6
⑤アンドラ 94.0
⑤オランダ 94.0
⑦リヒテンシュタイン 93.8
⑦ルクセンブルク 93.8
⑨フィンランド 91.5
⑩モナコ 90.7

　日本 86.3

貧困率＊
＊1日1.25ドル未満でくらす人の割合
2003～11年（％）

①コンゴ民主共和国 87.7
②リベリア 83.8
③ブルンジ 81.3
③マダガスカル 81.3
⑤ザンビア 74.5
⑥ナイジェリア 68.0
⑦タンザニア 67.9
⑧ルワンダ 63.2
⑨中央アフリカ 62.8
⑩チャド 61.9
数値が公表されている国による順位
調査年次は国により異なる

在外邦人数
（人）
2013年

①アメリカ合衆国 412,639
②中国 135,078
③オーストラリア 81,981
④イギリス 67,148
⑤カナダ 62,349
⑥タイ 59,270
⑦ブラジル 56,217
⑧ドイツ 37,393
⑨韓国 36,719
⑩フランス 32,579

穀物自給率
（％）
2009年

①パラグアイ 264
②アルゼンチン 252
③オーストラリア  241
④ウルグアイ 238
⑤ウクライナ 204
⑥リトアニア 187
⑦ラトビア 182
⑧カナダ 180
⑨カザフスタン 176
⑨ハンガリー  176

　日本 26

1人あたりエネルギー消費量
2010年（石油換算，㎏）
世界平均　1,512

①カタール 19,588
②トリニダード・トバゴ 17,587
③クウェート 11,998
④ブルネイ 9,393
⑤アラブ首長国連邦 9,151
⑥ルクセンブルク 8,556
⑦バーレーン 8,369
⑧オマーン 8,132
⑨アイスランド 7,238
⑩カナダ 6,519

　日本 3,177

原油の生産量
2013年（万ｔ）

世界合計　413,290
①サウジアラビア 54,230
②ロシア 53,140
③アメリカ合衆国 44,620
④中国 20,810
⑤カナダ 19,300
⑥イラン 16,610
⑦アラブ首長国連邦 16,570
⑧イラク 15,320
⑨クウェート 15,130
⑩メキシコ 14,180

　日本 58

日本の地方自治体との
姉妹都市数（件）

2014年

①アメリカ合衆国  440
②中国  355
③韓国 154
④オーストラリア  108
⑤カナダ  70
⑥ブラジル  57
⑦ドイツ  54
⑧フランス  49
⑨ロシア 43
⑩ニュージーランド  41

（11）現代社会を考える統計（世界）〔World Bank資料，ほか〕

地球, 世界, 日本の統計　 現代社会を考える統計（世界） 現代社会を考える統計（日本）　 都道府県別統計
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アフガニスタン・イスラム共和国
概要　西アジアの内陸国。長く内戦が続

き，経済は停滞。2001年暫定政権が発足。
2004年新憲法公布。

国旗の説明 　アフガニスタン暫定行政機構の国旗として，新た

に制定された。

アラブ首長国連邦
概要　アブダビ,ドバイなど7首長

国からなる。産油国。ドバイは中
継貿易もさかん。

国旗の説明 　緑は豊かな国土，白は清浄な生活，黒は過酷な戦争，
赤は血生臭い過去を表す。

イスラエル国
概要　迫害を受けてきたユダヤ人が1948

年に建国。パレスチナ問題を抱える。ダイ
ヤモンド研磨技術は高い。

国旗の説明 　星は「ダビデの星」で，ユダヤの伝統的なシンボル。

青は空，白は清浄を表す。

イラク共和国
概要　中央部をティグリス川・ユーフラ

テス川が流れる。イラク戦争により独裁
政権崩壊｡ 治安は不安定｡

国旗の説明 　赤は勇気，白は寛大さ，黒はイスラームの伝統，

アラビア文字は「神は偉大なり」を表す。

イラン・イスラム共和国
概要　ペルシア湾北岸に面する産油

国。核開発問題を抱え，欧米諸国と対
立している。

国旗の説明 　緑と赤の帯のアラビア文字は「神は偉大なり」を

22回繰り返している。

インド
概要　人口は世界第２位。多様な民族，

宗教，言語からなる。豊富な資源をもち，
近年経済成長は著しい｡

国旗の説明 　オレンジはヒンドゥー教，緑はイスラーム，白は両

者の融合を表す。中央の紋章はチャクラ（法輪）で仏教のシンボル。

インドネシア共和国
概要　東南アジア南東部の島

とう

嶼
しょ

国。農業

がさかんだが，石油・天然ガスなど豊富
な資源ももつ。

国旗の説明 　赤は自由と勇気を，白は正義と純潔を表す。また，

同時に赤と白は太陽と月を表す。

カザフスタン共和国
概要　旧ソ連の構成国｡ 石油，鉄，

銅など豊富な資源をもつ｡カスピ海
周辺で油田開発が進む。

国旗の説明 　左端の文様は民族の伝統装飾。太陽と鷲は希望と

自由を表す。

カンボジア王国
概要　1970年代からの内戦の後，国連暫

定統治機構の下，新憲法を制定。経済も
徐々に回復している。

国旗の説明 　青は王室の色，赤は国民の色，中央の建物はアン

コール=ワットである。

キプロス共和国
概要　地中海東部の島国。南部のギリ

シャ系，北部のトルコ系の両住民が対
立｡ 観光と金融が主要産業。

国旗の説明 　黄金の国の形は銅資源を示し，オリーブの枝は，

ギリシャ系とトルコ系住民の融和を表す。

サウジアラビア王国
概要　 原 油 な ど 石 油 関 連 で 輸 出 の 約

85％を占める。しかし,石油以外への産
業多角化は進んでいない。

国旗の説明 　文字はコーランの一節で，剣は聖地メッカ（マッカ）

の守護を表す。緑はイスラームの色。

シンガポール共和国
概要　マレー半島南端に接する都市国家。

東南アジアのほぼ中心にあり，貿易と金
融，観光が中心産業。

国旗の説明 　赤は平等を，白は純粋性，5つの星と月は自由・

平和・進歩・平等・公正への歩みを表す。

スリランカ民主社会主義共和国
概要　茶やココナッツなど農業から，

衣類を主に工業化が進んだ。少数派
タミル人との内戦は2009年終結。

国旗の説明 　剣を持つライオンは，シンハラ人のシンボル。四
よ

隅
すみ

の葉は

菩
ぼ

提
だい

樹
じゅ

の葉で仏教，緑はイスラーム，オレンジ色はヒンドゥー教を表す。
タイ王国
概要　1980年代から経済が急成長した

が，1997年のバーツ暴落がアジア通貨危
機を招いた。2006年以降内政が不安定。

国旗の説明 　青はタイ王室の色を，赤は国家を表し，白は純潔

を表す。

大韓民国
概要　朝鮮半島の北緯38度以南が1948

年に独立。1960年代以降経済は著しく成
長。1996年，OECD加盟。

国旗の説明 　中央の巴
ともえ

は太
たい

極
きょく

といって宇宙を表し，四隅の卦
け

は，

天，地，水，火を表す。

中華人民共和国
概要　1949年成立。社会主義国だが，1970

年代末，市場経済を導入する ｢改革開放政
策｣をとる。近年の経済成長は著しい。

国旗の説明 　大きい星は中国共産党を表し，小さい星は，労働者，

農民，知識階級，愛国的資本家を表す。

朝鮮民主主義人民共和国
概要　朝鮮半島の北緯38度以北が

1948年に独立。社会主義国｡ 核開
発問題を抱える。

国旗の説明 　赤と青は朝鮮の伝統的な色。赤い星は社会主義の

シンボルである。

トルコ共和国
概要　アジアとヨーロッパの結節点に位

置する。ムスリムが大半だが，政教分離
の国。EU加盟をめざす。

国旗の説明 　三日月と星はこの国の故事に由来し，進歩・独立

などの意味が含まれている。

日　本　国
概要　アジア東端の島嶼国。世界を代表す

る工業国。環境技術などの高い技術力が今
後の経済成長の原動力として期待される。

国旗の説明 　「日の丸」,「日章旗」ともいわれ，太陽を象徴した

もの。民間では明治のはじめから使用。
ネパール連邦民主共和国
概要　ヒマラヤ山脈の南に位置する。農業が主要

産業。2006年に王制が廃止され，政治的に混乱が
続いている。

国旗の説明 　三角形を重ねた珍しい旗。月と太陽はヒンドゥー

教を，そして国の永遠の発展を表す。

パキスタン・イスラム共和国
概要　英領インドのうち，ムスリム住民

の多い地域が1947年独立。カシミールを
めぐりインドと対立する。

国旗の説明 　緑はイスラーム，白い三日月と星は平和・知識・

進歩・発展などを表す。

バングラデシュ人民共和国
概要　東パキスタンが1971年独立。

ガンジス川下流にあるため，頻繁に水
害にあう。農業が中心産業。

国旗の説明 　緑は農業とイスラームを，赤丸は独立時で流され

た人々の血を表す。

東ティモール民主共和国
概要　1974年まではポルトガル植

民地。2002年に独立｡ コーヒーな
どを生産｡

国旗の説明 　黒は植民地時代，黄は独立への戦い，赤は民衆が

流した血，星は未来への希望を表す。

フィリピン共和国
概要　最大のルソン島をはじめ大

小約7,100の島からなる島嶼国。
農林水産業が主。

国旗の説明 　白三角は解放運動，太陽は自由を，3つの星は主

要な島を，赤は勇気，青は平和を表す。

ベトナム社会主義共和国
概要　1986年以来社会主義型市場経済を

めざす「ドイモイ（刷新）」政策を推進。経
済成長をとげた。

国旗の説明 　赤は独立のために流した血，黄色の星の5つの頂

点は労働者，農民，兵士，青年，知識人を表す。

マレーシア
概要　マレー系優遇政策で格差是

正をはかった。1980年代以降経済
が成長した。

国旗の説明 　14本の赤と白の線は州の数を，月と星はこの国が

イスラーム国であることを示す。

ミャンマー連邦共和国
概要　独立後，軍事独裁政権による

支配が長く続いたが，2007年以降，
民主化が進みつつある。

国旗の説明 　2010年に変更された。黄は団結，緑は平和，赤は

勇気，中央の白い星は国家の永続性を表す。

モンゴル国
概要　かつて社会主義を掲げたが，

1992年に放棄。畜産業と鉱業が主
要産業。

国旗の説明 　左側の紋様は，伝統的なソヨンボ（蓮台）で，炎，

太陽と月，槍と矢じり，２匹の魚を表す。

ラオス人民民主共和国
概要　内陸国。1975年，社会主義政権成

立。1980年代に市場経済導入。農業が主
要産業。木材などのほか，電力も輸出する。

国旗の説明 　1975年制定。上下の赤はラオス人民が流した血を，

青は国土の繁栄とメコン川を，白い円は平和と仏教を表す。

レバノン共和国
概要　内戦や周辺諸国の軍事介入などを

うけ経済は疲
ひ

弊
へい

した。経済復興を行って
いるが，累積債務は膨

ぼう

大
だい

。
国旗の説明 　赤は勇気・犠牲，白は平和を表し，中央は国の象

徴であるレバノン杉。

アジアのおもな国の国旗と概要

国
番
号

正　式　国　名
人口

（万人）
2014年

首都名 首都人口
（万人）

面積
（千km2）
2014年

人口密度
（人/km2）
2014年

人口増加率（％）
2010-
2015年
の平均

産業別人口の割合（％）
2012年

老年人口率
65歳以上
（％）

2014年

■非識字率（％）
2015年
男 / 女

二酸化炭素
排出量

（t/人）
2013年

国土に占める
森林割合（％）
2013年

１人あたりの
国民総所得
（ドル）
2014年

海外直接投資額
（対外，残高）

（億ドル）
2014年第１次 第２次 第３次

1 ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン 共 和 国 952 バ ク ー 15） 220 87 110 1.4 37.7 14.3 48.0 5.6 0.1 / 0.3 3.1 13.1 7,590 112 
2 ア フ ガ ニ ス タ ン・ イ ス ラ ム 共 和 国 2,655 カ ブ ー ル 15） 367 653 41 3.0 － － － 2.4 48.0 / 75.8 0.7 2.1 670 －
3 ア ラ ブ 首 長 国 連 邦 10） 826 ア ブ ダ ビ 14） 114 84 99 1.9 08） 4.2 24.3 71.5 1.0 6.9 / 4.2 17.9 3.8 45,200 663 
4 ア ル メ ニ ア 共 和 国 13） 302 エ レ バ ン 15） 107 30 102 0.4 37.3 17.7 45.0 10.6 0.2 / 0.3 1.8 11.6 3,780 2 
5 イ エ メ ン 共 和 国 2,595 サ ヌ ア 09） 197 528 49 2.5 99） 54.1 11.1 34.8 2.7 14.9 / 45.0 0.9 1.0 13） 1,300 8 
6 イ ス ラ エ ル 国 821 エ ル サ レ ム 14） 84 22 372 1.7 1.5 17.4 81.1 11.0 － 8.5 7.4 34,990 780 
7 イ ラ ク 共 和 国 3,569 バ グ ダ ッ ド 11） 615 435 82 3.3 08） 23.4 18.2 58.4 3.1 14.3 / 26.3 4.1 1.9 6,320 20 
8 イ ラ ン・ イ ス ラ ム 共 和 国 7,785 テ ヘ ラ ン 11） 815 1,629 48 1.3 10） 19.2 32.2 48.6 5.0 8.8 / 17.5 6.8 6.6 13） 6,840 41 
9 イ ン ド 12）121,337 デ リ ー 11） 1,103 3,287 369 1.3 － － － 5.5 19.1 / 37.2 1.5 23.7 1,570 1,296 
10 イ ン ド ネ シ ア 共 和 国 25,216 ジ ャ カ ル タ 10） 960 1,911 132 1.3 10） 38.3 19.3 42.4 5.1 3.7 / 8.5 1.7 51.0 3,630 241 
11 ウ ズ ベ キ ス タ ン 共 和 国 3,049 タ シ ケ ン ト 09） 222 447 68 1.5 99） 38.5 19.4 42.1 4.6 0.3 / 0.5 3.2 7.6 2,090 －
12 オ マ ー ン 国 399 マ ス カ ッ ト 14） 14 310 13 8.4 10） 5.2 36.9 57.9 2.5 3.1 / 10.0 15.9 0.01 13）16,870 75 
13 カ ザ フ ス タ ン 共 和 国 1,716 ア ス タ ナ 13） 81 2,725 6 1.5 10） 28.3 18.7 53.0 6.7 0.2 / 0.2 14.4 1.2 11,670 272 
14 カ タ ー ル 国 221 ド ー ハ 10） 52 12 191 4.7 1.4 51.8 46.8 1.2 2.1 / 2.7 33.4 0.0 94,410 352 
15 カ ン ボ ジ ア 王 国 1,518 プ ノ ン ペ ン 08） 124 181 84 1.6 10） 54.1 16.2 29.7 4.0 15.5 / 29.5 0.3 55.0 1,020 5 
16 キ プ ロ ス 共 和 国 85 ニ コ シ ア 11） 5 9 93 1.1 2.9 20.2 76.9 12.6 0.5 / 1.3 6.5 18.7 26,370 419 
17 キ ル ギ ス 共 和 国 583 ビ シ ュ ケ ク 16） 94 200 29 1.7 30.1 21.7 48.2 4.2 0.4 / 0.6 1.6 3.4 1,250 4 
18 ク ウ ェ ー ト 国 13） 344 ク ウ ェ ー ト 15） 5 18 194 4.8 05） 2.7 20.6 76.7 1.9 3.1 / 5.0 25.0 0.4 13）52,000 365 
19 サ ウ ジ ア ラ ビ ア 王 国 13） 2,999 リ ヤ ド 10） 518 2,207 14 2.3 09） 4.1 20.4 75.5 2.8 3.0 / 8.9 16.4 0.5 13）25,140 447 
20 ジ ョ ー ジ ア 449 ト ビ リ シ 14） 114 70 64 -1.2 07） 53.4 10.4 36.2 14.1 0.2 / 0.3 1.5 40.6 3,720 15 
21 シ リ ア・ ア ラ ブ 共 和 国 11） 2,112 ダ マ ス カ ス 11） 178 185 114 -2.3 07） 19.1 29.1 51.8 3.9 8.3 / 19.0 1.5 2.7 07） 1,860 4 
22 シ ン ガ ポ ー ル 共 和 国 15） 553 シ ン ガ ポ ー ル 15） 553 0.7 7,709 2.0 0.0 19.2 80.8 11.1 1.3 / 4.9 8.6 23.1 55,150 5,764 
23 ス リ ラ ン カ 民 主 社 会 主 義 共 和 国 2,067 スリジャヤワルダナプラコッテ 12） 10 66 315 0.5 31.0 26.1 42.9 8.9 6.4 / 8.3 0.7 33.2 3,400 6 
24 タ イ 王 国 6,861 バ ン コ ク 15） 569 513 134 0.4 42.1 19.8 38.1 10.1 3.4 / 3.3 3.7 32.0 5,370 658 
25 大 韓 民 国 5,042 ソ ウ ル 16） 1,014 100 503 0.5 6.2 24.5 69.3 12.7 － 11.4 63.6 27,090 2,586 
26 タ ジ キ ス タ ン 共 和 国 820 ド ゥ シ ャ ン ベ 15） 78 143 58 2.2 09） 52.9 15.6 31.5 3.1 0.2 / 0.3 0.4 2.9 1,080 －
27 中 華 人 民 共 和 国 ①139,556ペ キ ン 12） 1,012 ①9,598 ①145 0.5 33.6 30.3 36.1 9.2 1.8 / 5.5 6.6 21.9 7,380 7,296 
28 朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国 10） 2,450 ピ ョ ン ヤ ン 08） 258 121 203 0.5 － － － 9.6 0.0 / 0.0 1.9 43.9 － －
29 ト ル ク メ ニ ス タ ン 10） 504 ア シ ガ バ ッ ト 12） 70 488 10 1.3 － － － 4.1 0.2 / 0.4 12.6 8.8 8,020 －
30 ト ル コ 共 和 国 7,690 ア ン カ ラ 13） 472 784 98 1.7 23.6 26.0 50.4 7.4 1.6 / 8.2 3.7 15.0 10,840 401 
31 日 本 国 12,713 東 京 16） 920 378 336 -0.1 3.8 25.9 70.3 25.7� － 9.7 68.5 42,000 11,931 
32 ネ パ ー ル 連 邦 民 主 共 和 国 2,764 カ ト マ ン ズ 11） 100 147 188 1.2 01） 65.7 13.4 20.9 5.4 24.4 / 44.9 0.2 25.4 730 －
33 パ キ ス タ ン・ イ ス ラ ム 共 和 国 13）18,435 イ ス ラ マ バ ー ド 12） 116 796 232 2.1 08） 44.7 20.1 35.2 4.5 28.5 / 54.7 0.7 2.0 1,410 17 
34 バ ー レ ー ン 王 国 131 マ ナ ー マ 06） 17 0.8 1,705 1.8 10） 1.1 35.3 63.6 2.4 3.1 / 6.5 21.2 0.7 13）21,050 107 
35 バ ン グ ラ デ シ ュ 人 民 共 和 国 15,688 ダ ッ カ 11） 703 148 1,063 1.2 10） 47.3 17.6 35.1 5.0 35.4 / 41.5 0.4 11.0 1,080 1 
36 東 テ ィ モ ー ル 民 主 共 和 国 10） 106 デ ィ リ 15） 22 15 71 2.3 － － － 5.5 28.5 / 36.6 0.4 47.6 3,120 1 
37 フ ィ リ ピ ン 共 和 国 9,988 マ ニ ラ 10） 165 300 333 1.5 11） 33.0 14.9 52.1 4.5 4.2 / 3.2 0.9 25.4 3,470 356 
38 ブ ー タ ン 王 国 74 テ ィ ン プ ー 05） 7 38 19 1.5 62.2 8.6 29.2 5.0 26.9 / 45.0 1.2 71.8 2,390 －
39 ブ ル ネ イ・ ダ ル サ ラ ー ム 国 11） 39 バンダルスリブガワン 01） 2 6 68 1.5 01） 1.4 21.4 77.2 4.2 2.3 / 4.9 16.4 72.1 12）37,320 1 
40 ベ ト ナ ム 社 会 主 義 共 和 国 9,072 ハ ノ イ 09） 231 331 274 1.1 04） 57.9 17.4 24.7 6.6 3.7 / 7.2 1.4 46.8 1,890 75 
41 マ レ ー シ ア 3,026 クアラルンプール 14） 169 330 92 1.5 12.6 28.4 59.0 5.6 3.8 / 6.8 7.0 67.5 10,760 1,357 
42 ミ ャ ン マ ー 連 邦 共 和 国 5,148 ネ ー ピ ー ド ー 14） 37 677 76 0.8 98） 62.7 12.0 25.3 5.2 4.8 / 8.8 0.3 46.1 1,270 －
43 モ ル デ ィ ブ 共 和 国 34 マ レ 14） 15 0.3 1,138 1.8 10） 14.6 15.7 69.7 4.7 0.2 / 1.2 1.9 3.3 7,170 －
44 モ ン ゴ ル 国 296 ウ ラ ン バ ー ト ル 14） 136 1,564 2 1.7 35.0 18.2 46.8 4.0 1.8 / 1.4 6.6 8.2 4,280 4 
45 ヨ ル ダ ン・ ハ シェミット 王 国 667 ア ン マ ン 12） 129 89 75 3.1 04） 4.1 25.7 70.2 3.8 1.9 / 4.8 3.5 1.1 5,160 6 
46 ラ オ ス 人 民 民 主 共 和 国 680 ビ エ ン チ ャ ン 14） 82 237 29 1.7 － － － 3.8 12.9 / 27.2 0.3 79.6 1,650 -0.3 
47 レ バ ノ ン 共 和 国 11） 377 ベ イ ル ー ト 13） 41 10 362 6.0 09） 6.3 21.0 72.7 8.1 4.0 / 8.2 4.6 13.4 9,800 126 

アジア（47か国）合計 434,956 － 31,915 136 － － － － － 13）10.8 / 20.6 － 19.1 － －
人口・面積・人口密度の合計には，その他の地域を含む。　 13）西暦下 2 けたの年次を表す。　※都市的地域の人口。　 15 歳以上の人口に対する割合。　①ホンコン，マカオ，台湾を含む。

アジアの国別統計 国名の色分けは
次の加盟国を示す。（ 東南アジア諸国連合

（ASEAN）
ヨーロッパ連合

（EU） ） 赤太字は世界 1位，赤字は 2位から 5位までの国を示す。人口・首都人口・面積・人口密
度・人口増加率の青字は下位 5か国を示す。面積・人口密度は居住不能な極地・島を除く。（ ）

貿易額（百万ドル）
2014年 おもな輸出品目 日本のおもな輸入品目 通貨単位 独立年月と

旧宗主国 おもな民族 おもな宗教 おもな言語
国
番
号輸出 輸入

21,752 9,179 原油，石油製品，天然ガス 漢方薬品，化学薬品，アルミニウム アゼルバイジャン・マナト 1.05 1991.8 － アゼルバイジャン人91％ イスラーム87% アゼルバイジャン語 1
11） 376 11） 6,390 干しぶどう，じゅうたん，植物性原材料 漢方用の植物，美術・骨董品，繊維製品 アフガニー 57.79－ イギリス パシュトゥン人42％，タジク系27％イスラーム99% ダリー語，パシュトゥー語 2
11）252,556 11）210,945 原油，金，ダイヤモンド 原油，液化天然ガス，液化石油ガス UAEディルハム 3.67 1971.12 イギリス アラブ人48％，南アジア系36％ イスラーム62%，ヒンドゥー教21%アラビア語 3

1,490 4,160 銅鉱石，蒸留酒，ダイヤモンド 衣類，アルミニウム・同合金，たばこ ドラム 476.42 1991.9 － アルメニア人98％ アルメニア教会73% アルメニア語 4
13） 7,130 13）13,273 原油，液化天然ガス，石油製品 液化天然ガス，原油，揮発油 イエメン・リアル 214.89 1990.5 トルコ・イギリスアラブ人93％ イスラーム100% アラビア語 5
68,965 72,332 ダイヤモンド，機械類，医薬品 半導体等電子部品，一般機械，科学光学機器 シェケル 3.86 1948.5 イギリス ユダヤ人76％，アラブ人 ユダヤ教76%，イスラーム18% ヘブライ語，アラビア語 6

09） 41,929 02） 9,817 原油，炭化水素 原油 イラク・ディナール 1166.00－ イギリス アラブ人65％，クルド人23％イスラーム96% アラビア語，クルド語 7
11）130,544 11）68,319 原油，有機化合物，液化石油ガス 原油，敷物類，果実 イラン・リアル 28241.00－ イギリス ペルシア人35％，アゼルバイジャン系16％ イスラーム98% ペルシア語 8
317,545 459,370 石油製品，ダイヤモンド，機械類 揮発油，有機化合物，ダイヤモンド インド・ルピー 63.58 1947.8 イギリス インド・アーリヤ系72％，ドラヴィダ系25％ヒンドゥー教72%，イスラーム12%ヒンディー語，英語 9
176,036 178,179 石炭，パーム油，機械類 液化天然ガス，原油，石炭 ルピア 12937.00 1945.8 オランダ ジャワ人36％，スンダ人14％ イスラーム77%，キリスト教13% インドネシア語 10
13,320 12,500 天然ガス，原油，綿花 金，アルミニウム・同合金，綿花 スム 2512.73 1991.8 － ウズベク人78％ イスラーム76% ウズベク語 11
50,718 29,303 原油，液化天然ガス，石油製品 液化天然ガス，原油，有機化合物 オマーン・リアル 0.38－ ポルトガル オマーン系アラブ人48％，インド・パキスタン系32％ イスラーム89% アラビア語 12
78,237 41,213 原油，鉄鋼，石油製品 フェロアロイ，原油，放射性元素 テンゲ 185.80 1991.12 － カザフ人57％，ロシア系27％イスラーム43%，キリスト教17%ロシア語，カザフ語 13
131,592 30,448 液化天然ガス，原油，石油製品 原油，液化天然ガス，液化石油ガス カタール・リヤル 3.64 1971.9 イギリス アラブ人40％，インド系18％イスラーム83%，キリスト教10% アラビア語 14

13） 9,248 13） 9,227 衣類，切手類，自動車 衣類，履物，電気機械 リエル 4014.00 1953.11フランス クメール人85％ 仏教85% カンボジア語 15
1,921 6,813 医薬品，石油製品，機械類 有機化合物，衣類，アルミニウムくず ユーロ 0.89 1960.8 イギリス ギリシャ系80％，トルコ系11％ギリシャ正教78%，イスラーム18%ギリシャ語，トルコ語 16

13） 1,773 13） 5,983 金，石油製品，野菜 アンチモニー，動物性原材料，玩具・遊戯用具 ソム 60.07 1991.8 － キルギス人69％，ウズベク系15％イスラーム61%，キリスト教10%キルギス語，ロシア語 17
101,132 31,489 原油，石油製品，液化石油ガス 原油，揮発油，液化石油ガス クウェート・ディナール 0.30 1961.6 イギリス アラブ人80％ イスラーム74%，キリスト教13% アラビア語 18

13）375,397 13）163,713 原油，石油製品，プラスチック類 原油，揮発油，液化石油ガス サウジ・リヤル 3.75－ イギリス サウジ系アラブ人74％ イスラーム94% アラビア語 19
2,861 8,596 自動車，鉄鋼，アルコール飲料 衣類，アルミニウム・同合金，塗料類 ラリ 2.31 1991.4 － ジョージア人84％ ジョージア正教55%，イスラーム20%ジョージア語 20

10） 11,353 10）17,562 原油，石油製品，繊維品 エッセンシャルオイル・化粧品類 シリア・ポンド 250.49 1946.4 フランス シリア・アラブ人75％ イスラーム88% アラビア語 21
409,769 366,247 機械類，石油製品，有機化合物 医薬品，半導体等電子部品，事務用機械 シンガポール・ドル 1.32 1965.8 イギリス 中国系75％，マレー系14％ 仏教・道教51%，イスラーム15% マレー語，中国語，タミル語，英語 22
11,296 19,245 衣類，茶，ゴム製品 衣類，紅茶，えび スリランカ・ルピー 132.90 1948.2 イギリス シンハラ人72％，タミル人18％ 仏教70%，ヒンドゥー教15%シンハラ語，タミル語 23
227,573 227,932 機械類，自動車，プラスチック類 電気機械，一般機械，肉類・同加工品 バーツ 32.86－ － タイ人81％，中国系11％ 仏教83%，イスラーム9% タイ語 24
573,075 525,557 機械類，自動車，石油製品 電気機械，石油製品，鉄鋼 韓国ウォン 1068.10 1948.8 日本 朝鮮民族（韓民族）98％ キリスト教43%，伝統的信仰15% 韓国語 25
655 4,348 アルミニウム，電力，綿花 漢方薬品，貴石・半貴石，電気機械 ソモニ 5.80 1991.9 － タジク人80％，ウズベク系15％イスラーム84% タジク語 26

2,342,343�1,958,021 機械類，衣類，繊維品 電気機械，衣類，事務用機械 元 6.11－ － 漢民族92％ 道教，仏教，キリスト教，イスラーム 標準中国語（北京中心），中国語7地域方言 27
13） 3,834 13） 4,647 鉱産物，冶金製品，繊維品 － 北朝鮮ウォン 109.99 1948.9 日本 朝鮮民族 99.8％ 仏教，キリスト教 朝鮮語 28
00） 2,506 00） 1,786 天然ガス，石油製品，原油 綿花，衣類，集積回路 トルクメン・マナト 3.50 1991.10 － トルクメン人85％ イスラーム87% トルクメン語 29
157,715 242,224 機械類，自動車，衣類 衣類，たばこ，まぐろ リラ 2.61－ － トルコ人65％，クルド人19％イスラーム98% トルコ語，クルド語 30
694,270 817,103 機械類，自動車，鉄鋼 － 円 118.51－ － 日本人 98.5% 神道，仏教，キリスト教など日本語 31

13） 863 13） 6,452 繊維品，鉄鋼，衣類 衣類，ハンドバッグ類，パルプ ネパール・ルピー 101.11－ － ネパール人56％，マイシリ人11％ヒンドゥー教81%，仏教11%ネパーリー語 32
24,722 47,545 繊維品，衣類，米 繊維製品，エタノール，銅・同合金 パキスタン・ルピー 101.75 1947.8 イギリス パンジャブ人45％，パシュトゥン人15％イスラーム96% ウルドゥー語，英語 33
18,031 20,074 石油製品，アルミニウム，機械類 揮発油，アルミニウム・同合金，かに バーレーン・ディナール 0.38 1971.8 イギリス アラブ人64％，インド・パキスタン系15％イスラーム82%，キリスト教11% アラビア語 34

11） 24,314 11）41,222 衣類，繊維品，冷凍えび 衣類，履物，電気機械 タカ 77.80 1971.12 パキスタン ベンガル人98％ イスラーム88%，ヒンドゥー教11% ベンガリー語 35
13） 53 13） 514 古着，コーヒー，機械類 液化石油ガス，コーヒー 米ドル 1.00 2002.5 － 東ティモール人80％，インドネシア系2％カトリック98％，イスラーム1％ポルトガル語，テトゥン語 36
61,810 67,719 機械類，木製品，精密機械 電気機械，一般機械，バナナ フィリピン・ペソ 44.25 1946.7 アメリカ合衆国 タガログ人28％，セブアノ人13％ カトリック65%，独立派キリスト教18% フィリピノ語，英語 37

12） 531 12） 992 鉄鋼，電力，無機化合物 フェロアロイ，野菜 ヌルタム 63.58－ － ブータン人（チベット系）50％，ネパール系35％ チベット仏教74%，ヒンドゥー教25%ゾンカ語 38
10,509 3,599 液化天然ガス，原油，医薬品 液化天然ガス，原油，メタノール ブルネイ・ドル 1.32 1984.1 イギリス マレー系66％，中国系11％ イスラーム67%，仏教13% マレー語 39

13）132,033 13）132,033 機械類，衣類，履物 衣類，電気機械，原油 ドン 21246.00 1945.9 フランス ベトナム人（キン人）86％ 仏教48%，新興宗教11% ベトナム語 40
234,135 208,823 機械類，液化天然ガス，石油製品 液化天然ガス，電気機械，重油 リンギット 3.57 1957.8 イギリス マレー系61％，中国系24％ イスラーム60%，仏教19% マレー語 41

10） 7,625 10） 4,164 天然ガス，宝石類，まめ類 衣類，履物，えび チャット 1033.00 1948.1 イギリス ビルマ人68％ 仏教74% ミャンマー語 42
145 1,993 魚介類・同加工品 まぐろ，かつお節，衣類 ルフィア 15.37 1965.7 イギリス モルディブ人99％ イスラーム100% ディヴェヒ語 43
5,774 5,132 銅鉱石，石炭，原油 ほたる石，半導体等電子部品，衣類 トゥグルグ 1984.69－ 中国 モンゴル人82％ 精霊信仰32%，チベット仏教（ラマ教）23% モンゴル語 44
8,385 22,740 衣類，化学肥料，医薬品 カリ肥料，りん鉱石，有機化合物 ヨルダン・ディナール 0.71 1946.5 イギリス アラブ人98％ イスラーム95% アラビア語 45
2,791 4,074 木製品，コーヒー豆，電力 衣類，コーヒー豆，履物 キープ 8097.77 1953.10フランス ラオ人55％，クムー人11％ 伝統的信仰49%，仏教43%ラオ語 46

13） 3,937 13）21,234 金，機械類，石油製品 銅くず，美術・骨董品，ワイン レバノン・ポンド 1507.50 1943.11フランス アラブ人85％ イスラーム62%，キリスト教38% アラビア語 47
－ － －
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地理歴史科・公民科の学習のベースとなる地理的認識を高める地図と資料

地理だけでなく公民科でも活用できる統計資料
特色

2

　地形のページでは,写真や地形図,模式図など,さまざまな資料を掲載
しました。また,気候のページでは,A4判の誌面をいっぱいに使って,気候
区分図を大きく読み取りやすくしました。地理学習の基礎的な資料も掲
載しています。

地形,気候などの基礎資料も完備

14 15

　統計資料では,世界197か国すべての国の正
式名称,主要な統計を掲載しました。また,世界
の主要な国を取り上げ,それぞれの国とその国
旗についての概要を紹介しました。統計資料
と各国の概要と国旗の説明を活用することで,
国際理解がより深まります。

各国の概要がわかる！
国際理解が深まる統計資料

基礎資料図（地形，気候など）一覧

p.101-102 世界の地形
p.103-104 地形（１）
p.105-106 地形（２）／集落
p.107-108 気候（１）

p.109-110 気候（２）
p.147 地図投影法
p.148 地図の歴史 地球の歴史
p.158 交通・通信

※そのほかテーマ資料図ページで各種資料を扱っています。

↑ p.135-136

　平均寿命や合計特殊出生率，
貧困率，対外債務額など，現代世
界の諸課題に関わるテーマの統
計をランキング形式で掲載しま
した。日本編と世界編，それぞれ
16テーマずつ掲載しました。

「現代社会を考える
統計」を掲載

↑ p.103-104

143143 144144

山　　　　名 所在地 高さ
（ ） 山　　　　名 所在地 高さ

（ ） 河川名 流域面積
（百km2）

流域面積
（km2）

長さ
（km） 河川名 長さ

（km）

面積
（km2）

最大水深
（m）湖　沼　名 面積

（km2）
最大水深
（m）湖　沼　名

（３）世界のおもな山（▲は火山）（４）日本のおもな山 （５）世界のおもな川

（7）世界のおもな湖沼 （8）日本のおもな湖沼

（６）日本のおもな川（▲は火山）

アジア
エ ヴ ェレ スト 山
K２（ゴッドウィンオースティン 山 ）
カン チ ェン ジ ュン ガ 山
マ ナ ス ル 山
ナンガパ ル バット山
アン ナ プ ル ナ 山
ハ ン テ ン グリ 山

▲ ダ マ ヴ ァンド 山
ヨーロッパ
▲ エ ルブ ル ース 山

モ ン ブ ラ ン 山
モン テ ロ ー ザ 山
マッターホルン 山
ユ ン グ フ ラ ウ 山
ア ネ ト 山

▲ エ ト ナ 山
▲ヴ ェズ ヴ ィオ 山
アフリカ
▲ キリマンジャロ 山
▲ キリニャガ（ ケ ニ ア ）山

ル ウ ェン ゾ リ 山
北アメリカ

マ ッキ ン リ ー 山
▲ オ リ サ バ 山
▲ ポ ポカテ ペトル 山
南アメリカ

ア コン カグ ア 山
▲ コ ト パ ク シ 山
オセアニア

ジ ャ ヤ 峰
アオラキ（クック）山

▲タラナキ（エグモント）山
南極大陸

ヴィンソンマッシーフ
▲ エ レ バ ス 山

北海道
▲大　雪　山（旭岳）
東北
▲燧 ケ 岳
▲鳥 海 山
▲岩 手 山
▲吾 妻 山（西吾妻）
▲月 山
▲磐 梯 山
関東
▲白 根 山
▲浅 間 山
▲男 体 山
中部
▲富 士 山 （剣ケ峯）
　北　　岳（白根山）
　穂 高 岳（奥穂高）
　槍 　 　 ケ 　 　 岳
▲御 嶽 山
▲乗 鞍 岳
　立　　山（大汝山）
　剱　　　　　　岳
　駒 ケ 岳（甲斐駒）
　駒 ケ 岳（木曽駒）
　白 　 　 馬 　 　 岳
▲八 ケ 岳（赤 岳）
▲白　　　　　　山
近畿
　八剣山（八経ヶ岳）
中国・四国
　石   山（天狗岳）
▲大 山
九州
　宮 　 之 　 浦 　 岳
▲霧 島 山（韓国岳）
▲阿　蘇　山（高岳）

北 海 道

福 島
秋 田・山 形
岩 手
福 島・山 形
山 形
福 島

栃 木・群 馬
群 馬・長 野
栃 木

山 梨・静 岡
山 梨
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
富 山
富 山
長 野・山 梨
長 野
長 野・富 山
長 野・山 梨
石 川・岐 阜
 
奈 良

愛 媛
鳥 取

鹿 児 島（ 屋 久 島 ）
宮 崎・鹿 児 島
熊 本

２，２９１

２，３５６
２，２３６
２，０３８
２，０３５
１，９８４
１，８１6

２，５７８
２，５６８
２，４86

３，７７６
３，１９３
３，１９０
３，１８０
３，０６７
３，０２６
３，０１５
２，９９９
２，９６７
２，９５６
２，９３２
２，８９９
２，７０２

１，９１５

１，９８２
１，７２９

１，９３６
１，７００
１，５９２

ヒマラヤ 山 脈
カラコル ム 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
テンシャン 山 脈
エルブールズ 山 脈

カフカス 山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
ピレネー 山 脈
シ チ リ ア 島
イタリア 半 島

タ ン ザ ニ ア
ケ ニ ア
ウガンダ ，コンゴ民 主 共 和 国

アラスカ山 脈
メ キ シ コ
メ キ シ コ

アンデス山 脈
エ ク ア ド ル

ニューギ ニ ア 島
ニュージーランド南 島
ニュージーランド北 島

８，８４８
８，６１１
８，５８６
８，１６３
８，１２6
８，０９１
６，９９５
５，６７0

５，６42
４，８10
４，６３４
４，478
４，１５８
３，４０４
３，３３0
１，２８１

　　　　　
５，８９５
５，１９９
５，１１０

６，１９４
５，675
５，４26

６，９59
５，911

５，０３０
３，７５４
２，５１８

４，８９７
３，７９４

＊カ ス ピ 海
ス ペ リ オ ル 湖
ヴ ィ クト リ ア 湖
ヒ ュ ー ロ ン 湖
ミ シ ガ ン 湖
タ ン ガ ニ ー カ 湖
バ イ カ ル 湖

＊ア ラ ル 海
マ ラ カ イ ボ 湖
チ チ カ カ 湖

琵 　 琶 　 湖〔 滋 賀 〕
霞 　 ケ 　 浦〔 茨 城 〕
サ ロ マ 湖〔 北 海 道 〕
猪 苗 代 湖〔 福 島 〕
中 　 海〔 島 根・鳥 取 〕
屈 斜 路 湖〔 北 海 道 〕
宍 　 道 　 湖〔 島 根 〕
支 笏 湖〔 北 海 道 〕
十 和 田 湖〔 青 森・秋 田 〕
田 　 沢 　 湖〔 秋 田 〕

１０４
１２
２０
９４
１７

１１８
６

３６０
３２７
４２３

６７０
１６８
１５２
１０３
８６
８０
７９
７８
６１
２６

３７４，０００
８２，３６７
６８，８００
５９，５７０
５８，０１６
３２，０００
３１，５００
16，6００
１３，０１０
８，３７２

１，０２５
４０６
８４

２２８
２８１

１，４７１
１，７４１

9
６０

２８１

＊印は塩 湖

アジア
オ ビ 川
エ ニ セ イ 川
レ ナ 川
長 江（ 揚 子 江 ）
ア ム ー ル 川
ガンジス（ガンガ ）川
ブラマプトラ川
黄 河
メ コ ン 川
ユーフラテス川

ヨーロッパ
ヴ ォ ル ガ 川
ド ナ ウ 川
ド ン 川
ラ イ ン 川
セ ー ヌ 川
テ ム ズ 川
アフリカ

コ ン ゴ 川
ナ イ ル 川
ニジェール 川
ザ ン ベ ジ 川
北アメリカ

ミシシッピ 川
セントローレンス川
ユ ー コ ン 川
コ ロ ラ ド 川
リオグランデ 川
南アメリカ

ア マ ゾ ン 川
ラ プ ラ タ 川
オ リ ノ コ 川
オセアニア

マ リ ー 川

北海道
石 狩 川
十 勝 川
東北
北 上 川
最 上 川
阿 武 隈 川
雄 物 川
関東
利 根 川
荒 川
多 摩 川
中部
信 濃 川
木 曽 川
阿 賀 野 川
天 竜 川
富 士 川
九 頭 竜 川
大 井 川
近畿
淀 川
熊 野 川
紀 ノ 川
中 国 ・ 四 国
江 の 川
吉 野 川
高 梁 川
四 万 十 川
旭 川
太 田 川
仁 淀 川
九州
筑 後 川
大 淀 川
球 磨 川

１４，３３０
９，０１０

１０，１５０
７，０４０
５，４００
４，７１０

１６，８４2
２，９４０
１，２４０

１１，９００
９，１００
７，７１０
５，０９０
３，９９０
２，９３０
１，２８０

８，２４０
２，３６０
１，７５０

３，９００
３，７５０
２，６７０
２，２７０
１，８１０
１，７１０
１，５６０

２，８６３
２，２３０
１，８８０

２６８
１５６

２４９
２２９
２３９
１３３

３２２
１７３
１３８

３６７
２２９
２１０
２１３
１２８
１１６
１６８

７５
１８３
１３６

１９４
１９４
１１１
１９６
１４２
１０３
１２４

１４３
１０７
１１５

２9，9００
２5，8００
２４，9００
１9，59０
１８，55０

１6，21０

９，８００
８，１００
７，６５０

１３，８００
８，１５０
４，３００
２，２４０

７７８
１３６

３７，０００
３３，４９０
１8，9００
１３，３００

３２，５００
１4，630
８，５５０
５，９００
５，７００

７０，５００
３１，０００
９，４５０

10，58０

５，５68１）

５，５５０
４，４００
６，３８０
４，４１６
２，５１０
２，８４０
５，４６４
４，４２５
２，８００

３，６８８
２，８５０
１，８７０
１，23０
   ７８０
   ３６５

４，６６７
６，６９５２）

４，184
２，736

5,969３）

３，０５８
３，１８５
２，３３３
３，０57

６，５１６
４，５００４）

２，５００

３，6725）

１）イルティシ川源流から　２）カゲラ川源流から　３）ミズーリ
川源流から　４）パラナ川源流から　5）ダーリング川源流から

面積
（km2）島　名 所　属 面積

（km2）島　名 所　属

（9）世界のおもな島 （10）日本のおもな島

グリーンランド

ニューギニア
カリマンタン

（ボルネオ）
マダガスカル
バッフィン
スマトラ
グレートブリテン
スラウェシ
南島
ジャワ
キューバ
北島

本 州
北 海 道
九 州
四 国
択 捉 島
国 後 島
沖 縄 島
佐 渡 島
大島（奄美大島）
対 馬
淡 路 島
屋 久 島
種 子 島

２２７，９76
７７，９８４
３６，７53
１８，301
３，１８３
１，４９９
１，２０８

８５５
７１3
６９7
５９２
５０５
４４５

北 海 道
北 海 道
沖
新 潟
鹿 児 島
長 崎
兵 庫
鹿 児 島
鹿 児 島

２，１７５，６００

７７１，９００

７３６，６００
５９０，３００
５１２，２００
４３３，８００
２１７，８００
１７９，４００
１５０，５００
１２６，１００
１１４，５００
１１４，３００

デンマーク
インドネシア
パプアニューギニア
インドネシア，マレーシア
ブルネイ
マダガスカル
カナダ
インドネシア
イギリス
インドネシア
ニュージーランド
インドネシア
キューバ
ニュージーランド

（１）地球の大きさ
子午線の全周40,007.864km

赤道の全周
40,074.912km

極半径
6,356.752km

赤道半径
6,378.137km

経度1度分の赤道の弧の長さ
111.319km

（赤道付近で）110.574ｋｍ
（極付近で）111.694ｋｍ

緯度1度分の子午線の
弧の長さ

（注）世界測地系による
地球の質量………………………５.９７2×１０２４kg
自転周期…………………………２３時間５６分４秒
公転周期  ……………………………３６５.２４２２日
地球の表面積…………………510，066，０００km２

地球の陸地の面積……………１４7，244，０００km２

地球の海の面積………………362，822，０００km２

地球の体積……………１，０８3，847，550，０００km3

北回帰線・南回帰線の緯度………２３°２６′21.４06″
（赤道面と軌道面の傾き）

（２）地球に関する極値 〔理科年表　平成26年,　ほか〕

 最　高　点 ８，８４８m エヴェレスト山（ヒマラヤ山脈）
 最　深　点 －１０，９２０m チャレンジャー海淵（太平洋，マリアナ海溝）
 最深の湖 －１，７４１m バイカル湖（ロシア）
 陸上の最低点 －４００m 死海の湖面（イスラエル，ヨルダン）
 最高気温 ５6.7℃ デスヴァレー（アメリカ合衆国）
 最低気温 －67.8℃ ヴェルホヤンスク（ロシア），
   オイミャコン（ロシア）（北半球）
  －89.２℃ ヴォストーク基地（南極）（南半球）
 最多年降水量 ２６，４６7mm チェラプンジ（インド）
 最少年平均降水量 ０.76mm アリーカ（チリ）

合計特殊出生率
2012年

世界平均　2.47
　上位
①ニジェール 7.57
②マリ 6.85
③ソマリア 6.67
④チャド 6.38
⑤ブルンジ 6.12
　下位
①サンマリノ 1.26
②ボスニア・ヘルツェゴビナ 1.27
③ポルトガル 1.28
④シンガポール 1.29
⑤韓国 1.30
　日本 1.41

対内直接投資額
（ネット， 億ドル）
2012年

①中国 2,535
②アメリカ合衆国 2,038
③ブラジル 761
④シンガポール 567
⑤オーストラリア 566
⑥イギリス 561
⑦ロシア 507
⑧カナダ 431
⑨アイルランド 410
⑩スペイン 362
　日本 25

ODA実績（DAC諸国）
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 307
②イギリス 139
③ドイツ 129
④フランス 120
⑤日本 106
⑥カナダ 57
⑦オランダ 55
⑧オーストラリア 54
⑨スウェーデン 52
⑩ノルウェー 48

ODA受取額
（億ドル）
2012年

①アフガニスタン 67
②ベトナム 41
③エチオピア 33
④トルコ 30
⑤コンゴ民主共和国 29
⑥タンザニア 28
⑦ケニア 27
⑧コートジボワール 26
⑨バングラデシュ 22
⑩モザンビーク 21

男性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　69

　上位
①アイスランド 80.7
②スイス 80.5
②サンマリノ 80.5
④イタリア 80.1
⑤イスラエル 79.9
⑤スウェーデン 79.9
　下位
①シエラレオネ 45.0
②中央アフリカ 47.0
③ボツワナ 47.3
④コンゴ民主共和国 47.6
⑤レソト 48.0
　日本 79.4

女性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　73

　上位
①サンマリノ 86.3
②日本 85.9
③フランス 85.7
④スペイン 85.6
⑤イタリア 85.3
　下位
①シエラレオネ 45.3
②ボツワナ 46.0
③スワジランド 48.2
④レソト 48.5
⑤モザンビーク 50.5

対外債務額
（億ドル）
2012年

①中国 7,540
②ブラジル 4,405
③インド 3,791
④メキシコ 3,549
⑤トルコ 3,375
⑥インドネシア 2,549
⑦ハンガリー 2,038
⑧南アフリカ共和国 1,375
⑨カザフスタン 1,370
⑩ウクライナ 1,351 

受入旅行者数
（百万人）
2012年

①フランス 83.0
②アメリカ合衆国 67.0
③中国 57.7
④スペイン 57.7
⑤イタリア 46.4
⑥トルコ 35.7
⑦ドイツ 30.4
⑧イギリス 29.3
⑨ロシア 28.2
⑩マレーシア 25.0

　日本 8.4

国際観光収入
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 2,001
②フランス 635
③スペイン 632
④中国 549
⑤ドイツ 516
⑥イギリス 460
⑦イタリア 430
⑧タイ 377
⑨オーストラリア 344
⑩トルコ 322

　日本 162

インターネット利用者率
（％）
2013年

①アイスランド 96.5
②ノルウェー 95.1
③スウェーデン 94.8
④デンマーク 94.6
⑤アンドラ 94.0
⑤オランダ 94.0
⑦リヒテンシュタイン 93.8
⑦ルクセンブルク 93.8
⑨フィンランド 91.5
⑩モナコ 90.7

　日本 86.3

貧困率＊
＊1日1.25ドル未満でくらす人の割合
2003～11年（％）

①コンゴ民主共和国 87.7
②リベリア 83.8
③ブルンジ 81.3
③マダガスカル 81.3
⑤ザンビア 74.5
⑥ナイジェリア 68.0
⑦タンザニア 67.9
⑧ルワンダ 63.2
⑨中央アフリカ 62.8
⑩チャド 61.9
数値が公表されている国による順位
調査年次は国により異なる

在外邦人数
（人）
2013年

①アメリカ合衆国 412,639
②中国 135,078
③オーストラリア 81,981
④イギリス 67,148
⑤カナダ 62,349
⑥タイ 59,270
⑦ブラジル 56,217
⑧ドイツ 37,393
⑨韓国 36,719
⑩フランス 32,579

穀物自給率
（％）
2009年

①パラグアイ 264
②アルゼンチン 252
③オーストラリア  241
④ウルグアイ 238
⑤ウクライナ 204
⑥リトアニア 187
⑦ラトビア 182
⑧カナダ 180
⑨カザフスタン 176
⑨ハンガリー  176

　日本 26

1人あたりエネルギー消費量
2010年（石油換算，㎏）
世界平均　1,512

①カタール 19,588
②トリニダード・トバゴ 17,587
③クウェート 11,998
④ブルネイ 9,393
⑤アラブ首長国連邦 9,151
⑥ルクセンブルク 8,556
⑦バーレーン 8,369
⑧オマーン 8,132
⑨アイスランド 7,238
⑩カナダ 6,519

　日本 3,177

原油の生産量
2013年（万ｔ）

世界合計　413,290
①サウジアラビア 54,230
②ロシア 53,140
③アメリカ合衆国 44,620
④中国 20,810
⑤カナダ 19,300
⑥イラン 16,610
⑦アラブ首長国連邦 16,570
⑧イラク 15,320
⑨クウェート 15,130
⑩メキシコ 14,180

　日本 58

日本の地方自治体との
姉妹都市数（件）

2014年

①アメリカ合衆国  440
②中国  355
③韓国 154
④オーストラリア  108
⑤カナダ  70
⑥ブラジル  57
⑦ドイツ  54
⑧フランス  49
⑨ロシア 43
⑩ニュージーランド  41

（11）現代社会を考える統計（世界）〔World Bank資料，ほか〕

地球, 世界, 日本の統計　 現代社会を考える統計（世界） 現代社会を考える統計（日本）　 都道府県別統計

↑ p.143 ↑ p.144

143143 144144

山　　　　名 所在地 高さ
（ ） 山　　　　名 所在地 高さ

（ ） 河川名 流域面積
（百km2）

流域面積
（km2）

長さ
（km） 河川名 長さ

（km）

面積
（km2）

最大水深
（m）湖　沼　名 面積

（km2）
最大水深
（m）湖　沼　名

（３）世界のおもな山（▲は火山）（４）日本のおもな山 （５）世界のおもな川

（7）世界のおもな湖沼 （8）日本のおもな湖沼

（６）日本のおもな川（▲は火山）

アジア
エ ヴ ェレ スト 山
K２（ゴッドウィンオースティン 山 ）
カン チ ェン ジ ュン ガ 山
マ ナ ス ル 山
ナンガパ ル バット山
アン ナ プ ル ナ 山
ハ ン テ ン グリ 山

▲ ダ マ ヴ ァンド 山
ヨーロッパ
▲ エ ルブ ル ース 山

モ ン ブ ラ ン 山
モン テ ロ ー ザ 山
マッターホルン 山
ユ ン グ フ ラ ウ 山
ア ネ ト 山

▲ エ ト ナ 山
▲ヴ ェズ ヴ ィオ 山
アフリカ
▲ キリマンジャロ 山
▲ キリニャガ（ ケ ニ ア ）山

ル ウ ェン ゾ リ 山
北アメリカ

マ ッキ ン リ ー 山
▲ オ リ サ バ 山
▲ ポ ポカテ ペトル 山
南アメリカ

ア コン カグ ア 山
▲ コ ト パ ク シ 山
オセアニア

ジ ャ ヤ 峰
アオラキ（クック）山

▲タラナキ（エグモント）山
南極大陸

ヴィンソンマッシーフ
▲ エ レ バ ス 山

北海道
▲大　雪　山（旭岳）
東北
▲燧 ケ 岳
▲鳥 海 山
▲岩 手 山
▲吾 妻 山（西吾妻）
▲月 山
▲磐 梯 山
関東
▲白 根 山
▲浅 間 山
▲男 体 山
中部
▲富 士 山 （剣ケ峯）
　北　　岳（白根山）
　穂 高 岳（奥穂高）
　槍 　 　 ケ 　 　 岳
▲御 嶽 山
▲乗 鞍 岳
　立　　山（大汝山）
　剱　　　　　　岳
　駒 ケ 岳（甲斐駒）
　駒 ケ 岳（木曽駒）
　白 　 　 馬 　 　 岳
▲八 ケ 岳（赤 岳）
▲白　　　　　　山
近畿
　八剣山（八経ヶ岳）
中国・四国
　石   山（天狗岳）
▲大 山
九州
　宮 　 之 　 浦 　 岳
▲霧 島 山（韓国岳）
▲阿　蘇　山（高岳）

北 海 道

福 島
秋 田・山 形
岩 手
福 島・山 形
山 形
福 島

栃 木・群 馬
群 馬・長 野
栃 木

山 梨・静 岡
山 梨
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
長 野・岐 阜
富 山
富 山
長 野・山 梨
長 野
長 野・富 山
長 野・山 梨
石 川・岐 阜
 
奈 良

愛 媛
鳥 取

鹿 児 島（ 屋 久 島 ）
宮 崎・鹿 児 島
熊 本

２，２９１

２，３５６
２，２３６
２，０３８
２，０３５
１，９８４
１，８１6

２，５７８
２，５６８
２，４86

３，７７６
３，１９３
３，１９０
３，１８０
３，０６７
３，０２６
３，０１５
２，９９９
２，９６７
２，９５６
２，９３２
２，８９９
２，７０２

１，９１５

１，９８２
１，７２９

１，９３６
１，７００
１，５９２

ヒマラヤ 山 脈
カラコル ム 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
ヒマラヤ 山 脈
テンシャン 山 脈
エルブールズ 山 脈

カフカス 山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
アルプス山 脈
ピレネー 山 脈
シ チ リ ア 島
イタリア 半 島

タ ン ザ ニ ア
ケ ニ ア
ウガンダ ，コンゴ民 主 共 和 国

アラスカ山 脈
メ キ シ コ
メ キ シ コ

アンデス山 脈
エ ク ア ド ル

ニューギ ニ ア 島
ニュージーランド南 島
ニュージーランド北 島

８，８４８
８，６１１
８，５８６
８，１６３
８，１２6
８，０９１
６，９９５
５，６７0

５，６42
４，８10
４，６３４
４，478
４，１５８
３，４０４
３，３３0
１，２８１

　　　　　
５，８９５
５，１９９
５，１１０

６，１９４
５，675
５，４26

６，９59
５，911

５，０３０
３，７５４
２，５１８

４，８９７
３，７９４

＊カ ス ピ 海
ス ペ リ オ ル 湖
ヴ ィ クト リ ア 湖
ヒ ュ ー ロ ン 湖
ミ シ ガ ン 湖
タ ン ガ ニ ー カ 湖
バ イ カ ル 湖

＊ア ラ ル 海
マ ラ カ イ ボ 湖
チ チ カ カ 湖

琵 　 琶 　 湖〔 滋 賀 〕
霞 　 ケ 　 浦〔 茨 城 〕
サ ロ マ 湖〔 北 海 道 〕
猪 苗 代 湖〔 福 島 〕
中 　 海〔 島 根・鳥 取 〕
屈 斜 路 湖〔 北 海 道 〕
宍 　 道 　 湖〔 島 根 〕
支 笏 湖〔 北 海 道 〕
十 和 田 湖〔 青 森・秋 田 〕
田 　 沢 　 湖〔 秋 田 〕

１０４
１２
２０
９４
１７

１１８
６

３６０
３２７
４２３

６７０
１６８
１５２
１０３
８６
８０
７９
７８
６１
２６

３７４，０００
８２，３６７
６８，８００
５９，５７０
５８，０１６
３２，０００
３１，５００
16，6００
１３，０１０
８，３７２

１，０２５
４０６
８４

２２８
２８１

１，４７１
１，７４１

9
６０

２８１

＊印は塩 湖

アジア
オ ビ 川
エ ニ セ イ 川
レ ナ 川
長 江（ 揚 子 江 ）
ア ム ー ル 川
ガンジス（ガンガ ）川
ブラマプトラ川
黄 河
メ コ ン 川
ユーフラテス川

ヨーロッパ
ヴ ォ ル ガ 川
ド ナ ウ 川
ド ン 川
ラ イ ン 川
セ ー ヌ 川
テ ム ズ 川
アフリカ

コ ン ゴ 川
ナ イ ル 川
ニジェール 川
ザ ン ベ ジ 川
北アメリカ

ミシシッピ 川
セントローレンス川
ユ ー コ ン 川
コ ロ ラ ド 川
リオグランデ 川
南アメリカ

ア マ ゾ ン 川
ラ プ ラ タ 川
オ リ ノ コ 川
オセアニア

マ リ ー 川

北海道
石 狩 川
十 勝 川
東北
北 上 川
最 上 川
阿 武 隈 川
雄 物 川
関東
利 根 川
荒 川
多 摩 川
中部
信 濃 川
木 曽 川
阿 賀 野 川
天 竜 川
富 士 川
九 頭 竜 川
大 井 川
近畿
淀 川
熊 野 川
紀 ノ 川
中 国 ・ 四 国
江 の 川
吉 野 川
高 梁 川
四 万 十 川
旭 川
太 田 川
仁 淀 川
九州
筑 後 川
大 淀 川
球 磨 川

１４，３３０
９，０１０

１０，１５０
７，０４０
５，４００
４，７１０

１６，８４2
２，９４０
１，２４０

１１，９００
９，１００
７，７１０
５，０９０
３，９９０
２，９３０
１，２８０

８，２４０
２，３６０
１，７５０

３，９００
３，７５０
２，６７０
２，２７０
１，８１０
１，７１０
１，５６０

２，８６３
２，２３０
１，８８０

２６８
１５６

２４９
２２９
２３９
１３３

３２２
１７３
１３８

３６７
２２９
２１０
２１３
１２８
１１６
１６８

７５
１８３
１３６

１９４
１９４
１１１
１９６
１４２
１０３
１２４

１４３
１０７
１１５

２9，9００
２5，8００
２４，9００
１9，59０
１８，55０

１6，21０

９，８００
８，１００
７，６５０

１３，８００
８，１５０
４，３００
２，２４０

７７８
１３６

３７，０００
３３，４９０
１8，9００
１３，３００

３２，５００
１4，630
８，５５０
５，９００
５，７００

７０，５００
３１，０００
９，４５０

10，58０

５，５68１）

５，５５０
４，４００
６，３８０
４，４１６
２，５１０
２，８４０
５，４６４
４，４２５
２，８００

３，６８８
２，８５０
１，８７０
１，23０
   ７８０
   ３６５

４，６６７
６，６９５２）

４，184
２，736

5,969３）

３，０５８
３，１８５
２，３３３
３，０57

６，５１６
４，５００４）

２，５００

３，6725）

１）イルティシ川源流から　２）カゲラ川源流から　３）ミズーリ
川源流から　４）パラナ川源流から　5）ダーリング川源流から

面積
（km2）島　名 所　属 面積

（km2）島　名 所　属

（9）世界のおもな島 （10）日本のおもな島

グリーンランド

ニューギニア
カリマンタン

（ボルネオ）
マダガスカル
バッフィン
スマトラ
グレートブリテン
スラウェシ
南島
ジャワ
キューバ
北島

本 州
北 海 道
九 州
四 国
択 捉 島
国 後 島
沖 縄 島
佐 渡 島
大島（奄美大島）
対 馬
淡 路 島
屋 久 島
種 子 島

２２７，９76
７７，９８４
３６，７53
１８，301
３，１８３
１，４９９
１，２０８

８５５
７１3
６９7
５９２
５０５
４４５

北 海 道
北 海 道
沖
新 潟
鹿 児 島
長 崎
兵 庫
鹿 児 島
鹿 児 島

２，１７５，６００

７７１，９００

７３６，６００
５９０，３００
５１２，２００
４３３，８００
２１７，８００
１７９，４００
１５０，５００
１２６，１００
１１４，５００
１１４，３００

デンマーク
インドネシア
パプアニューギニア
インドネシア，マレーシア
ブルネイ
マダガスカル
カナダ
インドネシア
イギリス
インドネシア
ニュージーランド
インドネシア
キューバ
ニュージーランド

（１）地球の大きさ
子午線の全周40,007.864km

赤道の全周
40,074.912km

極半径
6,356.752km

赤道半径
6,378.137km

経度1度分の赤道の弧の長さ
111.319km

（赤道付近で）110.574ｋｍ
（極付近で）111.694ｋｍ

緯度1度分の子午線の
弧の長さ

（注）世界測地系による
地球の質量………………………５.９７2×１０２４kg
自転周期…………………………２３時間５６分４秒
公転周期  ……………………………３６５.２４２２日
地球の表面積…………………510，066，０００km２

地球の陸地の面積……………１４7，244，０００km２

地球の海の面積………………362，822，０００km２

地球の体積……………１，０８3，847，550，０００km3

北回帰線・南回帰線の緯度………２３°２６′21.４06″
（赤道面と軌道面の傾き）

（２）地球に関する極値 〔理科年表　平成26年,　ほか〕

 最　高　点 ８，８４８m エヴェレスト山（ヒマラヤ山脈）
 最　深　点 －１０，９２０m チャレンジャー海淵（太平洋，マリアナ海溝）
 最深の湖 －１，７４１m バイカル湖（ロシア）
 陸上の最低点 －４００m 死海の湖面（イスラエル，ヨルダン）
 最高気温 ５6.7℃ デスヴァレー（アメリカ合衆国）
 最低気温 －67.8℃ ヴェルホヤンスク（ロシア），
   オイミャコン（ロシア）（北半球）
  －89.２℃ ヴォストーク基地（南極）（南半球）
 最多年降水量 ２６，４６7mm チェラプンジ（インド）
 最少年平均降水量 ０.76mm アリーカ（チリ）

合計特殊出生率
2012年

世界平均　2.47
　上位
①ニジェール 7.57
②マリ 6.85
③ソマリア 6.67
④チャド 6.38
⑤ブルンジ 6.12
　下位
①サンマリノ 1.26
②ボスニア・ヘルツェゴビナ 1.27
③ポルトガル 1.28
④シンガポール 1.29
⑤韓国 1.30
　日本 1.41

対内直接投資額
（ネット， 億ドル）
2012年

①中国 2,535
②アメリカ合衆国 2,038
③ブラジル 761
④シンガポール 567
⑤オーストラリア 566
⑥イギリス 561
⑦ロシア 507
⑧カナダ 431
⑨アイルランド 410
⑩スペイン 362
　日本 25

ODA実績（DAC諸国）
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 307
②イギリス 139
③ドイツ 129
④フランス 120
⑤日本 106
⑥カナダ 57
⑦オランダ 55
⑧オーストラリア 54
⑨スウェーデン 52
⑩ノルウェー 48

ODA受取額
（億ドル）
2012年

①アフガニスタン 67
②ベトナム 41
③エチオピア 33
④トルコ 30
⑤コンゴ民主共和国 29
⑥タンザニア 28
⑦ケニア 27
⑧コートジボワール 26
⑨バングラデシュ 22
⑩モザンビーク 21

男性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　69

　上位
①アイスランド 80.7
②スイス 80.5
②サンマリノ 80.5
④イタリア 80.1
⑤イスラエル 79.9
⑤スウェーデン 79.9
　下位
①シエラレオネ 45.0
②中央アフリカ 47.0
③ボツワナ 47.3
④コンゴ民主共和国 47.6
⑤レソト 48.0
　日本 79.4

女性の平均寿命
2011年（歳）
世界平均　73

　上位
①サンマリノ 86.3
②日本 85.9
③フランス 85.7
④スペイン 85.6
⑤イタリア 85.3
　下位
①シエラレオネ 45.3
②ボツワナ 46.0
③スワジランド 48.2
④レソト 48.5
⑤モザンビーク 50.5

対外債務額
（億ドル）
2012年

①中国 7,540
②ブラジル 4,405
③インド 3,791
④メキシコ 3,549
⑤トルコ 3,375
⑥インドネシア 2,549
⑦ハンガリー 2,038
⑧南アフリカ共和国 1,375
⑨カザフスタン 1,370
⑩ウクライナ 1,351 

受入旅行者数
（百万人）
2012年

①フランス 83.0
②アメリカ合衆国 67.0
③中国 57.7
④スペイン 57.7
⑤イタリア 46.4
⑥トルコ 35.7
⑦ドイツ 30.4
⑧イギリス 29.3
⑨ロシア 28.2
⑩マレーシア 25.0

　日本 8.4

国際観光収入
（億ドル）
2012年

①アメリカ合衆国 2,001
②フランス 635
③スペイン 632
④中国 549
⑤ドイツ 516
⑥イギリス 460
⑦イタリア 430
⑧タイ 377
⑨オーストラリア 344
⑩トルコ 322

　日本 162

インターネット利用者率
（％）
2013年

①アイスランド 96.5
②ノルウェー 95.1
③スウェーデン 94.8
④デンマーク 94.6
⑤アンドラ 94.0
⑤オランダ 94.0
⑦リヒテンシュタイン 93.8
⑦ルクセンブルク 93.8
⑨フィンランド 91.5
⑩モナコ 90.7

　日本 86.3

貧困率＊
＊1日1.25ドル未満でくらす人の割合
2003～11年（％）

①コンゴ民主共和国 87.7
②リベリア 83.8
③ブルンジ 81.3
③マダガスカル 81.3
⑤ザンビア 74.5
⑥ナイジェリア 68.0
⑦タンザニア 67.9
⑧ルワンダ 63.2
⑨中央アフリカ 62.8
⑩チャド 61.9
数値が公表されている国による順位
調査年次は国により異なる

在外邦人数
（人）
2013年

①アメリカ合衆国 412,639
②中国 135,078
③オーストラリア 81,981
④イギリス 67,148
⑤カナダ 62,349
⑥タイ 59,270
⑦ブラジル 56,217
⑧ドイツ 37,393
⑨韓国 36,719
⑩フランス 32,579

穀物自給率
（％）
2009年

①パラグアイ 264
②アルゼンチン 252
③オーストラリア  241
④ウルグアイ 238
⑤ウクライナ 204
⑥リトアニア 187
⑦ラトビア 182
⑧カナダ 180
⑨カザフスタン 176
⑨ハンガリー  176

　日本 26

1人あたりエネルギー消費量
2010年（石油換算，㎏）
世界平均　1,512

①カタール 19,588
②トリニダード・トバゴ 17,587
③クウェート 11,998
④ブルネイ 9,393
⑤アラブ首長国連邦 9,151
⑥ルクセンブルク 8,556
⑦バーレーン 8,369
⑧オマーン 8,132
⑨アイスランド 7,238
⑩カナダ 6,519

　日本 3,177

原油の生産量
2013年（万ｔ）

世界合計　413,290
①サウジアラビア 54,230
②ロシア 53,140
③アメリカ合衆国 44,620
④中国 20,810
⑤カナダ 19,300
⑥イラン 16,610
⑦アラブ首長国連邦 16,570
⑧イラク 15,320
⑨クウェート 15,130
⑩メキシコ 14,180

　日本 58

日本の地方自治体との
姉妹都市数（件）

2014年

①アメリカ合衆国  440
②中国  355
③韓国 154
④オーストラリア  108
⑤カナダ  70
⑥ブラジル  57
⑦ドイツ  54
⑧フランス  49
⑨ロシア 43
⑩ニュージーランド  41

（11）現代社会を考える統計（世界）〔World Bank資料，ほか〕

地球, 世界, 日本の統計　 現代社会を考える統計（世界） 現代社会を考える統計（日本）　 都道府県別統計
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2044
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1557
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赤数字 おもな国からの輸入額（億円）
日本の農産物の輸入ー２０１５年ー
２０００億円未満 ２０００～５０００億円 ５０００億～１兆円 １兆円以上 0 3000㎞

［農林水産省資料］
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ザンビア

アメリカ合衆国
フランス

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

日本

栄養不足の人口の割合（国・地域別）
ー2011～13年平均ー

３０％以上

１５～３０

５～１５

５％未満

資料なし

0 3000㎞

［FAO資料］

ア

イ

ウ

1990
～92年

2005
～07年

8.3
億人

8.4
億人

中・南アメリカ 6.6

アジア・太平洋 71.1％

66.4％

アフリカ20.5

24.8

中東 1.8

5.6 3.2

3155

アルゼンチン アメリカ
合衆国

フランス コンゴ
民主共和国

ザンビア バングラデシュ 日本

3639 3524

1727
（2009年） 1937

2429 2719

穀物自給率（国・地域別） －2011年－

120%以上

100～120

80～100

50～80

50%未満

資料なし

カナダ

アメリカ合衆国

インド

オーストラリア

フランス

中 国

イギリス
ドイツ

ブラジル

南アフリカ
共和国

日本
28%

最高：ウルグアイ
311％

ロ シ ア

0 3000㎞

アフリカ
輸出用の農作物の生
産が中心で，国内消
費用の穀物が不足し
ている国が多い。

穀物自給率は先
進国のなかでも
低い。主要な食
料を海外からの
輸入にたよる。

急速な工業化によ
り，将来の食料不
足が予想される。

自給率176％の
農業国で，EU域
内などに輸出。

［農林水産省資料］

中国
19.9%

アメリカ合衆国
15.7

インド
10.6

その他
36.6

カナダ 2.4
ウクライナ 2.3

インドネシア 3.2 ロシア 3.3
フランス 2.4 ブラジル 3.6

世界総計
27.8億t

［FAOSTAT］

カナダ イギリス

フランス

ブラジル

南アフリカ
共和国

※

※
※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

※

ドイツ

インド

アメリカ合衆国
中　国

ロ　シ　ア

日本

オーストラリア

※
※

※

※

※

※

※

※

0 3000㎞

食料援助を受けている国・地域ー２００６～０９年ー
１億ドル以上

５０００万～１億

５０００万ドル未満 １０００万ドル以上の
拠出金提供国－２００９年－

※援助を受けているが，拠出金
も出している国－２００９年－

  援助を受けていないが（拠出金も出していない国，など）その他［WFP資料］
［WFP資料, ほか］

＊WFPは各国からプロジェクトごとに拠出金を募っている。

0 2 4 6 8 10（ドル）

8.9

6.2

4.8

2.2

1.6

1.6

ノ ル ウ ェ ー
アメリカ合衆国
オ ラ ン ダ
イ ギ リ ス
ド イ ツ
日 本

日本へ

オーストラリア南アフリカ
共和国

フランス

イギリス
ドイツ

カナダ

アメリカ合衆国

アルゼンチン

ブラジル

ロ　シ　ア

中国 日本

インド

タイ

フィリピンへ

0 3000㎞

－1点=10万t－

米・小麦の主要栽培地
－2001年－
米 小麦

米・小麦のおもな貿易
50万t以上

小麦－2011年－

　米 －2011年－
200万t以上

［FAOSTAT, ほか］

世界の食料問題
ねらい 各国の栄養状況をみると，先進国では食料が満たされている一 方，開発途上国とくにアフ

リカの多くの国では食料不足が深刻である。アメリカ合衆国，カナダ，ロシア などで食料となる穀物の生
産量は高いが，開発途上国には食料生産も十分に行えない国もある。国ごと の生産と消費に大きなかた
よりがあり，課題解決には国際的な協力が不可欠になってくる。

かたよる世界の栄養状況1

かたよる食料の需給2

キ
ワ
ー
ード 穀物自給率と

食料自給率
自給率とは，消費される食
料のうち，国内産の割合の
ことをいう。100％未満は
国内産だけでまかなえて
いないことを表す。
穀物自給率は穀物の生産
量でみた自給率のこと。食
料自給率は，食品を品目ご
とにカロリーに換算して集
計したものである。食料自
給率でみても日本は39％
と，輸入に大きく依存して
いる。

キ
ワ
ー
ード ハンガーマップ

国ごとの飢餓状
況を，栄養不足人口の
割合により色分けして
表現した地図。最も高
い赤色に着色された国
では，全人口の30％以
上が栄養不足の状態 
にある。世界の人口の
8人に１人が飢えに苦
しんでいる。

解説 1960年に79％だった食料自給率は，食生活の多様化や穀物の輸入量 
増加などを背景に半減，近年は40％前後で推移している。輸入量の多い国の
内訳としてアメリカ合衆国の穀物類，中国の加工食品などが挙げられる。

輸入に依存する日本の食料

基礎
 知識 世界の米・小麦のおもな生産地と貿易

世界の栄養状況を示す「ハンガーマップ」からは，先進国など食料に困らないところと，ア
フリカなど深刻な食料不足となっているところが一目でわかる。

ナビ

穀物自給率が100％をこえ，自国で穀物をまかなえるだけでなく海外に輸出する国がある一方，工
業生産が中心で農業がさかんでなかったり，国土が農業生産に適さなかったりなどの理由で自給

率が低い国も多い。

ナビ

米のおもな栽培地は中国南部や東南アジア，南アジアであり，小麦のおもな栽培地はカナダからアメリカ
合衆国，アルゼンチン，ヨーロッパや中国北部などである。アフリカや南米中央部では，米・小麦ともに栽

培地が少ない。輸入は西アフリカや西アジア，日本が多い。

ナビ

a世界のハンガーマップ

●ア栄養失調に苦しむ子ども
　（セネガル 2014年）

セネガルをはじめとするア
フリカのサヘル地域では，
干ばつなどが原因で，食料
危機が続き，栄養失調で
命を落とす子どもも少なく
ない。

●イダイエットの指導を受ける
少年（ドイツ 2014年）
先進国では，栄養過多で肥
満になる人も多い。子ども
の肥満も増えており，健康
をそこねると危惧されてい
る。

b地域別栄養不足人口の変化（発展途上国）

■c１人１日あたりのカロリー
　摂取量（kcal）－2011年－

b世界の穀物生産量a世界の穀物自給率（重量ベース）

■bおもな農産物の輸入先
■a農産物の輸入と食料自給率の推移

■a米・小麦の生産と移動

国際機関による食料援助3 世界には，紛争や自然災害による飢餓で命の危機にさらされている人々が数多く存在す 
る。WFP 国連世界食糧計画は，飢餓に苦しむ地域への食料援助や子どもたちのための 

給食支援，妊産婦や乳幼児の栄養補給のための食料援助などを行っている。

ナビ

a国連WFPによる食料援助を受けている国々

ウ学校給食プログラムによる支援（モザンビーク）
貧しい家庭の子どもが積極的に学校に通えるよう，
学校給食を援助している。

b国連WFPへの1人あたり拠出金＊－2009年－

121121 122122

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”―「現代社会」の授業が格段に活きてくる―

「現代社会」の授業が活きるテーマ12選
特色

3

　誌面の左上には，それぞれのテーマでの問題点が一目でわかる地図を載せました。
このページでは，食料問題の学習には欠かせないハンガーマップを通して，どのような
地域で栄養失調に苦しんでいるのかなどを読み解けます。
　p.143「現代社会を考える統計」とあわせて活用すると，より具体的な数値まで理
解できます。

食料問題への理解が深まる！ p.143→

貧困率＊
＊1日1.25ドル未満でくらす人の割合
2003～11年（％）

①コンゴ民主共和国 87.7
②リベリア 83.8
③ブルンジ 81.3
③マダガスカル 81.3
⑤ザンビア 74.5
⑥ナイジェリア 68.0
⑦タンザニア 67.9
⑧ルワンダ 63.2
⑨中央アフリカ 62.8
⑩チャド 61.9
数値が公表されている国による順位
調査年次は国により異なる

例えば…

← p.121-122

　現代世界がかかえる諸課題について，環境，経
済，社会，国際，日本の5つの分野から，今日的で
重要な12のテーマを取り上げ，1見開き1テーマの
構成で，地図や図表を中心にまとめました。

充実のテーマ資料図ページ

［環境］
●環境問題への取り組み
●世界の資源・エネルギー問題

［経済］
●世界経済の現状
●世界のおもな地域経済統合

［社会］
●世界の人口問題
●世界の食料問題
●世界の宗教
●世界のさまざまな民族

［国際］
●今なお続く地域紛争
●世界の軍事情勢と

軍縮への取り組み
［日本］
●日本がかかえる人口問題
●日本の領土と主権

テーマ一覧（p.111-134に掲載）

日本に注目！

　各テーマに関わる日本の現状や課題
を，世界と日本の比較などを交えて説明
しました。

基礎知識

　現代世界の諸課題を理解するための基
礎となる，地理的事象の分布などを地図
で示し，生徒の理解がより深まるようにし
ました。

p.114 世界の資源の生産
p.115 世界の貿易
p.122 世界の米・小麦のおもな生産地と貿易
p.131 日本の人口分布

タイトル一覧

12テーマ
  掲載！

C

C

B
B

B

　「ねらい」，「ナビ」，「キーワード」を提示し，課題を導き出すヒントや読図のポイントを示していま
す。現代世界の諸課題やその現状について，順序立てて考えられます。

アクティブ・ラーニングにも対応した誌面構成

重要な用語などを丁
寧に解説しました。

C各図・資料を読み解くた
めの指針を示しました。

B見開きごとにテーマ全体
の意図を示しました。

A

A

16 17
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２０００億円未満 ２０００～５０００億円 ５０００億～１兆円 １兆円以上 0 3000㎞

［農林水産省資料］

カナダ イギリス

ドイツ

モザンビーク

ブルンジ

エチオピア
エリトリア

アンゴラ

インド

中　国

ハイチ

ブラジル

タイ

ロ　シ　ア

オーストラリア
南アフリカ
共和国

シエラレオネ

ニジェールセネガル

中央アフリカ

チャド

　    コンゴ
民主共和国

バングラデシュ

ザンビア

アメリカ合衆国
フランス

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

日本
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アフリカ
輸出用の農作物の生
産が中心で，国内消
費用の穀物が不足し
ている国が多い。

穀物自給率は先
進国のなかでも
低い。主要な食
料を海外からの
輸入にたよる。

急速な工業化によ
り，将来の食料不
足が予想される。

自給率176％の
農業国で，EU域
内などに輸出。

［農林水産省資料］
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食料援助を受けている国・地域ー２００６～０９年ー
１億ドル以上

５０００万～１億

５０００万ドル未満 １０００万ドル以上の
拠出金提供国－２００９年－

※援助を受けているが，拠出金
も出している国－２００９年－

  援助を受けていないが（拠出金も出していない国，など）その他［WFP資料］
［WFP資料, ほか］

＊WFPは各国からプロジェクトごとに拠出金を募っている。
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－1点=10万t－

米・小麦の主要栽培地
－2001年－
米 小麦

米・小麦のおもな貿易
50万t以上

小麦－2011年－

　米 －2011年－
200万t以上

［FAOSTAT, ほか］

世界の食料問題
ねらい 各国の栄養状況をみると，先進国では食料が満たされている一 方，開発途上国とくにアフ

リカの多くの国では食料不足が深刻である。アメリカ合衆国，カナダ，ロシア などで食料となる穀物の生
産量は高いが，開発途上国には食料生産も十分に行えない国もある。国ごと の生産と消費に大きなかた
よりがあり，課題解決には国際的な協力が不可欠になってくる。

かたよる世界の栄養状況1

かたよる食料の需給2

キ
ワ
ー
ード 穀物自給率と

食料自給率
自給率とは，消費される食
料のうち，国内産の割合の
ことをいう。100％未満は
国内産だけでまかなえて
いないことを表す。
穀物自給率は穀物の生産
量でみた自給率のこと。食
料自給率は，食品を品目ご
とにカロリーに換算して集
計したものである。食料自
給率でみても日本は39％
と，輸入に大きく依存して
いる。

キ
ワ
ー
ード ハンガーマップ

国ごとの飢餓状
況を，栄養不足人口の
割合により色分けして
表現した地図。最も高
い赤色に着色された国
では，全人口の30％以
上が栄養不足の状態 
にある。世界の人口の
8人に１人が飢えに苦
しんでいる。

解説 1960年に79％だった食料自給率は，食生活の多様化や穀物の輸入量 
増加などを背景に半減，近年は40％前後で推移している。輸入量の多い国の
内訳としてアメリカ合衆国の穀物類，中国の加工食品などが挙げられる。

輸入に依存する日本の食料

基礎
 知識 世界の米・小麦のおもな生産地と貿易

世界の栄養状況を示す「ハンガーマップ」からは，先進国など食料に困らないところと，ア
フリカなど深刻な食料不足となっているところが一目でわかる。

ナビ

穀物自給率が100％をこえ，自国で穀物をまかなえるだけでなく海外に輸出する国がある一方，工
業生産が中心で農業がさかんでなかったり，国土が農業生産に適さなかったりなどの理由で自給

率が低い国も多い。

ナビ

米のおもな栽培地は中国南部や東南アジア，南アジアであり，小麦のおもな栽培地はカナダからアメリカ
合衆国，アルゼンチン，ヨーロッパや中国北部などである。アフリカや南米中央部では，米・小麦ともに栽

培地が少ない。輸入は西アフリカや西アジア，日本が多い。

ナビ

a世界のハンガーマップ

●ア栄養失調に苦しむ子ども
　（セネガル 2014年）

セネガルをはじめとするア
フリカのサヘル地域では，
干ばつなどが原因で，食料
危機が続き，栄養失調で
命を落とす子どもも少なく
ない。

●イダイエットの指導を受ける
少年（ドイツ 2014年）
先進国では，栄養過多で肥
満になる人も多い。子ども
の肥満も増えており，健康
をそこねると危惧されてい
る。

b地域別栄養不足人口の変化（発展途上国）

■c１人１日あたりのカロリー
　摂取量（kcal）－2011年－

b世界の穀物生産量a世界の穀物自給率（重量ベース）

■bおもな農産物の輸入先
■a農産物の輸入と食料自給率の推移

■a米・小麦の生産と移動

国際機関による食料援助3 世界には，紛争や自然災害による飢餓で命の危機にさらされている人々が数多く存在す 
る。WFP 国連世界食糧計画は，飢餓に苦しむ地域への食料援助や子どもたちのための 

給食支援，妊産婦や乳幼児の栄養補給のための食料援助などを行っている。

ナビ

a国連WFPによる食料援助を受けている国々

ウ学校給食プログラムによる支援（モザンビーク）
貧しい家庭の子どもが積極的に学校に通えるよう，
学校給食を援助している。

b国連WFPへの1人あたり拠出金＊－2009年－

121121 122122

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”―「現代社会」の授業が格段に活きてくる―

「現代社会」の授業が活きるテーマ12選
特色

3

　誌面の左上には，それぞれのテーマでの問題点が一目でわかる地図を載せました。
このページでは，食料問題の学習には欠かせないハンガーマップを通して，どのような
地域で栄養失調に苦しんでいるのかなどを読み解けます。
　p.143「現代社会を考える統計」とあわせて活用すると，より具体的な数値まで理
解できます。

食料問題への理解が深まる！ p.143→

貧困率＊
＊1日1.25ドル未満でくらす人の割合
2003～11年（％）

①コンゴ民主共和国 87.7
②リベリア 83.8
③ブルンジ 81.3
③マダガスカル 81.3
⑤ザンビア 74.5
⑥ナイジェリア 68.0
⑦タンザニア 67.9
⑧ルワンダ 63.2
⑨中央アフリカ 62.8
⑩チャド 61.9
数値が公表されている国による順位
調査年次は国により異なる

例えば…

← p.121-122

　現代世界がかかえる諸課題について，環境，経
済，社会，国際，日本の5つの分野から，今日的で
重要な12のテーマを取り上げ，1見開き1テーマの
構成で，地図や図表を中心にまとめました。

充実のテーマ資料図ページ

［環境］
●環境問題への取り組み
●世界の資源・エネルギー問題

［経済］
●世界経済の現状
●世界のおもな地域経済統合

［社会］
●世界の人口問題
●世界の食料問題
●世界の宗教
●世界のさまざまな民族

［国際］
●今なお続く地域紛争
●世界の軍事情勢と

軍縮への取り組み
［日本］
●日本がかかえる人口問題
●日本の領土と主権

テーマ一覧（p.111-134に掲載）

日本に注目！

　各テーマに関わる日本の現状や課題
を，世界と日本の比較などを交えて説明
しました。

基礎知識

　現代世界の諸課題を理解するための基
礎となる，地理的事象の分布などを地図
で示し，生徒の理解がより深まるようにし
ました。

p.114 世界の資源の生産
p.115 世界の貿易
p.122 世界の米・小麦のおもな生産地と貿易
p.131 日本の人口分布

タイトル一覧

12テーマ
  掲載！

C

C

B
B

B

　「ねらい」，「ナビ」，「キーワード」を提示し，課題を導き出すヒントや読図のポイントを示していま
す。現代世界の諸課題やその現状について，順序立てて考えられます。

アクティブ・ラーニングにも対応した誌面構成

重要な用語などを丁
寧に解説しました。

C各図・資料を読み解くた
めの指針を示しました。

B見開きごとにテーマ全体
の意図を示しました。

A

A
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アメリカ合衆国 4.4 総人口 約72．6億人

インドネシア 3.5

ブラジル 2.8

〔世界人口年鑑 2014〕

アメリカ合衆国 22.4%

中国 13．3

その他 49．7

総額 約77.9兆ドル

ドイツ 4．9 〔World Bank 資料〕

イギリス 3．8日本5．9
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１人あたりのＧＮＩ（国・地域別） －2014年－
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※地図中の数値の
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（調査年次は
 国によって異なる） 〔World Bank資料，ほか〕
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1人あたりのGNIによる分類（国・地域別）－2014年－
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各国の四角形の大きさ
は人口に比例している。
※地図中の数値の単位は万人
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年平均人口増加率（国・地域別）－2010～2015年－

3.6％以上

2.6～3.6

1.6～2.6

0.6～1.6

0.6％未満

減少

資料なし

（調査年次は国によって異なる）
※地図中の数値の単位は％
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国の規模を表すおもな指標として，経済力と人口の二つの指標がある。この二つの指標を地図化すると，世界が
抱えるさまざまな問題が見えてくる。
ねらい

44 55現代社会を読み解く基礎データ
1 経済の地図

2 人口の地図

a  1人あたりのGNIでみる世界

a  人口増加率でみる世界

b  世界のGDP －2014年－

b  世界の人口 －2014年－

c  GDPを面積でおきかえた世界

c  人口を面積でおきかえた世界

キーワード

GDP（Gross Domestic Product 国内総生産）・GNI（Gross National Income
国民総所得）…ともに国の経済規模を示す指標。GDPは国内で生産され
た付加価値の合計。GNIはGDPに海外からの純所得を加えたもの。
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（年平均換算） GDP金額
（２０１４年）
１兆ドル地図中の数値は，GDP年平均成長率（％）

4兆6015億ドル
10兆3601億ドル

1兆8606億ドル

2兆669億ドル

18兆4587億ドルEU

2兆3461億ドル

17兆4190億ドル

0 3000㎞

EU
共通通貨ユーロを
もつ（➡P.117）。EU
全体の債務危機に
より低迷したが，よ
うやく復調傾向に。

日本
高い技術力の製造
業が経済を牽引し
てきたが，近年は
停滞している。

けん いん

BRICS
ブラジル，ロシア，インド，
中国，南アフリカの頭文
字をとった総称。近年，世
界経済で存在感を示して
いる新興工業国を指す。

アメリカ合衆国
世界一の経済大国。リー
マンショック以降落ち込
んだ景気は復調傾向にあ
るものの，勢いは弱い。

ア

イ

［World Development Indicators 2015, ほか］
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［International Trade Statistics 2013］
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中・南アメリカ

アメリカ
合衆国

国・地域別の輸出入総額に占める日本の割合－2014年ー
15%以上 10～15 5～10 1～5 1％未満 資料なし

＊EUの数値は，2014年現在加盟の28か国を合算している。

おもな国・地域との貿易－2014年－

1兆～5兆 5兆～10兆 10兆～15兆 15兆円以上輸入
1兆～5兆 5兆～10兆 10兆～15兆 15兆円以上輸出
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［International Migration
 Outlook 2010，ほか］
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［中国統計年鑑 2015, ほか］

1位

2～5位

6位以下および資料なし

各国・地域の輸出額に占める中国の順位－2014年－

原油
中国の輸入額が
多い国・地域（上
位15ヶ国）のおも
な輸入品目

1980年
181.2億ドル輸

入 2009年
1兆55.6億ドル

輸

出 2009年
1兆2016.6億ドル

1980年
200.2億ドル
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23.5％
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9.5
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20.8
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17.8
食料品
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14.5 6.7
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コンピュータ，自動車など
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鉄鉱石など
14.0

原油など
12.3

織物など
10.7

その他
11.211.2

［中国統計年鑑 2010, ほか］

P.4
「1人あたりの
GNIでみる世界」
を引き出して
　見よう

1 a

世界経済の現状
ねらい 世界には，アメリカ合衆国や日本などのように，長期にわた

りGDPや貿易額が安定的に上位に位置する経済大国がある一方で，活
発な経済成長を見せる新興国もある。たとえばGDPが急成長を遂げた
中国は，世界経済の鍵を握る大きな存在となっている。

GDPからみる世界経済1

aおもな国のGDPとGDP成長率

日本の貿易と経済成長の推移

基礎
 知識 世界の貿易

GDP成長率が高い国は
アジアやアフリカに多い。

またP.4①aの「1人あたりの
GNIでみる世界」によると，
1人あたりのGNIが低い
国において，GDP成長
率が高い傾向にある
こともわかる。

ナビ

世界の貿易は，ヨーロッパ（EU），北米（NAFTA）と，中国の三極構造になりつつある。ことに，地域統合を進 
め，そのなかで貿易を行う域内貿易がさかんになっている。

ナビ

GDP世界第7位の
経済規模を誇る。
2016年には夏季
オリンピックも開
催され，存在感が
高まっている。

ソ連崩壊後に経済が
混乱したが，石油や天
然ガスなど豊富な資
源の輸出が，経済的
な安定をもたらした。

中国につぐ人口を
抱え，経済成長が
めざましい。情報
技術産業に力を入
れており，各国の
企業からソフトウ 
ェア開発などを受
注している。

爆発的な経済成長を
遂げ，2010年には
GDPが世界第２位に。
30年以上にわたり，
年平均10％以上の経
済成長を堅持したが，
近年やや成長率が頭
打ちとなっている。

アフリカ諸国で唯一のG20メン
バー。1994年の民主化後，経済
成長を遂げている。2013年に
は北アフリカを除くアフリカ全土
のGDPの26.9％を占め，アフリ
カ経済を牽引する存在となって
いる。

■a増大する貿易 ■bおもな国・地域の貿易
相手－2014年－

ヒトの移動からみるグローバル化2

増大する中国の貿易3

■a外国人の移動と労働者数

グローバル化によって国外への出稼ぎや海
外旅行など，ヒトの移動も活発化している。

ナビ

中国の経済は1980年代以降，成長目覚まし 
く，ことに2004 ～ 10年の実質経済成長率は

毎年10％前後にもなった。高度経済成長の牽
けん

引
いん

役は，
安価な労働力に支えられた輸出産業で，多くの外国資
本をよび込んでいる。

ナビ

■c日本の経済成長率

■a日本の貿易

■b日本の鉱工業品の貿易－2014年－

b中国の経済成長率

a各国の輸出額に占める中国の順位

c中国の貿易品の変化

●アオリンピック開催決定を喜ぶ人々
　（ブラジル 2009年）

●イソフトウェア会社で働く
  　システムエンジニアたち（インド 2013年）

115115 116116

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”－「現代社会」の授業が格段に活きてくる－

「現代社会を読み解く基礎データ」と関連づけられる
特色

3

↑ p.115-116↑ p.4

　各テーマ資料図を見る際に一つの指標となる，各
国の豊かさや人口増加率を示した「現代社会を読み
解く基礎データ」を巻頭の折り込みページに配置しま
した。折り込みページを引き出し，各資料図と関連づ
けると，それぞれのテーマをより深く理解できます。

テーマ資料図を見る際に活用できる
「現代社会を読み解く基礎データ」

関連づけると関係性や傾向が見えてくる！
　p115①「GDPから見る世界経済」をp.4「現代社会を読み解く基礎データ」に
ある，“1人あたりのGNIでみる世界”と関連づけると，1人あたりのGNIが低い国
において，GDP成長率が高い傾向にあることが読み取れます。　　　
　また，“人口増加率でみる世界”と比較すると，人口が増加している国ほど，
GDP成長率が高い傾向にあることが読み取れます。

すべてのテーマ資料図ページで
豊かさや人口増加率を示した

「現代社会を読み解く基礎データ」と
関連づけできます！

巻頭の
折り込みを
開くと…

関連づけ

関連
づけ

↑ p.4 ↑ p.115-116

18 19

公
民
科
で
も
活
用
で
き
る
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アメリカ合衆国 4.4 総人口 約72．6億人

インドネシア 3.5

ブラジル 2.8

〔世界人口年鑑 2014〕

アメリカ合衆国 22.4%

中国 13．3

その他 49．7

総額 約77.9兆ドル

ドイツ 4．9 〔World Bank 資料〕
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１人あたりのＧＮＩ（国・地域別） －2014年－
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※地図中の数値の
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（調査年次は
 国によって異なる） 〔World Bank資料，ほか〕
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各国の四角形の大きさ
はGDPに比例している。
※地図中の数値の単位は億ドル

1人あたりのGNIによる分類（国・地域別）－2014年－
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各国の四角形の大きさ
は人口に比例している。
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〔国連統計局資料，ほか〕

年平均人口増加率（国・地域別）－2010～2015年－
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2.6～3.6

1.6～2.6

0.6～1.6

0.6％未満

減少

資料なし

（調査年次は国によって異なる）
※地図中の数値の単位は％
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国の規模を表すおもな指標として，経済力と人口の二つの指標がある。この二つの指標を地図化すると，世界が
抱えるさまざまな問題が見えてくる。
ねらい

44 55現代社会を読み解く基礎データ
1 経済の地図

2 人口の地図

a  1人あたりのGNIでみる世界

a  人口増加率でみる世界

b  世界のGDP －2014年－

b  世界の人口 －2014年－

c  GDPを面積でおきかえた世界

c  人口を面積でおきかえた世界

キーワード

GDP（Gross Domestic Product 国内総生産）・GNI（Gross National Income
国民総所得）…ともに国の経済規模を示す指標。GDPは国内で生産され
た付加価値の合計。GNIはGDPに海外からの純所得を加えたもの。
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GDP年平均成長率（国・地域別）－２００９～２０１３年－

７％以上

５．０～７．０

３．０～５．０

０～３．０

０％未満 資料なし

（年平均換算） GDP金額
（２０１４年）
１兆ドル地図中の数値は，GDP年平均成長率（％）

4兆6015億ドル
10兆3601億ドル

1兆8606億ドル

2兆669億ドル

18兆4587億ドルEU

2兆3461億ドル

17兆4190億ドル

0 3000㎞

EU
共通通貨ユーロを
もつ（➡P.117）。EU
全体の債務危機に
より低迷したが，よ
うやく復調傾向に。

日本
高い技術力の製造
業が経済を牽引し
てきたが，近年は
停滞している。

けん いん

BRICS
ブラジル，ロシア，インド，
中国，南アフリカの頭文
字をとった総称。近年，世
界経済で存在感を示して
いる新興工業国を指す。

アメリカ合衆国
世界一の経済大国。リー
マンショック以降落ち込
んだ景気は復調傾向にあ
るものの，勢いは弱い。

ア

イ

［World Development Indicators 2015, ほか］
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［International Trade Statistics 2013］
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EU 60.4％

中国 3.6
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輸出 6943億ドル
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合衆国

18.6％
EU

10.4 その他 33.97.5

その他 42.6中国
22.3％ 9.5 8.8

アラブ首長国連邦 5.1
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アメリカ合衆国

EU

アメリカ合衆国
輸出 1兆6197億ドル 日本 4.1

中国 7.6

その他
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メキシコ輸入 2兆3460億ドル
その他
29.3

中国
19.9％

EU
17.8

カナダ
14.8 12.5

メキシコ 日本 5.7
［UN Comtrade］

中国

西アジア

ASEAN

EU

オーストラリア・
ニュージーランド

中・南アメリカ

アメリカ
合衆国

国・地域別の輸出入総額に占める日本の割合－2014年ー
15%以上 10～15 5～10 1～5 1％未満 資料なし

＊EUの数値は，2014年現在加盟の28か国を合算している。

おもな国・地域との貿易－2014年－

1兆～5兆 5兆～10兆 10兆～15兆 15兆円以上輸入
1兆～5兆 5兆～10兆 10兆～15兆 15兆円以上輸出

［財務省
貿易統計, ほか］
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［世界銀行資料］
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日本を100としたときの1人あたり
GNI（国・地域別）‒2008年‒

おもな国の外国人の移動
（3万人以上）‒2008年‒

おもな国の外国人
労働者数‒2008年‒
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［International Migration
 Outlook 2010，ほか］
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［中国統計年鑑 2015, ほか］

1位

2～5位

6位以下および資料なし

各国・地域の輸出額に占める中国の順位－2014年－

原油
中国の輸入額が
多い国・地域（上
位15ヶ国）のおも
な輸入品目

1980年
181.2億ドル輸

入 2009年
1兆55.6億ドル

輸

出 2009年
1兆2016.6億ドル

1980年
200.2億ドル

原油・石炭など
23.5％

織物衣服など
22.1

食料品
16.5

おもちゃ，靴，など
15.7

その他
12.7

大豆油など
9.5

プラスチック製品など

おもちゃ，靴，家具など
24.9

衣服など
15.4

電気・電子機器，船など
49.1％ 5.2 5.4

その他

電子部品・自動車など
25.6％

その他
軽工業品ゴムなど

20.8
非食用原料

17.8
食料品
14.6

農薬など
14.5 6.7

プラスチック製品など

コンピュータ，自動車など
40.6％

鉄鉱石など
14.0

原油など
12.3

織物など
10.7

その他
11.211.2

［中国統計年鑑 2010, ほか］

P.4
「1人あたりの
GNIでみる世界」
を引き出して
　見よう

1 a

世界経済の現状
ねらい 世界には，アメリカ合衆国や日本などのように，長期にわた

りGDPや貿易額が安定的に上位に位置する経済大国がある一方で，活
発な経済成長を見せる新興国もある。たとえばGDPが急成長を遂げた
中国は，世界経済の鍵を握る大きな存在となっている。

GDPからみる世界経済1

aおもな国のGDPとGDP成長率

日本の貿易と経済成長の推移

基礎
 知識 世界の貿易

GDP成長率が高い国は
アジアやアフリカに多い。

またP.4①aの「1人あたりの
GNIでみる世界」によると，
1人あたりのGNIが低い
国において，GDP成長
率が高い傾向にある
こともわかる。

ナビ

世界の貿易は，ヨーロッパ（EU），北米（NAFTA）と，中国の三極構造になりつつある。ことに，地域統合を進 
め，そのなかで貿易を行う域内貿易がさかんになっている。

ナビ

GDP世界第7位の
経済規模を誇る。
2016年には夏季
オリンピックも開
催され，存在感が
高まっている。

ソ連崩壊後に経済が
混乱したが，石油や天
然ガスなど豊富な資
源の輸出が，経済的
な安定をもたらした。

中国につぐ人口を
抱え，経済成長が
めざましい。情報
技術産業に力を入
れており，各国の
企業からソフトウ 
ェア開発などを受
注している。

爆発的な経済成長を
遂げ，2010年には
GDPが世界第２位に。
30年以上にわたり，
年平均10％以上の経
済成長を堅持したが，
近年やや成長率が頭
打ちとなっている。

アフリカ諸国で唯一のG20メン
バー。1994年の民主化後，経済
成長を遂げている。2013年に
は北アフリカを除くアフリカ全土
のGDPの26.9％を占め，アフリ
カ経済を牽引する存在となって
いる。

■a増大する貿易 ■bおもな国・地域の貿易
相手－2014年－

ヒトの移動からみるグローバル化2

増大する中国の貿易3

■a外国人の移動と労働者数

グローバル化によって国外への出稼ぎや海
外旅行など，ヒトの移動も活発化している。

ナビ

中国の経済は1980年代以降，成長目覚まし 
く，ことに2004 ～ 10年の実質経済成長率は

毎年10％前後にもなった。高度経済成長の牽
けん

引
いん

役は，
安価な労働力に支えられた輸出産業で，多くの外国資
本をよび込んでいる。

ナビ

■c日本の経済成長率

■a日本の貿易

■b日本の鉱工業品の貿易－2014年－

b中国の経済成長率

a各国の輸出額に占める中国の順位

c中国の貿易品の変化

●アオリンピック開催決定を喜ぶ人々
　（ブラジル 2009年）

●イソフトウェア会社で働く
  　システムエンジニアたち（インド 2013年）

115115 116116

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”－「現代社会」の授業が格段に活きてくる－

「現代社会を読み解く基礎データ」と関連づけられる
特色

3

↑ p.115-116↑ p.4

　各テーマ資料図を見る際に一つの指標となる，各
国の豊かさや人口増加率を示した「現代社会を読み
解く基礎データ」を巻頭の折り込みページに配置しま
した。折り込みページを引き出し，各資料図と関連づ
けると，それぞれのテーマをより深く理解できます。

テーマ資料図を見る際に活用できる
「現代社会を読み解く基礎データ」

関連づけると関係性や傾向が見えてくる！
　p115①「GDPから見る世界経済」をp.4「現代社会を読み解く基礎データ」に
ある，“1人あたりのGNIでみる世界”と関連づけると，1人あたりのGNIが低い国
において，GDP成長率が高い傾向にあることが読み取れます。　　　
　また，“人口増加率でみる世界”と比較すると，人口が増加している国ほど，
GDP成長率が高い傾向にあることが読み取れます。

すべてのテーマ資料図ページで
豊かさや人口増加率を示した

「現代社会を読み解く基礎データ」と
関連づけできます！

巻頭の
折り込みを
開くと…

関連づけ

関連
づけ

↑ p.4 ↑ p.115-116
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おもな紛争地域（すでに解決ずみの問題も含む）
領土・資源問題 民族・宗教・言語問題 政変・政治介入・その他

現在内戦や反政府運動がおこっているおもな地域－2009年－

［THE MILITARY
 BALANCE 2010, ほか］
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シンチヤンウイグル自治区問題 南北スーダンの内戦
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（注）ユーゴスラビアにも派遣（国連）
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日本のPKO派遣地

（青字は派遣期間）
（※）自衛隊以外の派遣
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 2011年１月 チュニジアで民主化デモが発生，
アリー政権崩壊

 ２月 リビア内戦突入
エジプトのムバラク政権崩壊

 3月 シリア内戦突入
 10月 リビアの指導者カダフィ死亡
 12月 イエメンで挙国一致内閣発足

ヨルダンで政権交代
 2013年以降 イスラーム過激派組織によるテロ

や占領が相次ぐ
 2014年６月 ISILが国家樹立を宣言
 2015年１月 ISILが日本人を拉致殺害
 11月 パリ同時多発テロ（ISILが犯行声明）
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1人あたりの域内総生産－2012年－
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ロシア人の割合が20％を超える州・地域
はロシア人の割合（％）－2001年－
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［WORLD ENERGY 
ATLAS 7th edition，ほか］

オクリミアのロシア編入を 
問う住民投票
 （ウクライナ 2014年）
ウクライナ全体ではロシア
系の住民は少数派だが，ク
リミア半島では５割を超え
る。住民投票では多くがロ
シア編入に賛成した。

今なお続く地域紛争
ねらい 世界ではさまざまな地域紛争が起こっている。原因 は宗教や民族の

違い，領土問題などが多いが，背景には植民地支配や大国の利 権がかかわって
いることもある。それぞれの紛争の原因や影響について調べ， 共通点や相違点
を考えてみよう。

世界のおもな紛争地域1

キ
ワ
ー
ード アラブの春

2011年に，チュニジア
で発生した民主化運動に端を
発するアラブ世界での政治騒
乱。中東・北アフリカ諸国に
拡大し，大統領の退陣や政権
交代など大規模な政治変動 
となった。シリアではアサド
政権により反政府デモは厳し
く弾圧され，内戦が激化した。

解説 PKO（国連平和維持活動）とは，地域紛争の拡大を防止し，解決を促進する活動。国連加盟国が自発的に提供した部隊
を編成し，紛争当事国の同意を得て，平和維持軍や監視団として派遣される。

日本の国際貢献

武力以外の手段で争いを解決する努力が重ねられ，領土や資源をめぐる争いは数を減らしてい
る。だが民族や宗教の違いによる争いは続いており，なかには半世紀以上にわたって紛争が長

引いている地域もある。

ナビ

解説 2014年６月，過激派組織ISIL（「イスラム国」）を率いるアブ・バクル・バグダディが国家の樹立を宣言。反欧米・ジハー
ド（聖戦）を掲げ，シリア北部からイラク中部，2015年にはリビアまで勢力を拡大した。支配地域の石油資源を収入源に活動を
展開，過激なテロ行為を続けている。また多数の人質殺害の様子をネット上で公開し，世界を震撼させた。

解説 ウクライナは1991年，ソ連崩壊とともに独立。西部は親ヨーロ 
ッパ派のウクライナ人が多い農業地帯，東部はロシア系住民が多く豊
富な地下資源を持つ工業地帯で，GDPは東高西低である。2004年 
頃よりＥＵに支援される西部とロシアの庇護を受ける東部が対立，政
権が不安定となる。2014年，反政府デモによる親ロ政権の崩壊をき 
っかけに，東部のクリミア自治共和国が住民投票を経て独立とロシア
への編入を宣言。政府と内戦状態に陥った。

a世界のおもな紛争

●ア9.11同時多発テロ
（アメリカ合衆国ニュー
ヨーク 2001年）

中国の西端にあるシンチヤンウイグル自
治区に住むウイグル族はトルコ系民族で，
イスラームを信仰している人が多い。支
配層である漢族との軋

あつ

轢
れき

が絶えず，中国
政府が独立運動を厳しく取り締まって
いる。

スーダンは植民地時代，南北に分断され
て支配を受けていた背景があり，1956年
に南北間で内戦が勃発，2005年の終結
まで半世紀を要した。2011年に南スー
ダンは独立を果たしたが，民族対立を背
景にした政権争いにより，内戦状態が続
いている。イシンチヤンウイグル自治区で警戒にあたる

警官（中国 2014年５月） ウ内戦で負傷した子ども（南スーダン 2013年）

パレスチナ問題の変遷2
パレスチナ問題は，第二次世
界大戦後にこの地にユダヤ人

が入植し，イスラエルを建国したこと
に端を発する。その後60年以上にわ
たり，パレスチナ（アラブ人）とイスラ
エル（ユダヤ人）との間にたび重なる
紛争が発生しており，解決の糸口は見
えないままである。

ナビ ウクライナのクリミア危機4 ウクライナでは，ロシア系住民の多いクリミア自治共和国が独立を宣言したことによって，政
府側と激しく対立。親ロシア派をロシアが支援したこともあり，内戦に突入した。

ナビ

アラブの春とISILの台頭3 2011年イスラーム世界に民主化へ
の動き（アラブの春）が起き，シリア

では民主派の抑え込みにより内戦状態とな 
った。その後イスラームスンナ派の過激派組
織I

ア イ シ ル

S IL（「イスラム国」）が台頭，混迷の度合 
いを深めている。

ナビ

へん せん

aイスラエルとパレスチナの変遷

エ空爆で破壊された民家
 （イスラエル パレスチナ自治区 2015年）
パレスチナ人が居住するガザ地区では，イスラ
エル軍の激しい空爆により，民間人を含む多数
の犠牲者が出ている。

■a日本のPKO派遣

a I
ア イ シ ル

SIL（「イスラム国」）が勢力を強める地域

bシリア周辺の政変・事件

aウクライナのおもな天然ガス・石油パイプラインと域内総生産

127127 128128

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”―「現代社会」の授業が格段に活きてくる―

地図ページとあわせて活用するとより深まる
特色

3

パレスチナ問題に迫る

　イスラエルとパレスチナの変遷を資料図で確認できます。
p.29「イスラエル・パレスチナ」の地図や「ワンポイント解説」を
活用すると，ヨルダン川西岸のおもなパレスチナ自治区やイスラ
エルとシリアの停戦ラインを確認できます。また，国連監視区域
がゴラン高原にあること，死海周辺は海面下の低地帯であること
など，自然条件と関連づけて理解できます。

クリミアの民族・領土問題に迫る

　ロシアへのクリミア編入の問題で注目を集
めたウクライナの資源やロシア系住民の割合
に関する資料を掲載しました。p.45-46「ヨー
ロッパ東部・ロシア要部」（本資料p.2-3）の地
図を活用すると，ウクライナを取り巻く周辺国
家との結びつきが読み取れます。

アラブの春とISILの台頭に迫る

　2011年以降のイスラーム世界での民主化の
動きや，ISILの台頭について学習を深められま
す。p.27-28「中東要部」（本資料p.4-5）の地
図を活用すると，ISILの拠点となっているモス
ルの位置が確認でき，「ワンポイント解説」で
理解を深められます。

↑ p.29①イスラエル・パレスチナ（約70％に縮小） ↑ p.127-128

↑ p.29-30

関連づけ
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 2011年１月 チュニジアで民主化デモが発生，
アリー政権崩壊

 ２月 リビア内戦突入
エジプトのムバラク政権崩壊

 3月 シリア内戦突入
 10月 リビアの指導者カダフィ死亡
 12月 イエメンで挙国一致内閣発足

ヨルダンで政権交代
 2013年以降 イスラーム過激派組織によるテロ

や占領が相次ぐ
 2014年６月 ISILが国家樹立を宣言
 2015年１月 ISILが日本人を拉致殺害
 11月 パリ同時多発テロ（ISILが犯行声明）

海フゾア

鉄 ドネツ炭田
ドニエツク

ドニエプロ
ペトロフスク

ルハニシク
ウジホロド

ア

シ
ロ

ヤルタセヴァストポリ
海黒

クリム
（クリミア）

  半島

オデッサ

クリヴォイログ

ウ ク ラ イ ナ

チェルノブイリ

川ルプ
エ

ニド

キエフ

ヴィーンニツヤ

シンフェロポリ

バ
ド

ル
モ

ル ー マ ニ ア

川
ルテスニド

リヴィウ

シールラベ

ポ
ー
ラ
ン
ド

0 100㎞

1人あたりの域内総生産－2012年－

おもな天然ガスパイプライン
おもな原油パイプライン

ロシア人の割合が20％を超える州・地域
はロシア人の割合（％）－2001年－











5000ドル以上
4000～5000
3000～4000

2500～3000
2500ドル未満

［WORLD ENERGY 
ATLAS 7th edition，ほか］

オクリミアのロシア編入を 
問う住民投票
 （ウクライナ 2014年）
ウクライナ全体ではロシア
系の住民は少数派だが，ク
リミア半島では５割を超え
る。住民投票では多くがロ
シア編入に賛成した。

今なお続く地域紛争
ねらい 世界ではさまざまな地域紛争が起こっている。原因 は宗教や民族の

違い，領土問題などが多いが，背景には植民地支配や大国の利 権がかかわって
いることもある。それぞれの紛争の原因や影響について調べ， 共通点や相違点
を考えてみよう。

世界のおもな紛争地域1

キ
ワ
ー
ード アラブの春

2011年に，チュニジア
で発生した民主化運動に端を
発するアラブ世界での政治騒
乱。中東・北アフリカ諸国に
拡大し，大統領の退陣や政権
交代など大規模な政治変動 
となった。シリアではアサド
政権により反政府デモは厳し
く弾圧され，内戦が激化した。

解説 PKO（国連平和維持活動）とは，地域紛争の拡大を防止し，解決を促進する活動。国連加盟国が自発的に提供した部隊
を編成し，紛争当事国の同意を得て，平和維持軍や監視団として派遣される。

日本の国際貢献

武力以外の手段で争いを解決する努力が重ねられ，領土や資源をめぐる争いは数を減らしてい
る。だが民族や宗教の違いによる争いは続いており，なかには半世紀以上にわたって紛争が長

引いている地域もある。

ナビ

解説 2014年６月，過激派組織ISIL（「イスラム国」）を率いるアブ・バクル・バグダディが国家の樹立を宣言。反欧米・ジハー
ド（聖戦）を掲げ，シリア北部からイラク中部，2015年にはリビアまで勢力を拡大した。支配地域の石油資源を収入源に活動を
展開，過激なテロ行為を続けている。また多数の人質殺害の様子をネット上で公開し，世界を震撼させた。

解説 ウクライナは1991年，ソ連崩壊とともに独立。西部は親ヨーロ 
ッパ派のウクライナ人が多い農業地帯，東部はロシア系住民が多く豊
富な地下資源を持つ工業地帯で，GDPは東高西低である。2004年 
頃よりＥＵに支援される西部とロシアの庇護を受ける東部が対立，政
権が不安定となる。2014年，反政府デモによる親ロ政権の崩壊をき 
っかけに，東部のクリミア自治共和国が住民投票を経て独立とロシア
への編入を宣言。政府と内戦状態に陥った。

a世界のおもな紛争

●ア9.11同時多発テロ
（アメリカ合衆国ニュー
ヨーク 2001年）

中国の西端にあるシンチヤンウイグル自
治区に住むウイグル族はトルコ系民族で，
イスラームを信仰している人が多い。支
配層である漢族との軋

あつ

轢
れき

が絶えず，中国
政府が独立運動を厳しく取り締まって
いる。

スーダンは植民地時代，南北に分断され
て支配を受けていた背景があり，1956年
に南北間で内戦が勃発，2005年の終結
まで半世紀を要した。2011年に南スー
ダンは独立を果たしたが，民族対立を背
景にした政権争いにより，内戦状態が続
いている。イシンチヤンウイグル自治区で警戒にあたる

警官（中国 2014年５月） ウ内戦で負傷した子ども（南スーダン 2013年）

パレスチナ問題の変遷2
パレスチナ問題は，第二次世
界大戦後にこの地にユダヤ人

が入植し，イスラエルを建国したこと
に端を発する。その後60年以上にわ
たり，パレスチナ（アラブ人）とイスラ
エル（ユダヤ人）との間にたび重なる
紛争が発生しており，解決の糸口は見
えないままである。

ナビ ウクライナのクリミア危機4 ウクライナでは，ロシア系住民の多いクリミア自治共和国が独立を宣言したことによって，政
府側と激しく対立。親ロシア派をロシアが支援したこともあり，内戦に突入した。

ナビ

アラブの春とISILの台頭3 2011年イスラーム世界に民主化へ
の動き（アラブの春）が起き，シリア

では民主派の抑え込みにより内戦状態とな 
った。その後イスラームスンナ派の過激派組
織I

ア イ シ ル

S IL（「イスラム国」）が台頭，混迷の度合 
いを深めている。

ナビ

へん せん

aイスラエルとパレスチナの変遷

エ空爆で破壊された民家
 （イスラエル パレスチナ自治区 2015年）
パレスチナ人が居住するガザ地区では，イスラ
エル軍の激しい空爆により，民間人を含む多数
の犠牲者が出ている。

■a日本のPKO派遣

a I
ア イ シ ル

SIL（「イスラム国」）が勢力を強める地域

bシリア周辺の政変・事件

aウクライナのおもな天然ガス・石油パイプラインと域内総生産

127127 128128

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”―「現代社会」の授業が格段に活きてくる―

地図ページとあわせて活用するとより深まる
特色

3

パレスチナ問題に迫る

　イスラエルとパレスチナの変遷を資料図で確認できます。
p.29「イスラエル・パレスチナ」の地図や「ワンポイント解説」を
活用すると，ヨルダン川西岸のおもなパレスチナ自治区やイスラ
エルとシリアの停戦ラインを確認できます。また，国連監視区域
がゴラン高原にあること，死海周辺は海面下の低地帯であること
など，自然条件と関連づけて理解できます。

クリミアの民族・領土問題に迫る

　ロシアへのクリミア編入の問題で注目を集
めたウクライナの資源やロシア系住民の割合
に関する資料を掲載しました。p.45-46「ヨー
ロッパ東部・ロシア要部」（本資料p.2-3）の地
図を活用すると，ウクライナを取り巻く周辺国
家との結びつきが読み取れます。

アラブの春とISILの台頭に迫る

　2011年以降のイスラーム世界での民主化の
動きや，ISILの台頭について学習を深められま
す。p.27-28「中東要部」（本資料p.4-5）の地
図を活用すると，ISILの拠点となっているモス
ルの位置が確認でき，「ワンポイント解説」で
理解を深められます。

↑ p.29①イスラエル・パレスチナ（約70％に縮小） ↑ p.127-128

↑ p.29-30

関連づけ
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公民科の学習に関連した“テーマ資料図”―「現代社会」の授業が格段に活きてくる―

日本の国土の現状が理解できる地図・資料
特色

3

　p.159では日本の東西南北端や排他的経済水域，近隣諸国と
の位置関係などを端的にとらえられ，正しい国土理解を図るこ
とができます。また，p.133-134のテーマ資料図では，日本固有
の領土の歴史・変遷や現状について，理解を深められます。

日本の領土を取り巻く状況がわかる

日本の東西南北端の地図を新たに掲載

　与那国島，沖ノ鳥島，南鳥島，択捉島の地図を新
たに掲載しました。

NEW

↑ p.159①日本の位置とまわりの国々
（約55％に縮小）

NEW

22 23

西之島の話題も掲載

　西之島の拡大によって，排他的経済水域が広がる
可能性があることを紹介しています。
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国連PKO駐屯地

（計画中）

①1947年 ②1973年（第4次中東戦争） ③2010年
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シンチヤンウイグル自治区問題 南北スーダンの内戦

国連カンボジア
暫定統治機構
1992.9～93.9

国連ネパール
政治ミッション
2007.3～11.1

国連モザンビーク活動
1993.5～95.1

国連東ティモール支援団 2002.5～04.6
国連東ティモール統合ミッション
2007.1～08.2, 2010.9～12.9
 （※）

国連東ティモール・ミッション（※） 1999.7～9
国連東ティモール暫定行政機構 2002.2～5

第2次国連アンゴラ
監視団（※）
1992.9～10

国連スーダン
ミッション
2008.10～11.9

国連兵力引き離し
監視隊

1996.2～2013.1
国連ハイチ安定化
ミッション
2010.2～13.2

国連エルサルバドル
監視団（※）

1994.3～4

ざん てい

国連南スーダン
共和国ミッション
2011.11～

（注）ユーゴスラビアにも派遣（国連）

0 3000㎞

国連がPKOを派遣した
国・地域
日本のPKO派遣地

（青字は派遣期間）
（※）自衛隊以外の派遣

［国連資料, ほか］
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※範囲は2016年1月現在

［Institute for the 
study of War 資料］

 2011年１月 チュニジアで民主化デモが発生，
アリー政権崩壊

 ２月 リビア内戦突入
エジプトのムバラク政権崩壊

 3月 シリア内戦突入
 10月 リビアの指導者カダフィ死亡
 12月 イエメンで挙国一致内閣発足

ヨルダンで政権交代
 2013年以降 イスラーム過激派組織によるテロ

や占領が相次ぐ
 2014年６月 ISILが国家樹立を宣言
 2015年１月 ISILが日本人を拉致殺害
 11月 パリ同時多発テロ（ISILが犯行声明）
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1人あたりの域内総生産－2012年－

おもな天然ガスパイプライン
おもな原油パイプライン

ロシア人の割合が20％を超える州・地域
はロシア人の割合（％）－2001年－











5000ドル以上
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［WORLD ENERGY 
ATLAS 7th edition，ほか］

オクリミアのロシア編入を 
問う住民投票
 （ウクライナ 2014年）
ウクライナ全体ではロシア
系の住民は少数派だが，ク
リミア半島では５割を超え
る。住民投票では多くがロ
シア編入に賛成した。

今なお続く地域紛争
ねらい 世界ではさまざまな地域紛争が起こっている。原因 は宗教や民族の

違い，領土問題などが多いが，背景には植民地支配や大国の利 権がかかわって
いることもある。それぞれの紛争の原因や影響について調べ， 共通点や相違点
を考えてみよう。

世界のおもな紛争地域1

キ
ワ
ー
ード アラブの春

2011年に，チュニジア
で発生した民主化運動に端を
発するアラブ世界での政治騒
乱。中東・北アフリカ諸国に
拡大し，大統領の退陣や政権
交代など大規模な政治変動 
となった。シリアではアサド
政権により反政府デモは厳し
く弾圧され，内戦が激化した。

解説 PKO（国連平和維持活動）とは，地域紛争の拡大を防止し，解決を促進する活動。国連加盟国が自発的に提供した部隊
を編成し，紛争当事国の同意を得て，平和維持軍や監視団として派遣される。

日本の国際貢献

武力以外の手段で争いを解決する努力が重ねられ，領土や資源をめぐる争いは数を減らしてい
る。だが民族や宗教の違いによる争いは続いており，なかには半世紀以上にわたって紛争が長

引いている地域もある。

ナビ

解説 2014年６月，過激派組織ISIL（「イスラム国」）を率いるアブ・バクル・バグダディが国家の樹立を宣言。反欧米・ジハー
ド（聖戦）を掲げ，シリア北部からイラク中部，2015年にはリビアまで勢力を拡大した。支配地域の石油資源を収入源に活動を
展開，過激なテロ行為を続けている。また多数の人質殺害の様子をネット上で公開し，世界を震撼させた。

解説 ウクライナは1991年，ソ連崩壊とともに独立。西部は親ヨーロ 
ッパ派のウクライナ人が多い農業地帯，東部はロシア系住民が多く豊
富な地下資源を持つ工業地帯で，GDPは東高西低である。2004年 
頃よりＥＵに支援される西部とロシアの庇護を受ける東部が対立，政
権が不安定となる。2014年，反政府デモによる親ロ政権の崩壊をき 
っかけに，東部のクリミア自治共和国が住民投票を経て独立とロシア
への編入を宣言。政府と内戦状態に陥った。

a世界のおもな紛争

●ア9.11同時多発テロ
（アメリカ合衆国ニュー
ヨーク 2001年）

中国の西端にあるシンチヤンウイグル自
治区に住むウイグル族はトルコ系民族で，
イスラームを信仰している人が多い。支
配層である漢族との軋

あつ

轢
れき

が絶えず，中国
政府が独立運動を厳しく取り締まって
いる。

スーダンは植民地時代，南北に分断され
て支配を受けていた背景があり，1956年
に南北間で内戦が勃発，2005年の終結
まで半世紀を要した。2011年に南スー
ダンは独立を果たしたが，民族対立を背
景にした政権争いにより，内戦状態が続
いている。イシンチヤンウイグル自治区で警戒にあたる

警官（中国 2014年５月） ウ内戦で負傷した子ども（南スーダン 2013年）

パレスチナ問題の変遷2
パレスチナ問題は，第二次世
界大戦後にこの地にユダヤ人

が入植し，イスラエルを建国したこと
に端を発する。その後60年以上にわ
たり，パレスチナ（アラブ人）とイスラ
エル（ユダヤ人）との間にたび重なる
紛争が発生しており，解決の糸口は見
えないままである。

ナビ ウクライナのクリミア危機4 ウクライナでは，ロシア系住民の多いクリミア自治共和国が独立を宣言したことによって，政
府側と激しく対立。親ロシア派をロシアが支援したこともあり，内戦に突入した。

ナビ

アラブの春とISILの台頭3 2011年イスラーム世界に民主化へ
の動き（アラブの春）が起き，シリア

では民主派の抑え込みにより内戦状態とな 
った。その後イスラームスンナ派の過激派組
織I

ア イ シ ル

S IL（「イスラム国」）が台頭，混迷の度合 
いを深めている。

ナビ

へん せん

aイスラエルとパレスチナの変遷

エ空爆で破壊された民家
 （イスラエル パレスチナ自治区 2015年）
パレスチナ人が居住するガザ地区では，イスラ
エル軍の激しい空爆により，民間人を含む多数
の犠牲者が出ている。

■a日本のPKO派遣

a I
ア イ シ ル

SIL（「イスラム国」）が勢力を強める地域

bシリア周辺の政変・事件

aウクライナのおもな天然ガス・石油パイプラインと域内総生産

127127 128128

ユニバーサルデザイン,
アクティブ・ラーニングに対応

その他の

特色

↑ p.81-82①京阪神（部分）

↑ p.74

↑ p.127-128

　従来よりも光沢を抑えて光を反
射しにくく，さらに，地図に書き込み
がしやすい紙を開発しました。今ま
で以上に読み取りやすく，効果的に
学習できます（本資料は地図帳と同
じ紙を使用しています）。

地図帳用紙の研究を重ね,
より美しく,
書き込みも可能に

　農耕地や平野部などが鮮やかに
見えるように，通常の4色（赤・藍・
黄・黒）に特製のクサ色（緑色）を加
えた5色のインキで印刷しました。
　さらに，特別な赤・藍・黄の３色を
加えた計８色を使い分けることで，
美しい地図表現を追求しました。

５色印刷による
鮮やかな田や畑の色

　見開きの左側または右側に地域別の
インデックスを設置し，目的のページを
開きやすくしました。

見たいページを開きやすく

　地図中の地名・産物名等の文字は
読みやすいように配慮し，原則ペー
ジをまたがずに，書体・大きさにメリ
ハリをつけました。また，鉄道名と高
速道路名の色を変え，判別しやすく
しました。

文字表現の工夫

　クサ色（緑色）で等高線を書き加えることで，標高
の違いをより判別しやすくしました。
　色覚特性をもつ生徒も見やすいように，緑の地色に
赤い文字の組み合わせを極力避けました。また，国名や
都道府県名の赤い文字には黒でふち取りをしました。

カラーユニバーサルデザインに対応

　生徒の主体的・協働的な学習が促せるように，地図ページには「ワ
ンポイント解説」を提示し，着眼点を示しました。詳しくは，本資料
p.6-7をご覧ください。

アクティブ・ラーニングへの対応

152152
ナンニン［南寧］   9  H7
ナンリン山脈［南嶺］   10  I6S

【ニ】
ニアメ   32  F6
ニカラグア共和国   60  G - H6
ニカラグア湖   52  K8S
ニコシア   25  C3
ニコバル諸島   22  A5
ニコポリ   40  J1
 西インド諸島   50  F4S
ニジェール川   32  F6 - 7
ニジェール共和国   31  F - G6
西ガーツ山脈   23  D5 - 6
 西サハラ   31  D5
西シエラマドレ山脈   52  I7
西シベリア低地   47  J - K3 - 4
西水道（朝鮮海峡）   10  L5N
ニジニータギル   47  H - I4N
ニジニーノヴゴロド   47  G4
西フリージア諸島   35  D1
ニシュ   40  H2
ニース   33  G7N
ニーダーザクセン   36  F2N
ニネヴェ    25  D3
ニーム   35  D5N
ニューアイルランド島   65  H5N
ニューアーク   54  L3S
ニューイングランド   54  L - M2 - 3
 ニューオーリンズ   54  H5 - 6
ニューカースル   68  I6
ニューカッスル   33  E4 - 5
 ニューカレドニア島   68  K - L4N
ニューギニア島   65  G - H5N
ニューサウスウェールズ   67 - 68  G - H6
ニュージャージー   56  G3N
ニュージーランド   68  L8N
ニューハンプシャー   56  G2N
 ニューファンドランド島   51  N4 - 5
ニューブランズウィック   51  M5
ニューブリテン島   65  H5N
ニューヘヴン   54  L3S
ニューへブリディーズ諸島   66  I5
ニューマン   67  B4
ニューメキシコ   53  E - F5N
ニューヨーク（州）   54  K3
 ニューヨーク（市）   54  L3S
ニューヨークステートバージ運河   56  F - G2
 ニュルンベルク   36  F3N
ニンシヤ回族自治区［寧夏］   9  G - H4
ニンポー［寧波］   10  K6N

【ヌ】
ヌアクショット   31  D6N
ヌアディブー岬   31  D5S
ヌーク   51  N3S
ヌクアロファ   66  J6N
ヌクス   47  H5S
ヌーシャテル湖   35  E4N
 ヌナブト準州   51  J - K3
ヌビア砂漠   31  I5S
ヌーメア   66  I6N

【ネ】
ネイチヤン［内江］   9  G6N
ネヴァダ   53  C4N
 ネヴァダ原子力実験場    57  C4
ネグロ川   61  C3N
ネグロス島   20  I7N
ネゲヴ   29  A - B4
ネス湖   43  B2N
ネツァワルコヨトル   59  E5N
ネネツ自治管区   47  H - I3N
ネバダ山脈   33  E8
ネパール連邦民主共和国   24  F3N
ネーピードー   21  B3N
ネフド砂漠   25  D4N
ネブラスカ   53  F - G3
ネルチンスク   48  N4S
ネルトリンゲン   36  F3

【ノ】
ノヴァスコシア半島   51  M5
ノヴァヤゼムリャ   47  H2
ノヴァラ   36  E4
ノヴィサド   45  C4S
ノヴォクズネツク   47  K4
ノヴォシビルスク   47  K4
ノヴォシビルスク諸島   48  P - R2
ノヴォロシースク   47  F5
ノヴゴロド   47  F4N
ノガレス   53  D5S
ノーザンテリトリー   67  E - F4N
ノーサンバーランド諸島   68  I4N
ノーサンプトン   43  D4S
ノースウェスト準州   51  G - I3
ノースカロライナ   54  K5N
ノーススロープ   51  D - E3N
ノースダコタ   53  F - G2
ノッティンガム   43  D4
ノーフォーク［イギリス］   43  E4
ノーフォーク［アメリカ］   54  K4
ノーフォーク島   66  I6
ノーム   51  C3
ノモンハン    10  J2
ノリッジ   43  E4S
ノリリスク   48  K3N
ノルウェー王国   44  ②C2S
ノルウェー海   33  E - G2S
ノールチン岬   34  K - L1
ノルトライン・ヴェストファーレン   35 - 36  E2
ノルマンディー   33  E - F6N
ノール岬   34  K1

【ハ】
バイア   61  E4N
バイエルン   36  F3
バイカル=アムール鉄道   48  N - O4
バイカル湖   48  M4
ハイコウ［海口］   12  C6 - 7
 バイコヌール宇宙基地   15  B1
ハイチ共和国   60  J5N
ハイデラバード［パキスタン］   23  C3S
ハイデラバード［インド］   24  E5
ハイデルベルク   36  E3N
ハイナン［海南省］   12  B - C7N
 ハイナン島［海南］   12  B7
ハイフォン   21  D2S
ハイラル［海拉爾］ 
→フルンボイル［呼倫貝爾］   10  J2N
ハイランド   43  B - C2
ハイルブロン   36  F3N
パウエル湖   53  D4
ハウラー   24  G4
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パオシャン［宝山］   12  E4
パオチー［宝鶏］   11  B4
パオティン［保定］   10  J4N
パオトウ［包頭］   9  H3S
バギオ   20  I5S
パキスタン・イスラム共和国   23  B - C3
 ハーグ   35  D2N
バクー   25  D2S
パグウォッシュ   54  N2S
バグダッド   25  D3
バクー油田    25  E2S
バークレー   53  B4
バークレーダム   55  D3
バゴー   21  B3
パサディナ   57  C5N
バシー海峡   12  E6
 パース   67  B6
バス海峡   68  H7 - 8
 バスク   39  C2
バスラ   31  J4S
バセテール   60  L5
バーゼル   33  G6
バタ   32  F7S
バタアン半島   21  ②A - B2N
パタゴニア   62  C6 - 7
パターソン   56  G2S
パダノ=ヴェネタ平野   36  F4
バダホス   39  B3N
バタム島   22  C6S
パダン   22  C7N
バチカン市国   39  F2
パチューカ   59  E4S
白海   47  F3
バッキンガム   43  D4S
莫高窟    9  E - F3S
ハッテラス岬   54  K - L4S
バッファロー   54  K3
バッフィン島   51  L - M2 - 3
バッフィン湾   51  L - M2S
バーデンバーデン   36  E3
バトゥミ   25  D2S
パトカイ山脈   24  H - I3 - 4
パトス湖   62  D - E6N
ハドソン川   54  L3
ハドソン湾   51  K3S
パトナ   24  G3S
ハートフォード   54  L3
パトラス   40  H3
バトンルージュ   54  H5S
パナジ   23  D5S
バナバ島   66  I5N
 パナマ運河（地峡）   60  H - I6 - 7
パナマ共和国   60  H - I7
パナマシティ   52  L9N
バヌアツ共和国   66  I5S
ハノイ   21  D2S
ハノーファー   33  G5
ハバナ   52  K7S
バハマ国   60  I4N
バハマ諸島   52  L7
ハバロフスク   48  P5N
バハーワルプル   26  G4N
バビロン    27  D3
パプア   20  L10
パプアニューギニア独立国   65  H5N
パペエテ   66  K5S
ハボローネ   32  H10
ハマー   25  C3
バマコ   32  E6S
ハマーズリー山脈   67  B4
ハミ［哈密］   9  E3
 バーミアーン   15  C4N
 バミューダ諸島   52  M6S
パミール高原   23 - 24  D - E1
ハミルトン   55  E3N
バーミンガム   43  D4S
バーミンガム運河   43  C4
バーミングハム   54  I5N
ハムギョン山脈［咸鏡］   17  E1 - 2
パームスプリングス   57  C5N
バム鉄道→バイカル=アムール鉄道
   48  N - O4
ハムフン［咸興］   10  L3 - 4
パラ   61  D3
パライバ   61  F3
パラオ共和国   65  G4S
パラオ諸島   65  G4
パラグアイ川   61  D5N
パラグアイ共和国   61  C - D5N
ハラッパー    26  G3S
ハラド   25  D4
バラトン湖   45  C4
パラナ   61  D5
パラナ川   61  D5N
バラバク島   20  H7
ハラブ   25  C3
パラマリボ   61  D2
ハラレ   32  I9S
バランキジャ   61  B1
バリ   34  I7S
パリ   33  F6N
パリキール   65  H4
バリクパパン   22  F7N
ハリコフ   47  F4 - 5
ハリスバーグ   54  K3S
 バリ島   22  E - F8
ハリファクス   51  M5
パリ盆地   33  F6N
ハリヤーナ   24  E3N
バーリントンノーザンサンタフェ鉄道
→BNSF鉄道   53  F - G4
バルカン山脈→スターラ山脈   40  H - I2
バルカン半島   34  J7
バルキシメト   61  C1 - 2
ハルゲイサ   32  J7N
バルセロナ   33  F7S
ハルダンゲルフィヨルド   33  F - G4N
バルーチスタン   26  F4N
ハルツ山脈   36  F2
ハルツーム   31  I6
バルト海   34  I4S
バルハシ湖   47  J5
バルバドス   60  M6
バルパライソ   62  B6
ハルビン［哈爾浜］   10  L2S
パルマ［スペイン］   33  F8N
パルマ［イタリア］   36  F4S
パルマス岬   32  E7
ハルマヘラ島   20  J8S
パルミラ    25  C3
パルミラ島   66  J - K4
ハレ   36  F2
ハレアカラ山   52  ②C2
バレアレス諸島   33  F8N

★

★

★

★

★
★

★

 パレスチナ自治区   29  A3
バレッタ   40  F3S
ハーレム   35  D2N
パレルモ   33  H8
バーレーン王国   25  E4
バレンシア   39  C3N
バレンツ海   47  E - F2
パレンバン   22  C7
ハーロー   43  E5N
パロス島   40  H - I3
バロー岬   51  D2S
ハロン   21  D2S
 ハワイ諸島   66  K3S
ハワイ島   52  ②C3
ハンガイ山脈   9  F - G2
ハンカ湖   10  M3N
バンカ島   22  D7
ハンガリー   40  G1
ハンガリー平原   36  I4N
 バンガロール   24  E6
ハン川［漢水］   9 - 10  H - I5
ハン川［漢江］   17  D4N
バンギ   32  G7
ハンクーコワン［函谷関］    11  C4N
バングラデシュ人民共和国   24  G - H4
バンコク   21  C4N
 パンジャブ［インド］   15  D - E4S
パンジャブ［パキスタン］   15  D4S
バンジャルマシン   22  E7
バンジュール   32  D6
バンダアチェ   22  B5S
バンダ海   20  J10N
バンダルスリブガワン   22  E6N
バンダルホメイニ   25  D3S
バンダルランプン   22  D8N
バンダレアッバース   25  E4N
ハンタン［邯鄲］   10  I4
パンチーホワ［攀枝花］   9  G6S
ハンチョウ［杭州］   10  J - K5S
ハンティ・マンシ自治管区   47  I - J3S
 バンドン   22  D8
 パンパ   63  B5 - 6
バンフ（国立公園）   53  C1
ハンブルク   33  G - H5
バンベルク   36  F3N
 パンムンジョム［板門店］   17  D4N
ハンメルフェスト   34  J1
万里の長城（八達嶺）    11  D2

【ヒ】
ピーア   53  F3N
ピアウイ   61  E3S
ピアチェンツァ   36  F4
BNSF鉄道   53  F - G4
ビエンチャン   21  C3
ビオコ島   32  F7
ヒオス島   40  I3
東ガーツ山脈   24  E - F5
東シエラマドレ山脈   52  I - J7
東シナ海   10  K - L6N
東シベリア海   48  R - S2S
 東ティモール民主共和国   20  J10S
東ヨーロッパ平原   47  F - G4
ピカルディー   35  C3N
 ビキニ島   66  I4
ビクトリア   32  K8
ビーゴ   33  D7
ピサ   36  F5N
ビサウ   32  D6S
ヒジャーズ   25  C4
ビシュケク   47  J5S
ビスケー湾   33  D - E6S
ビスマーク   53  F2
ビスマーク諸島   65  H5N
ビゼルト   39  E3
ピーターバラ   43  D4S
ピッツバーグ   54  J - K3S
 BTCパイプライン   27  D1S
ピードモント台地   55 - 56  E - F3 - 4
ビトリア   33  E7
ピナトゥボ山   21  ②B2N
ビハール   24  G3S
ヒマーチャル・プラデシュ   24  E2
ヒマラヤ山脈   24  E - G2 - 3
ヒムス   25  C3
ピュージェット湾   57  B2
 ヒューストン   55  B5N
ビュユックアール山   25  D3N
ヒューロン湖   51  K5
ピョートル大帝湾   10  M3
 ピョンチャン[平昌]   18  E4
 ピョンヤン［平壌］   17  C3
ピラミッド湖   57  C3S
ビリニュス   34  K5N
ピルゼン→プルゼニュ   36  G3N
ビルバオ   33  E7
ピルバラ地区    67  B4
ピレウス   40  H3
ピレネー山脈   33  E - F7
ビーレフェルト   36  E2N
ヒロ   52  ②D3N
ビンガム    53  D3S
ピンシャン［萍郷］   12  C5
ビンタン島   22  C - D6S
ピンティンシャン［平頂山］   10  I5N
ヒンドゥークシ山脈   26  F - G3
ピンドス山脈   34  J7 - 8
ヒンドスタン平原   24  F - H3 - 4

【フ】
ファイザーバード   24  F3
ファイサラーバード   26  G3S
ファイユーム   25  C4N
ファーヴェル岬   51  O4N
フアチョンダム［華川］   17  D3S
ファドーツ   36  F3S
ファーノー諸島   68  H - I7 - 8
ファルサラ    40  H3N
ファロ   39  B3
フアンフェルナンデス諸島   62  A - B6
フィジー共和国   65  ②B1S
フィステーラ岬   33  C - D7
 フィラデルフィア   56  F3N
フィリピン海溝   65  G4
フィリピン共和国   20  I - J5S
フィリピン諸島   20  J6
 フィレンツェ   41  D3N
フィンガー湖   56  F2
フィンランド共和国   44  ②E - F3
フィンランド湾   34  K3 - 4
フーヴァーダム   53  D4S
フエ   21  D3S
フェアバンクス   51  E3
フエゴ島   62  C8

★

★

★

★

★
★

★

★

★

★

★

★
★

★

★

フェス   39  B - C4
ブエナベントゥラ   61  B2
フェニックス   52  H6S
フェニックス諸島   66  J5N
ブエノスアイレス   62  D6
プエブラ   52  J8N
プエブロ   53  F4
フェラーラ   36  F4S
フェルガナ   47  J5S
プエルトリコ海溝   60  K - L5N
プエルトリコ島   60  K5
フェロー諸島   33  D - E3
 フォークランド諸島   50  F - G8
フォーシャン［仏山］   10  I7
フォス   35  D5N
フォース湾   43  C2S
フォーティーズ    33  F4
フォートウェイン   55  D2S
フォートワース   53  G5
フォルタレーザ   61  F3N
フォンチョン［豊城］   12  D5
フォンテンブロー   35  C3
ブカラマンガ   61  B2N
ブカレスト   45  E5N
プカンバル   22  C6S
フーグリー川   24  G4S
プーケット（島）   22  B5
ブーゲンヴィル島   65  H - I5N
 プサン［釜山］   18  E5
ブザンソン   35  D - E3S
ブーシア半島   51  J2 - 3
ブーシェル   28  F4N
フーシュン［撫順］（炭田）■   11  E2
ブジュンブラ   32  H8
フーシン［阜新］   10  K3
プスタ   34  J6
ブダペスト   34  I6
ブータン王国   24  H3
フーチエン［福建省］   10  J6S
フーチョウ［福州］   10  J6S
フーチョウ［湖州］   12  E4S
プチョン［富川］   18  D4N
福建省→フーチエン   10  J6S
ブッダガヤの大菩提寺    24  F - G4N
フッド山   51  G5
フナフティ   66  I5
フーナン［湖南省］   10  H - I6N
プネ   23  D5N
プノンペン   21  C4S
ブバネシュワル   24  G4S
ブハラ   47  I6N
プフォルツハイム   36  E3
フフーフ   25  D4
フーペイ［湖北省］   10  I5S
フホホト［呼和浩特］   10  I3S
フュン島   33  H4S
プライア   50  H5N
ブライトン   43  D5
 フライブルク   35  E3
ブラウンシュヴァイク   36  F2N
ブラザビル   32  G8
ブラショヴ   45  E4S
 ブラジリア   64  E2N
 ブラジル高原   61  D - E4
ブラジル連邦共和国   61  D3S
ブラチスラバ   36  H3
ブラーツク   48  M4N
ブラックプール   43  C4N
ブラックロック砂漠   57  B - C3S
ブラッドフォード   43  D4N
 プラハ   45  B3S
ブラマプトラ川   24  H3
ブラワーヨ   32  H10N
ブランカ山   53  E4
フランクフォート   54  J4
フランクフルト   36  E2S
フランス共和国   35  B - C3
フランス平原   33  E - F6
ブランタイア   32  I9
ブランデンブルク   36  G1S
フランドル   35  C - D2
プリヴォルガ高地   25  D1
プリシュティナ   45  D5
ブリストル   43  C5N
ブリストル海峡   43  B - C5N
ブリズベン   68  I5
フリータウン   32  D7N
ブリッジタウン   60  M6
ブリティッシュコロンビア   51  F - G4N
ブリトン島   22  D7
プリマス［イギリス］   33  E5S
プリマス［アメリカ］   54  K4S
フリマントル   67  B6
プリモルスキー［沿海州］   48  P5
ブリヤート共和国   48  N4
 ブリュッセル   38  C2
プリンシペ島   32  F7S
プリンスエドワード島   54  N2
プリンスルパート   51  F4
フリンダーズ島   68  H7S
フリント   54  J3
ブールガス   40  I2
ブルガリア共和国   40  H - I2
ブルキナファソ   32  E - F6
ブルゴス   33  E7
ブルゴーニュ   35  D3S
ブルサ   34  K7S
ブールジュ   35  C3S
ブルース山   67  B4
ブールスーダン   31  I6N
プルゼニュ   36  G3N
フールータオ［葫芦島］   11  E2
ブルターニュ   35  B3
ブルターニュ半島   33  E6
ブルッヘ   35  D2
プルト川   45  E4S
プルドーベイ    51  E2S
ブルネイ・ダルサラーム国   22  E5S
 ブルーマウンテン峰   60  I5
ブルームフォンテーン   32  H10S
ブルンジ共和国   32  I8
フルンボイル［呼倫貝爾］   10  J2N
フレーザー川   57  B1 - 2
ブレスト   33  E6N
ブレストナント運河   35  B3S
フレズノ   53  C4
フレゼリクスハウン   33  H4
フレデリクトン   54  M2S
プレトリア   32  H10
 ブレトンウッズ    56  G2N
ブレーメルハーフェン   36  E1
ブレーメン   33  G5
プレーリー   51  J5 - 6
ブレンナー峠   36  F4N

★

★

★

★
★

★

★

★

★

プロヴァンス・コートダジュール   35  D - E5N
プロヴィデンス   54  L3
プロヴディフ   45  D5
プロエシュティ   40  I1 - 2
ブロークンヒル   67  G6
フローニンゲン   35  E1S
フロリアノポリス   62  E5S
フロリダ   54  J6
フロリダキーズ   54  J7N
フロリダ半島   54  J6N
フロレス海   20  H10
フロレス島   20  I10
プンタアレナス   62  B8
フンナム［興南］   17  D3N

【ヘ】
ヘイスティングズ   43  E5
ベイッ諸島   21  B4S
ヘイホー［黒河］   10  L1S
ベイラ   32  I9S
ベイルート   25  C3
ヘイロン川［黒竜江］   10  L1
ヘイロンチヤン［黒竜江省］   10  K - L2
ベオグラード   34  J7N
ペオリア   54  I3S
ベーカー山   51  G5N
ベーカーズフィールド   53  C4S
 ペキン［北京］   13  B2N
ペクト山→チャンパイ山   17  E1S
ヘクラ山   33  B3N
ヘサン［恵山］   17  E2N
 ペシャーワル   15  D4N
ヘジュ［海州］   17  C3S
ベスレヘム   29  B3N
ペーチ   45  C4S
ヘッセン   36  E - F2S
ベッドフォード   43  D4S
ベトナム社会主義共和国   21  C - D3N
ペトラ    27  C3S
ペトロザヴォーツク   47  F3S
ペトロパヴロフスク=カムチャツキー   48  R4S
 ベナレス→ヴァラナシ   24  F3S
ベナン共和国   32  F6S
ペナン島   22  B5S
ベニスエフ   40  J5N
ペニン山脈   33  E5N
ベネズエラ・ボリバル共和国   61  C2
ヘーファ   29  A2N
ヘブリディーズ諸島   33  C - D4
ベーマーヴァルト（森）   36  G3N
ヘメルヘムステッド   43  D5N
ベラクルス   52  J8N
ヘラート   26  F3
ベラルーシ共和国   45  E2 - 3
ベリーズ   52  K8N
ベーリング海   66  J2N
ベルガモ   36  F4
ペルガモン    40  I3N
ベルギー王国   35  D2S
ペルー共和国   61  B3
ベルゲン   33  G3S
ペルシア→イラン・イスラム共和国   25  E3
 ペルシア湾   25  E4N
ヘルシンキ   44  ②E3S
ヘルシングボリ   34  H4S
ペルセポリス    25  E3 - 4
ベルファスト   33  D5N
ペルミ   47  H4N
ベルモパン   52  K8N
ベルリン   36  G2N
ベルン   33  G6
ヘレナ   53  D2
ベレン   61  E3N
ベロオリゾンテ   61  E4 - 5
ペロポニソス半島   34  J8
ベンガジ   31  G - H4S
ベンガル湾   24  G - H5
ベンゲラ   32  G9N
ベンゲラ鉄道   32  G - H9N
ペンザ   47  G4
ペンシー［本溪］   10  K3S
ペンシルヴェニア   54  K3
ヘント   35  D2S
ベンネヴィス山   33  E4

【ホ】
ポアントノアール   32  G8
ボイジー   53  C3N
ホイットニー山   53  C4S
 ポー川   41  D2
ポーク海峡   24  E - F6 - 7
ボゴタ   61  B2
ボゴール   22  D8
ポサリカ   52  J7S
ポシェト   17  F1
ホジェント   47  I5S
 ボストン   54  L3
ポズナニ→ポズナン   36  H2N
ポズナン   36  H2N
 ボスニア・ヘルツェゴビナ   41  G2
ボスニア湾   34  I - J3
 ボスポラス海峡   45  E5
ホタン［和田］   9  B4
 ホーチミン   21  D4S
 北海   43  E2S
渤海（ポーハイ）   10  J - K4
北海・バルト海運河   44  ②B5
 北極海   48  J - N1
 ポツダム   36  G2N
ポーツマス［イギリス］   43  D5
ポーツマス［アメリカ］   54  L3
ボツワナ共和国   32  H10N
ボーデー   44  C2
ボーデン   34  J2S
ボーデン湖   36  F3S
ポートアーサー   53  H6N
ポートエリザベス   32  H11
ポートオブスペイン   60  L6S
ポドゴリツァ   40  G2
ポートサイド   31  I4S
ポトシ   61  C4S
ポートハーコート   32  F7
ポートビラ   66  I5S
ポートブレア   21  A4
 ポートヘッドランド   67  B4N
ポトマック川   56  F3N
ポートモレスビー   65  H5
ポートランド   51  G5
ポートルイス   32  K10N
ホーナン［河南省］   10  I5N
ホニアラ   65  H - I5
ホノルル   66  K3S
ホバート   68  H8
ボパール   24  E4

★

★

★

★

★

★

★

★

★
★

★
★

★
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　テーマ資料図ページでは，現代世界の諸課題やその現象に
ついて，順序立てて考えることができるように，「ねらい」や「ナ

ビ」などを設置し，課題意識をもって学習に取り組めるようにしまし
た。詳しくは，本資料p.20-21をご覧ください。

　さくいんには，
「ワンポイント解

説」で扱っている地名に
★マークをつけました。
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おもな紛争地域（すでに解決ずみの問題も含む）
領土・資源問題 民族・宗教・言語問題 政変・政治介入・その他

現在内戦や反政府運動がおこっているおもな地域－2009年－

［THE MILITARY
 BALANCE 2010, ほか］

9.11同時多発テロ
（2001）

バスク民族主義運動
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 2011年１月 チュニジアで民主化デモが発生，
アリー政権崩壊

 ２月 リビア内戦突入
エジプトのムバラク政権崩壊

 3月 シリア内戦突入
 10月 リビアの指導者カダフィ死亡
 12月 イエメンで挙国一致内閣発足

ヨルダンで政権交代
 2013年以降 イスラーム過激派組織によるテロ

や占領が相次ぐ
 2014年６月 ISILが国家樹立を宣言
 2015年１月 ISILが日本人を拉致殺害
 11月 パリ同時多発テロ（ISILが犯行声明）
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オクリミアのロシア編入を 
問う住民投票
 （ウクライナ 2014年）
ウクライナ全体ではロシア
系の住民は少数派だが，ク
リミア半島では５割を超え
る。住民投票では多くがロ
シア編入に賛成した。

今なお続く地域紛争
ねらい 世界ではさまざまな地域紛争が起こっている。原因 は宗教や民族の

違い，領土問題などが多いが，背景には植民地支配や大国の利 権がかかわって
いることもある。それぞれの紛争の原因や影響について調べ， 共通点や相違点
を考えてみよう。

世界のおもな紛争地域1

キ
ワ
ー
ード アラブの春

2011年に，チュニジア
で発生した民主化運動に端を
発するアラブ世界での政治騒
乱。中東・北アフリカ諸国に
拡大し，大統領の退陣や政権
交代など大規模な政治変動 
となった。シリアではアサド
政権により反政府デモは厳し
く弾圧され，内戦が激化した。

解説 PKO（国連平和維持活動）とは，地域紛争の拡大を防止し，解決を促進する活動。国連加盟国が自発的に提供した部隊
を編成し，紛争当事国の同意を得て，平和維持軍や監視団として派遣される。

日本の国際貢献

武力以外の手段で争いを解決する努力が重ねられ，領土や資源をめぐる争いは数を減らしてい
る。だが民族や宗教の違いによる争いは続いており，なかには半世紀以上にわたって紛争が長

引いている地域もある。

ナビ

解説 2014年６月，過激派組織ISIL（「イスラム国」）を率いるアブ・バクル・バグダディが国家の樹立を宣言。反欧米・ジハー
ド（聖戦）を掲げ，シリア北部からイラク中部，2015年にはリビアまで勢力を拡大した。支配地域の石油資源を収入源に活動を
展開，過激なテロ行為を続けている。また多数の人質殺害の様子をネット上で公開し，世界を震撼させた。

解説 ウクライナは1991年，ソ連崩壊とともに独立。西部は親ヨーロ 
ッパ派のウクライナ人が多い農業地帯，東部はロシア系住民が多く豊
富な地下資源を持つ工業地帯で，GDPは東高西低である。2004年 
頃よりＥＵに支援される西部とロシアの庇護を受ける東部が対立，政
権が不安定となる。2014年，反政府デモによる親ロ政権の崩壊をき 
っかけに，東部のクリミア自治共和国が住民投票を経て独立とロシア
への編入を宣言。政府と内戦状態に陥った。

a世界のおもな紛争

●ア9.11同時多発テロ
（アメリカ合衆国ニュー
ヨーク 2001年）

中国の西端にあるシンチヤンウイグル自
治区に住むウイグル族はトルコ系民族で，
イスラームを信仰している人が多い。支
配層である漢族との軋

あつ

轢
れき

が絶えず，中国
政府が独立運動を厳しく取り締まって
いる。

スーダンは植民地時代，南北に分断され
て支配を受けていた背景があり，1956年
に南北間で内戦が勃発，2005年の終結
まで半世紀を要した。2011年に南スー
ダンは独立を果たしたが，民族対立を背
景にした政権争いにより，内戦状態が続
いている。イシンチヤンウイグル自治区で警戒にあたる

警官（中国 2014年５月） ウ内戦で負傷した子ども（南スーダン 2013年）

パレスチナ問題の変遷2
パレスチナ問題は，第二次世
界大戦後にこの地にユダヤ人

が入植し，イスラエルを建国したこと
に端を発する。その後60年以上にわ
たり，パレスチナ（アラブ人）とイスラ
エル（ユダヤ人）との間にたび重なる
紛争が発生しており，解決の糸口は見
えないままである。

ナビ ウクライナのクリミア危機4 ウクライナでは，ロシア系住民の多いクリミア自治共和国が独立を宣言したことによって，政
府側と激しく対立。親ロシア派をロシアが支援したこともあり，内戦に突入した。

ナビ

アラブの春とISILの台頭3 2011年イスラーム世界に民主化へ
の動き（アラブの春）が起き，シリア

では民主派の抑え込みにより内戦状態とな 
った。その後イスラームスンナ派の過激派組
織I

ア イ シ ル

S IL（「イスラム国」）が台頭，混迷の度合 
いを深めている。

ナビ

へん せん

aイスラエルとパレスチナの変遷

エ空爆で破壊された民家
 （イスラエル パレスチナ自治区 2015年）
パレスチナ人が居住するガザ地区では，イスラ
エル軍の激しい空爆により，民間人を含む多数
の犠牲者が出ている。

■a日本のPKO派遣

a I
ア イ シ ル

SIL（「イスラム国」）が勢力を強める地域

bシリア周辺の政変・事件

aウクライナのおもな天然ガス・石油パイプラインと域内総生産

127127 128128

ユニバーサルデザイン,
アクティブ・ラーニングに対応

その他の

特色

↑ p.81-82①京阪神（部分）

↑ p.74

↑ p.127-128

　従来よりも光沢を抑えて光を反
射しにくく，さらに，地図に書き込み
がしやすい紙を開発しました。今ま
で以上に読み取りやすく，効果的に
学習できます（本資料は地図帳と同
じ紙を使用しています）。

地図帳用紙の研究を重ね,
より美しく,
書き込みも可能に

　農耕地や平野部などが鮮やかに
見えるように，通常の4色（赤・藍・
黄・黒）に特製のクサ色（緑色）を加
えた5色のインキで印刷しました。
　さらに，特別な赤・藍・黄の３色を
加えた計８色を使い分けることで，
美しい地図表現を追求しました。

５色印刷による
鮮やかな田や畑の色

　見開きの左側または右側に地域別の
インデックスを設置し，目的のページを
開きやすくしました。

見たいページを開きやすく

　地図中の地名・産物名等の文字は
読みやすいように配慮し，原則ペー
ジをまたがずに，書体・大きさにメリ
ハリをつけました。また，鉄道名と高
速道路名の色を変え，判別しやすく
しました。

文字表現の工夫

　クサ色（緑色）で等高線を書き加えることで，標高
の違いをより判別しやすくしました。
　色覚特性をもつ生徒も見やすいように，緑の地色に
赤い文字の組み合わせを極力避けました。また，国名や
都道府県名の赤い文字には黒でふち取りをしました。

カラーユニバーサルデザインに対応

　生徒の主体的・協働的な学習が促せるように，地図ページには「ワ
ンポイント解説」を提示し，着眼点を示しました。詳しくは，本資料
p.6-7をご覧ください。

アクティブ・ラーニングへの対応
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ナンニン［南寧］   9  H7
ナンリン山脈［南嶺］   10  I6S
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ニカラグア共和国   60  G - H6
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ニコポリ   40  J1
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ニューヨークステートバージ運河   56  F - G2
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【ヌ】
ヌアクショット   31  D6N
ヌアディブー岬   31  D5S
ヌーク   51  N3S
ヌクアロファ   66  J6N
ヌクス   47  H5S
ヌーシャテル湖   35  E4N
 ヌナブト準州   51  J - K3
ヌビア砂漠   31  I5S
ヌーメア   66  I6N

【ネ】
ネイチヤン［内江］   9  G6N
ネヴァダ   53  C4N
 ネヴァダ原子力実験場    57  C4
ネグロ川   61  C3N
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ネゲヴ   29  A - B4
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ネバダ山脈   33  E8
ネパール連邦民主共和国   24  F3N
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ノルウェー王国   44  ②C2S
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ノールチン岬   34  K - L1
ノルトライン・ヴェストファーレン   35 - 36  E2
ノルマンディー   33  E - F6N
ノール岬   34  K1

【ハ】
バイア   61  E4N
バイエルン   36  F3
バイカル=アムール鉄道   48  N - O4
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ハイコウ［海口］   12  C6 - 7
 バイコヌール宇宙基地   15  B1
ハイチ共和国   60  J5N
ハイデラバード［パキスタン］   23  C3S
ハイデラバード［インド］   24  E5
ハイデルベルク   36  E3N
ハイナン［海南省］   12  B - C7N
 ハイナン島［海南］   12  B7
ハイフォン   21  D2S
ハイラル［海拉爾］ 
→フルンボイル［呼倫貝爾］   10  J2N
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ハウラー   24  G4
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パオシャン［宝山］   12  E4
パオチー［宝鶏］   11  B4
パオティン［保定］   10  J4N
パオトウ［包頭］   9  H3S
バギオ   20  I5S
パキスタン・イスラム共和国   23  B - C3
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 バスク   39  C2
バスラ   31  J4S
バセテール   60  L5
バーゼル   33  G6
バタ   32  F7S
バタアン半島   21  ②A - B2N
パタゴニア   62  C6 - 7
パターソン   56  G2S
パダノ=ヴェネタ平野   36  F4
バダホス   39  B3N
バタム島   22  C6S
パダン   22  C7N
バチカン市国   39  F2
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白海   47  F3
バッキンガム   43  D4S
莫高窟    9  E - F3S
ハッテラス岬   54  K - L4S
バッファロー   54  K3
バッフィン島   51  L - M2 - 3
バッフィン湾   51  L - M2S
バーデンバーデン   36  E3
バトゥミ   25  D2S
パトカイ山脈   24  H - I3 - 4
パトス湖   62  D - E6N
ハドソン川   54  L3
ハドソン湾   51  K3S
パトナ   24  G3S
ハートフォード   54  L3
パトラス   40  H3
バトンルージュ   54  H5S
パナジ   23  D5S
バナバ島   66  I5N
 パナマ運河（地峡）   60  H - I6 - 7
パナマ共和国   60  H - I7
パナマシティ   52  L9N
バヌアツ共和国   66  I5S
ハノイ   21  D2S
ハノーファー   33  G5
ハバナ   52  K7S
バハマ国   60  I4N
バハマ諸島   52  L7
ハバロフスク   48  P5N
バハーワルプル   26  G4N
バビロン    27  D3
パプア   20  L10
パプアニューギニア独立国   65  H5N
パペエテ   66  K5S
ハボローネ   32  H10
ハマー   25  C3
バマコ   32  E6S
ハマーズリー山脈   67  B4
ハミ［哈密］   9  E3
 バーミアーン   15  C4N
 バミューダ諸島   52  M6S
パミール高原   23 - 24  D - E1
ハミルトン   55  E3N
バーミンガム   43  D4S
バーミンガム運河   43  C4
バーミングハム   54  I5N
ハムギョン山脈［咸鏡］   17  E1 - 2
パームスプリングス   57  C5N
バム鉄道→バイカル=アムール鉄道
   48  N - O4
ハムフン［咸興］   10  L3 - 4
パラ   61  D3
パライバ   61  F3
パラオ共和国   65  G4S
パラオ諸島   65  G4
パラグアイ川   61  D5N
パラグアイ共和国   61  C - D5N
ハラッパー    26  G3S
ハラド   25  D4
バラトン湖   45  C4
パラナ   61  D5
パラナ川   61  D5N
バラバク島   20  H7
ハラブ   25  C3
パラマリボ   61  D2
ハラレ   32  I9S
バランキジャ   61  B1
バリ   34  I7S
パリ   33  F6N
パリキール   65  H4
バリクパパン   22  F7N
ハリコフ   47  F4 - 5
ハリスバーグ   54  K3S
 バリ島   22  E - F8
ハリファクス   51  M5
パリ盆地   33  F6N
ハリヤーナ   24  E3N
バーリントンノーザンサンタフェ鉄道
→BNSF鉄道   53  F - G4

バルカン山脈→スターラ山脈   40  H - I2
バルカン半島   34  J7
バルキシメト   61  C1 - 2
ハルゲイサ   32  J7N
バルセロナ   33  F7S
ハルダンゲルフィヨルド   33  F - G4N
バルーチスタン   26  F4N
ハルツ山脈   36  F2
ハルツーム   31  I6
バルト海   34  I4S
バルハシ湖   47  J5
バルバドス   60  M6
バルパライソ   62  B6
ハルビン［哈爾浜］   10  L2S
パルマ［スペイン］   33  F8N
パルマ［イタリア］   36  F4S
パルマス岬   32  E7
ハルマヘラ島   20  J8S
パルミラ    25  C3
パルミラ島   66  J - K4
ハレ   36  F2
ハレアカラ山   52  ②C2
バレアレス諸島   33  F8N

★

★

★

★

★
★

★

 パレスチナ自治区   29  A3
バレッタ   40  F3S
ハーレム   35  D2N
パレルモ   33  H8
バーレーン王国   25  E4
バレンシア   39  C3N
バレンツ海   47  E - F2
パレンバン   22  C7
ハーロー   43  E5N
パロス島   40  H - I3
バロー岬   51  D2S
ハロン   21  D2S
 ハワイ諸島   66  K3S
ハワイ島   52  ②C3
ハンガイ山脈   9  F - G2
ハンカ湖   10  M3N
バンカ島   22  D7
ハンガリー   40  G1
ハンガリー平原   36  I4N
 バンガロール   24  E6
ハン川［漢水］   9 - 10  H - I5
ハン川［漢江］   17  D4N
バンギ   32  G7
ハンクーコワン［函谷関］    11  C4N
バングラデシュ人民共和国   24  G - H4
バンコク   21  C4N
 パンジャブ［インド］   15  D - E4S
パンジャブ［パキスタン］   15  D4S
バンジャルマシン   22  E7
バンジュール   32  D6
バンダアチェ   22  B5S
バンダ海   20  J10N
バンダルスリブガワン   22  E6N
バンダルホメイニ   25  D3S
バンダルランプン   22  D8N
バンダレアッバース   25  E4N
ハンタン［邯鄲］   10  I4
パンチーホワ［攀枝花］   9  G6S
ハンチョウ［杭州］   10  J - K5S
ハンティ・マンシ自治管区   47  I - J3S
 バンドン   22  D8
 パンパ   63  B5 - 6
バンフ（国立公園）   53  C1
ハンブルク   33  G - H5
バンベルク   36  F3N
 パンムンジョム［板門店］   17  D4N
ハンメルフェスト   34  J1
万里の長城（八達嶺）    11  D2

【ヒ】
ピーア   53  F3N
ピアウイ   61  E3S
ピアチェンツァ   36  F4
BNSF鉄道   53  F - G4
ビエンチャン   21  C3
ビオコ島   32  F7
ヒオス島   40  I3
東ガーツ山脈   24  E - F5
東シエラマドレ山脈   52  I - J7
東シナ海   10  K - L6N
東シベリア海   48  R - S2S
 東ティモール民主共和国   20  J10S
東ヨーロッパ平原   47  F - G4
ピカルディー   35  C3N
 ビキニ島   66  I4
ビクトリア   32  K8
ビーゴ   33  D7
ピサ   36  F5N
ビサウ   32  D6S
ヒジャーズ   25  C4
ビシュケク   47  J5S
ビスケー湾   33  D - E6S
ビスマーク   53  F2
ビスマーク諸島   65  H5N
ビゼルト   39  E3
ピーターバラ   43  D4S
ピッツバーグ   54  J - K3S
 BTCパイプライン   27  D1S
ピードモント台地   55 - 56  E - F3 - 4
ビトリア   33  E7
ピナトゥボ山   21  ②B2N
ビハール   24  G3S
ヒマーチャル・プラデシュ   24  E2
ヒマラヤ山脈   24  E - G2 - 3
ヒムス   25  C3
ピュージェット湾   57  B2
 ヒューストン   55  B5N
ビュユックアール山   25  D3N
ヒューロン湖   51  K5
ピョートル大帝湾   10  M3
 ピョンチャン[平昌]   18  E4
 ピョンヤン［平壌］   17  C3
ピラミッド湖   57  C3S
ビリニュス   34  K5N
ピルゼン→プルゼニュ   36  G3N
ビルバオ   33  E7
ピルバラ地区    67  B4
ピレウス   40  H3
ピレネー山脈   33  E - F7
ビーレフェルト   36  E2N
ヒロ   52  ②D3N
ビンガム    53  D3S
ピンシャン［萍郷］   12  C5
ビンタン島   22  C - D6S
ピンティンシャン［平頂山］   10  I5N
ヒンドゥークシ山脈   26  F - G3
ピンドス山脈   34  J7 - 8
ヒンドスタン平原   24  F - H3 - 4

【フ】
ファイザーバード   24  F3
ファイサラーバード   26  G3S
ファイユーム   25  C4N
ファーヴェル岬   51  O4N
フアチョンダム［華川］   17  D3S
ファドーツ   36  F3S
ファーノー諸島   68  H - I7 - 8
ファルサラ    40  H3N
ファロ   39  B3
フアンフェルナンデス諸島   62  A - B6
フィジー共和国   65  ②B1S
フィステーラ岬   33  C - D7
 フィラデルフィア   56  F3N
フィリピン海溝   65  G4
フィリピン共和国   20  I - J5S
フィリピン諸島   20  J6
 フィレンツェ   41  D3N
フィンガー湖   56  F2
フィンランド共和国   44  ②E - F3
フィンランド湾   34  K3 - 4
フーヴァーダム   53  D4S
フエ   21  D3S
フェアバンクス   51  E3
フエゴ島   62  C8

★

★

★

★

★
★

★

★

★

★

★

★
★

★

★

フェス   39  B - C4
ブエナベントゥラ   61  B2
フェニックス   52  H6S
フェニックス諸島   66  J5N
ブエノスアイレス   62  D6
プエブラ   52  J8N
プエブロ   53  F4
フェラーラ   36  F4S
フェルガナ   47  J5S
プエルトリコ海溝   60  K - L5N
プエルトリコ島   60  K5
フェロー諸島   33  D - E3
 フォークランド諸島   50  F - G8
フォーシャン［仏山］   10  I7
フォス   35  D5N
フォース湾   43  C2S
フォーティーズ    33  F4
フォートウェイン   55  D2S
フォートワース   53  G5
フォルタレーザ   61  F3N
フォンチョン［豊城］   12  D5
フォンテンブロー   35  C3
ブカラマンガ   61  B2N
ブカレスト   45  E5N
プカンバル   22  C6S
フーグリー川   24  G4S
プーケット（島）   22  B5
ブーゲンヴィル島   65  H - I5N
 プサン［釜山］   18  E5
ブザンソン   35  D - E3S
ブーシア半島   51  J2 - 3
ブーシェル   28  F4N
フーシュン［撫順］（炭田）■   11  E2
ブジュンブラ   32  H8
フーシン［阜新］   10  K3
プスタ   34  J6
ブダペスト   34  I6
ブータン王国   24  H3
フーチエン［福建省］   10  J6S
フーチョウ［福州］   10  J6S
フーチョウ［湖州］   12  E4S
プチョン［富川］   18  D4N
福建省→フーチエン   10  J6S
ブッダガヤの大菩提寺    24  F - G4N
フッド山   51  G5
フナフティ   66  I5
フーナン［湖南省］   10  H - I6N
プネ   23  D5N
プノンペン   21  C4S
ブバネシュワル   24  G4S
ブハラ   47  I6N
プフォルツハイム   36  E3
フフーフ   25  D4
フーペイ［湖北省］   10  I5S
フホホト［呼和浩特］   10  I3S
フュン島   33  H4S
プライア   50  H5N
ブライトン   43  D5
 フライブルク   35  E3
ブラウンシュヴァイク   36  F2N
ブラザビル   32  G8
ブラショヴ   45  E4S
 ブラジリア   64  E2N
 ブラジル高原   61  D - E4
ブラジル連邦共和国   61  D3S
ブラチスラバ   36  H3
ブラーツク   48  M4N
ブラックプール   43  C4N
ブラックロック砂漠   57  B - C3S
ブラッドフォード   43  D4N
 プラハ   45  B3S
ブラマプトラ川   24  H3
ブラワーヨ   32  H10N
ブランカ山   53  E4
フランクフォート   54  J4
フランクフルト   36  E2S
フランス共和国   35  B - C3
フランス平原   33  E - F6
ブランタイア   32  I9
ブランデンブルク   36  G1S
フランドル   35  C - D2
プリヴォルガ高地   25  D1
プリシュティナ   45  D5
ブリストル   43  C5N
ブリストル海峡   43  B - C5N
ブリズベン   68  I5
フリータウン   32  D7N
ブリッジタウン   60  M6
ブリティッシュコロンビア   51  F - G4N
ブリトン島   22  D7
プリマス［イギリス］   33  E5S
プリマス［アメリカ］   54  K4S
フリマントル   67  B6
プリモルスキー［沿海州］   48  P5
ブリヤート共和国   48  N4
 ブリュッセル   38  C2
プリンシペ島   32  F7S
プリンスエドワード島   54  N2
プリンスルパート   51  F4
フリンダーズ島   68  H7S
フリント   54  J3
ブールガス   40  I2
ブルガリア共和国   40  H - I2
ブルキナファソ   32  E - F6
ブルゴス   33  E7
ブルゴーニュ   35  D3S
ブルサ   34  K7S
ブールジュ   35  C3S
ブルース山   67  B4
ブールスーダン   31  I6N
プルゼニュ   36  G3N
フールータオ［葫芦島］   11  E2
ブルターニュ   35  B3
ブルターニュ半島   33  E6
ブルッヘ   35  D2
プルト川   45  E4S
プルドーベイ    51  E2S
ブルネイ・ダルサラーム国   22  E5S
 ブルーマウンテン峰   60  I5
ブルームフォンテーン   32  H10S
ブルンジ共和国   32  I8
フルンボイル［呼倫貝爾］   10  J2N
フレーザー川   57  B1 - 2
ブレスト   33  E6N
ブレストナント運河   35  B3S
フレズノ   53  C4
フレゼリクスハウン   33  H4
フレデリクトン   54  M2S
プレトリア   32  H10
 ブレトンウッズ    56  G2N
ブレーメルハーフェン   36  E1
ブレーメン   33  G5
プレーリー   51  J5 - 6
ブレンナー峠   36  F4N

★

★

★

★
★

★

★

★

★

プロヴァンス・コートダジュール   35  D - E5N
プロヴィデンス   54  L3
プロヴディフ   45  D5
プロエシュティ   40  I1 - 2
ブロークンヒル   67  G6
フローニンゲン   35  E1S
フロリアノポリス   62  E5S
フロリダ   54  J6
フロリダキーズ   54  J7N
フロリダ半島   54  J6N
フロレス海   20  H10
フロレス島   20  I10
プンタアレナス   62  B8
フンナム［興南］   17  D3N

【ヘ】
ヘイスティングズ   43  E5
ベイッ諸島   21  B4S
ヘイホー［黒河］   10  L1S
ベイラ   32  I9S
ベイルート   25  C3
ヘイロン川［黒竜江］   10  L1
ヘイロンチヤン［黒竜江省］   10  K - L2
ベオグラード   34  J7N
ペオリア   54  I3S
ベーカー山   51  G5N
ベーカーズフィールド   53  C4S
 ペキン［北京］   13  B2N
ペクト山→チャンパイ山   17  E1S
ヘクラ山   33  B3N
ヘサン［恵山］   17  E2N
 ペシャーワル   15  D4N
ヘジュ［海州］   17  C3S
ベスレヘム   29  B3N
ペーチ   45  C4S
ヘッセン   36  E - F2S
ベッドフォード   43  D4S
ベトナム社会主義共和国   21  C - D3N
ペトラ    27  C3S
ペトロザヴォーツク   47  F3S
ペトロパヴロフスク=カムチャツキー   48  R4S
 ベナレス→ヴァラナシ   24  F3S
ベナン共和国   32  F6S
ペナン島   22  B5S
ベニスエフ   40  J5N
ペニン山脈   33  E5N
ベネズエラ・ボリバル共和国   61  C2
ヘーファ   29  A2N
ヘブリディーズ諸島   33  C - D4
ベーマーヴァルト（森）   36  G3N
ヘメルヘムステッド   43  D5N
ベラクルス   52  J8N
ヘラート   26  F3
ベラルーシ共和国   45  E2 - 3
ベリーズ   52  K8N
ベーリング海   66  J2N
ベルガモ   36  F4
ペルガモン    40  I3N
ベルギー王国   35  D2S
ペルー共和国   61  B3
ベルゲン   33  G3S
ペルシア→イラン・イスラム共和国   25  E3
 ペルシア湾   25  E4N
ヘルシンキ   44  ②E3S
ヘルシングボリ   34  H4S
ペルセポリス    25  E3 - 4
ベルファスト   33  D5N
ペルミ   47  H4N
ベルモパン   52  K8N
ベルリン   36  G2N
ベルン   33  G6
ヘレナ   53  D2
ベレン   61  E3N
ベロオリゾンテ   61  E4 - 5
ペロポニソス半島   34  J8
ベンガジ   31  G - H4S
ベンガル湾   24  G - H5
ベンゲラ   32  G9N
ベンゲラ鉄道   32  G - H9N
ペンザ   47  G4
ペンシー［本溪］   10  K3S
ペンシルヴェニア   54  K3
ヘント   35  D2S
ベンネヴィス山   33  E4

【ホ】
ポアントノアール   32  G8
ボイジー   53  C3N
ホイットニー山   53  C4S
 ポー川   41  D2
ポーク海峡   24  E - F6 - 7
ボゴタ   61  B2
ボゴール   22  D8
ポサリカ   52  J7S
ポシェト   17  F1
ホジェント   47  I5S
 ボストン   54  L3
ポズナニ→ポズナン   36  H2N
ポズナン   36  H2N
 ボスニア・ヘルツェゴビナ   41  G2
ボスニア湾   34  I - J3
 ボスポラス海峡   45  E5
ホタン［和田］   9  B4
 ホーチミン   21  D4S
 北海   43  E2S
渤海（ポーハイ）   10  J - K4
北海・バルト海運河   44  ②B5
 北極海   48  J - N1
 ポツダム   36  G2N
ポーツマス［イギリス］   43  D5
ポーツマス［アメリカ］   54  L3
ボツワナ共和国   32  H10N
ボーデー   44  C2
ボーデン   34  J2S
ボーデン湖   36  F3S
ポートアーサー   53  H6N
ポートエリザベス   32  H11
ポートオブスペイン   60  L6S
ポドゴリツァ   40  G2
ポートサイド   31  I4S
ポトシ   61  C4S
ポートハーコート   32  F7
ポートビラ   66  I5S
ポートブレア   21  A4
 ポートヘッドランド   67  B4N
ポトマック川   56  F3N
ポートモレスビー   65  H5
ポートランド   51  G5
ポートルイス   32  K10N
ホーナン［河南省］   10  I5N
ホニアラ   65  H - I5
ホノルル   66  K3S
ホバート   68  H8
ボパール   24  E4

★

★

★

★

★

★

★

★

★
★

★
★

★
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　テーマ資料図ページでは，現代世界の諸課題やその現象に
ついて，順序立てて考えることができるように，「ねらい」や「ナ

ビ」などを設置し，課題意識をもって学習に取り組めるようにしまし
た。詳しくは，本資料p.20-21をご覧ください。

　さくいんには，
「ワンポイント解

説」で扱っている地名に
★マークをつけました。
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地理歴史科・公民科で幅広く活用できる，
国際感覚が身につく地図帳
地理歴史科・公民科で幅広く活用できる，
国際感覚が身につく地図帳
～地図を通して現代世界への理解を深める～

ダ
イ
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ミ
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ク
な
地
図

特色１

特色２

特色３

光沢を抑えた，書き込みがしやすい紙に変更しました。
※本資料は地図帳と同じ紙を使用しています。

“今”注目の地域に迫る，
現代世界の理解に最適な新しい地図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  p.2

地理歴史科・公民科の学習のベースとなる
地理的認識を高める地図と資料 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  p.8

公民科の学習に関連した“テーマ資料図”
―「現代社会」の授業が格段に活きてくる― ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  p.16

● ユニバーサルデザイン，アクティブ・ラーニングに対応 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ p.24
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教科書協会「教科書発行者行動規範」
に則っております。

内容解説資料（地図-309） ※とくに記載がない場合，本資料
に示したページは平成29年度
版『標準高等地図』のページを
示しています。

地図帳は，文部科学省検定済教科書です。
地理はもちろん，世界史・日本史・現代社会などの地理歴
史科・公民科科目でご使用いただけます。

地図帳は，科目を問わず
　　　　　　　　ご使用いただけます！

※本資料は弊社のウェブサイトで,
　閲覧・ダウンロードできます。 株式会社

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-29
TEL　03-3262-0831
URL　http://www.teikokushoin.co.jp/

※表のデータは弊社ウェブサイトに掲載しています。

総合的な
特色

その他

表記・表現
および

使用上の便宜

構成・分量

内容

項目 特色

◆世界・日本の諸地域に関する幅広い知識と教養が身につくよう，大判を生かしてダイナミックに編集されている。
●基礎的・基本的な地図に加え，世界の注目が集まる地域の拡大図が豊富に掲載されているため，世界に関する幅広い知識と教養が身につく。
●A4判の大判を生かしたダイナミックな地図で，全世界および日本の各地域が取り上げられている。また，都市図が豊富に掲載されているため，世界と日

本の都市のようすが理解できる。
●日本を含め，世界の地形や気候のようす，民族や宗教の分布などが理解できる資料が掲載されている。
●テーマ資料図では，現代世界が抱える諸課題について，環境，経済，社会，国際，日本についての5つの分野から，今日的で重要なテーマが取り上げられ，地

図や図表が主体にわかりやすく提示されている。
●日本の領土とその広がりが正しく学べる地図・資料が掲載されている。

◆等高段採で統一された美しい地図表現と，重要地名を解説した「ワンポイント解説」で地図が見やすくなるよう配慮されている。
●世界，日本の地図ページは，標高ごとに配色する等高段彩表現で統一されている。地名は過度に盛り込みすぎないように精選され，また，できるだけ大き

な文字が使われ，地図が見やすくなるように配慮されている。
●世界地図ページには位置図が設けられ，当該地図における地球上の位置が確認しやすくなっている。
●それぞれの地域をとらえるうえで，重要な地名・事項が政経，環境，社会，地理，歴史の5つに分類して解説された「ワンポイント解説」が設けられている。
●判別しにくい色彩が隣り合う場合には，一部の凡例に模様（地紋）が入れられるなど，カラーユニバーサルデザインに配慮されている。
●テーマ資料図には，「ねらい」や「ナビ」，「キーワード」などが適宜設けられ，現代世界の諸課題やその現状について，生徒自身が順序立てて考えられるよう

になっている。また，「日本に注目！」のコーナーでは，世界の諸課題が日本にも関係していることが理解できるように配慮されている。

◆地図・資料・統計やテーマ資料図が豊富に掲載され，地理的分野以外の活用にも配慮されている。
●地理歴史科・公民科の学習上必要な地図・資料・統計がバランスよく掲載されている。また，世界地図が充実しており，日本地図，資料図，統計資料の各

ページにおいて，国や地域がバランスよく取り上げられている。
●世界史や日本史の授業で扱われる「史跡・歴史的に重要な地名」が記載されたり，現代社会などの公民科でも扱われる，現代世界が抱える諸課題に関する

テーマ資料図が豊富（全12テーマ）に掲載され，地理的分野以外の活用にも配慮されている。
●巻頭に「現代社会を読み解く基礎データ」が設置され，各テーマ資料図ページと関連づけができるようになっている。
●統計資料ページでは，世界197か国すべての国の正式名称，主要な統計のほか，現代世界が抱える諸課題を考えられる「現代社会を考える統計」が掲載

されている。また，世界の主要な国々とその国旗についての概要が掲載され，国際理解が深められるように配慮されている。

●読み取りやすい地図にするため，通常の印刷で使われる赤・藍・黄・黒のインキだけでなく，特別な4色を加えた計８色が使い分けられている。
●統計資料ページもフルカラーで印刷され，資料が読み取りやすくなっている。
●紙は反射を抑えつつ鮮明に発色し，裏写りしない軽量なものが使用されているため，地図・写真が美しく鮮明に表現されている。
●長期の使用に耐えうるよう，糸かがりしたうえで糊付けされた堅牢な製本になっている。
●環境に配慮された再生紙と植物油インキが使用されている。

◆A4判の大判かつ美しい等高段彩表現の地図で全世界および日本の各地域が取り上げられ，地理歴史科・公民科の学習上必要な地図・資料・統計がバラ
ンスよく掲載されている。

◆現代社会などの公民科でも扱われる，現代世界が抱える諸課題に関するテーマ資料図が豊富に掲載されるなど，地理的分野以外の活用にも配慮されている。

特色一覧

澁澤　文隆 （帝京大学 教授）
◆地理教育

高橋　宏 （東京国際大学 教授）
◆国際経済学，経済開発

寺西　俊一 （一橋大学 名誉教授）
◆環境経済学，環境政策

池上　彰 （名城大学 教授）
◆現代史，コミュニケーション論

田中　明彦 （東京大学 教授）
◆国際政治学

宮崎　猛 （創価大学 教授）
◆社会科教育

別記著作者
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※本資料の掲載ページには編集中のものも含まれます。
◎


